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プロローグ







　もうすぐ夕刻になろうというのは窓から射さし込んでくる柔やわらかな陽光が教えてくれていた。これから徐々に気温は下がり、月が夜空高くに踊る頃には部屋にいてもストール無しでは風邪かぜを引いてしまう寒さになる。

　だというのに毎日のようにぶらぶらと夜の街へ出掛けてしまう姉に会うべく、少女は廊下を早足で歩いていた。

　まだ十歳さいにも満たない彼女は肩の少し下まで伸びた銀色の髪に花柄の赤いバレッタを付け、冬にはまだ早いがウールのセーターの上からカーディガンを羽は織おりと温かな衣服で身を包み、真まっ直すぐに廊下の突き当たりにある部屋を目指す。

　広い館やかたとはいえ階段を上がってから一分足らずで目的の部屋に着き、少女はドアの前で足を止めた。前にあるドアは古さと重さを感じさせる木製のものだが、表面にでかでかと蛍光オレンジのペンキで文字が書かれているので威厳はまるでなく、人を遠ざけさせる力は数倍に増している。ちなみに書かれているのはラテン語で、内容は『災さい厄やくよ、ここに集つどえ』。

　いつものように深呼吸二回の間を空けて、それから少女はドアをノックした。

　コンコン、という控えめな音が室内に響いたはずだがすぐに返答はなく、少女はもう一度ノックすべく左手を上げ、

「──鍵は掛かってないから勝手に入りな」

　分厚い木製のドアを隔てて尚なお美しさを損なわない、しかし倦けん怠たい感かん漂ただよう声が鼓膜に震え、少女は上げた手をノブへと移す。見た目に負けず重いノブを下に落としながら引っ張ると、ゆっくりとドアは開き、それが自分一人がどうにか通れる程度になったところで手を離し、素早い身のこなしでするりと中へと入る。ドアは自然と閉まるが、それを待たず自分の手でちゃんと閉めて、大げさなサイズの閂かんぬきを掛け、ようやく少女は部屋の内部へと振り返った。

　普通の家のリビングよりも広い私室の内装は豪ごう華かで、同じくらい取りとめがなく、そして悲ひ惨さんだった。金色に輝く枠わくに嵌はめられた鏡は見事に皹ひびが入り、壁には焦こげ痕あとを隠かくすようにインド風の敷物が掛けられていて、豹ひようの剝はく製せいは無残にも頭と胴体が別々に置かれていた。

　しかし少女にとっては今更なので、驚きはしない。分厚い本が乱雑にいくつも放り出されているが、姉がいない間に片付けるのは自分の仕事だ。頼まれたわけではないが、たまに礼を言ってくれるので止やめる予定はない。

　だから少女は知っていた。本以外にもガラクタや脱ぬぎ散らかされた衣服でよく見えなくなっている床に描かれた、大きく、精せい緻ちな魔ま法ほう陣じんの存在を。そしてそれが実際に使用される日が近いことも。

　チクリと胸は痛むが、とりあえず今は意識の外に排し、少女は天てん蓋がい付きの大きなベッドに横たわる姉へと視線を移して歩み寄る。

　ベッドの上、体がすっぽり埋うもれてしまうくらい大きなクッションに上半身を預けて、仰あお向むけになった状態で姉はいた。腰よりも長い灰色の髪かみは乱れ、衣服も負けずに乱れて胸元が覗のぞき、寝不足なのか半開きの目で少女を見ていた。

　どうしようもなくだらしないが、だからといって少女はそれを悪いとは思わない。櫛くしで梳とかずとも髪は銀よりも美しく、露出が多ければ多いほど陶とう磁じ器きよりも滑なめらかな肌と性別も年ねん齢れいも問わず魅み了りようする肢し体たいが際立ち、瞳から窺うかがえる怠たい惰だはその奥にある艶つやと狂気を彩っているに過ぎない。

　その程度のことで姉の美しさが損なわれることはなく、また、そうであるからこそ美しい。

　まだまだ知識も教養も経験も足りていない自分にですら明確に分かる事実に、少女は思わず思考を忘れて見入ってしまっていた。

「時間通り、か。フィーは相変わらず良い子をしている」

　乾いた笑いを含んだ姉の言葉に、少女は我に返った。緩ゆるんでいた唇くちびるを引き締め、

「姉ねえ様さまとの約束だからです。誰に対してでもではありません」

「そんなこと言いながら、約束を守れないのは気持ちが悪いんじゃないか？　例え相手があのクソ親父おやじであっても」

　言いながらくつくつと笑う姉に、少女は無意識に左手を胸の前で握り締めた。

　他人の事など意に介かいさないような雰囲気を漂ただよわせ、事実妹の自分ですら『ただの知り合いよりはマシ』程度の扱いなのにも関わらず、姉の言葉はいつも的確に真ま芯しんを捉とらえる。

　確かに、自分は約束を破るという行為に強い嫌悪を感じてしまう──それが憎むべき父親であろうとも。

　ただ歳としが五つ上というだけでこうも事こと無なげに全すべてを悟さとれるようになれるとは、少女は微み塵じんにも思えなかった。姉の倍以上生きている父親が明らかに姉より劣っているのを見れば明らかだ。

　だから少女にとって、姉は憧れで、希望で、目標で、手の届かない存在で──

　本当に手の届かない、触れられない所へ行こうとする人間だった。

「姉様…………本当に、決行するのですか？」

　声の震えを感じながら、少女は訊たずねた。

　ゆっくりと身を起こしながら微笑ほほえみを浮かべた姉の返答は、

「そりゃあ勿もち論ろん。私はもう、人間の限界を知ってしまったから」

　優しい表情と声に乗せての、明確な拒絶。

　少女はキュッと唇くちびるを嚙かみ締め手を握る力を増して……しかし心のどこかで、ほっとしている自分がいることにも気づいていた。

　望みとは裏うら腹はらに、姉は絶対に迷わず、考慮の余地など垣かい間ま見せず、他者の言葉で自分の行動を変えるような事をしないと分かっていたからだ。そうであって欲しいという想いも。

　かといって──置いていかれる事に寂しさを感じずにいられるかといえば、話は別だ。

　まだ幼い、普通ならば学び舎やで同年代の子供達と大人おとなの教えを受けるのを当たり前とする年ねん齢れいなのだから、それは仕方がない。

　が、それでも少女は思ってしまう。姉ならば『仕方がない』という言葉で済ましたりはしない。それ以前に寂しいなどとも感じず、超然と微笑み、皮肉めいた送辞の一つでも述べるのだろうと。

　だから自分も、少しは姉に近づけるように、最大限の努力で寂しさを打ち消して、顔を上げて、最高の笑顔を見せなければならない、と。

　そうでなければ姉に近づくどころの話ではなくなる。

　姉が最後に見た自分の顔は子供染みた、自分の制御も相手への気遣いも出来ない、かといって自己主張とも程遠い……何なん色しよくも使った筆を濯すすいだ後の水のように、不純な濁にごりに彩られたものとなってしまう。

　それだけは絶対に嫌いやだった。

　少女は一度ぐっと顎あごを引いて、姉が気まぐれでバレッタをくれた時の喜びと共に浮かんだ笑顔を作るべく試行錯誤し……自分のイメージでは似せることが出来た、及第点は間違いないと思いながら顔を上げ──ようとしたところに、頰ほおに優やさしい感触が伝わった。

　冷たいそれが姉の手だとは、見なくとも分かる。

「決行は明日にした」

「……そう、ですか…………それは……」

　おめでとうございます、と言おうとした少女の唇くちびるを、頰を撫なでながらスライドした姉の指が抑えた。

「フィー、お前は賢いよ。私よりもずっと賢い」

「そんなっ──」

「事実だよ。尤もつとも、大たい抵ていの人間は私よりも賢い……と続くが。生まれついた存在に満足できずに止やめようなどと考え、それを実行するようなモノは愚かだから」

　俯うつむいたままの少女には、姉がどんな表情をしているかは分からない。ただ、届く声は自じ嘲ちようではない、世の中全すべてを嘲あざ笑わらうかのような乾いた響きだということだけは理解出来る。

　その笑いを含んでいても美しさを湛たたえた声が、柔やわらかなものに変わった。

「フィーは賢い。あのクソ親父おやじに利用される前に、一人で生きていくだけの力も、魔ま術じゆつ師として一人前といえる力も手に入れられるよ。だから、私がいなくても大丈夫だ」

　年に一度あるかないかの、気まぐれに吐はかれる優しい言葉。

　それを今──最後となるであろう今、言われてしまい……

　結果、最後に姉に見せた少女の表情は、ぐしゃぐしゃの泣き顔になってしまった。




　そして翌日の深夜。少女の姉はこの世界から消えた。













一章　二泊三日の始まり







　電車に揺られるのにも飽あきた頃、退屈なのでと始まったババ抜きは、気がつけば真剣勝負としか言えないものと化していた。

　場面は既すでにクライマックス。僅わずかな振動をシートの背と尻しりから受けながら、白しろ銀がね雪ゆき子こは自分の手の中にある三枚のカードをじっと見つめ、対面の席に座る久く世ぜ律りつ乃のがどのカードを選ぶのかに全すべての意識を注そそいでいた。

　律乃は三枚ある雪子のカードから、どれを選ぼうか迷うように指を彷徨さまよわせている。ゆっくりと焦じらすような動きをしつつ、視線はカードではなく、その奥にある自分の目を見ているのが分かり、雪子は努めて表情を殺そうとする。

　窓の向こうに流れる景色を見ていれば、少なくとも目の色で判断されることだけはなくなる。しかし田畑や緩ゆるい勾こう配ばいの山には見入らせるだけの力はないので、ちらりと隣の席に座る幼おさな馴な染じみの水みな瀬せ遊ゆう矢やを見てみれば、にこにこしながら両手でお茶のペットボトルを持っていた。ついさっき一抜けしたのでカードは持っておらず、ついでに言えば二周前に雪子へジョーカーを引かせた張本人でもある。その事実が恨うらめしく、しかし今は勝つか負けるかの瀬戸際なので、恨み言や首を絞しめるのは後回しだ。

　しばし、律乃の視線を受けながら、雪子は自分のカードを見ながらポーカーフェイスを意識して、出来る限り頰ほおや唇くちびるを動かさないようにするのに全神経を使う。

　やがて──ピタリ、とジョーカーの上で律乃の指が止まり、

「……………………」

　視線が圧迫感を増し、それを無視しようと雪子は全力を注ぐ。

　ここを乗り切れば勝利が見えるのだ。確率的に、このジョーカーを律乃が引けば、次に自分がカードを引く時に全てが決してもおかしくはない。つまり勝負の肝きもは、まさに今この時ということなのだ。

　平常を装い、尚なおかつそれが露骨にならないように注意して、白々しくない程度に視線を律乃の指先に固定する。

　じんわりとカードを持つ手に汗あせが滲にじむ。そんなところに気づくはずがないのだが、それでも気付かれてしまうのではないかと警けい戒かいしてしまう。

　落ち着け、落ち着け、落ち着けと心の中で何度も繰り返し、心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼し、石か置物にでもなったつもりで無心を心がける。

　その甲か斐いあってか、律乃の指は笑う道どう化け師しが描かれたカードに触れ──

　次の瞬間、すっと横にスライドし隣にあったクィーンを搔かっ攫さらっていった。

「っ……！」

　思わず声を出してしまいそうになるのをどうにか堪こらえたが、そんな雪ゆき子こを尻しり目めに律りつ乃のは取ったカードと一緒に手持ちの一枚を引き抜き、ペアにして捨てた。そして一枚になったカードをひらひらさせて隣へ差し出しながら、目はしっかりと悔くやしげに歯を剝むく雪子を捉とらえ、おかしそうに微笑ほほえんだ。

「頑がん張ばってはいるみたいだけど、バレバレよ。明らかにジョーカーを選ぼうとする時には期待が、他ほかのカードに移ると失望と哀願めいた色が混じるもの」

「く、う、う……」

「ポーカーフェイスがまるで出来てないわね。尤もつとも、ババ抜きくらいでここまで露骨に表情に出すなんて、小学生でも珍しいわ」

　気持ち良さそうに言いたい放題言う律乃は肩にかかる柔やわらかな髪かみをすっと払い、目を細めて雪子を笑う。皮肉めいた言葉ばかり言っているのに瞳自体は柔にゆう和わな印象があるが、今ばかりは『シンデレラのいじわるな義姉あね』の役がぴったりとハマる程嫌いやらしい。

　それを受けてカードを握る手に力が入るも、雪子はぐっと堪こらえて、

「まだ、まだ負けたわけじゃないわよっ！」

　せめてビリ決定戦に勝つべく、目を鷹たかのように鋭く攻撃的にして、雪子は斜はす向かいに座る対戦者を睨にらみ──

「あの、ゆっこちゃんごめんね。上がっちゃったの」

　申し訳なさそうに言いながらカードを捨てる高たか嶺みね美み樹きに、雪ゆき子こはがっくりと肩を落とした。

　ボブカットの黒髪かみに黄色のリボンを付けた美樹は、気弱な性格を表すように、ただのゲームで勝ってしまっただけなのに落ち着かない様子で、おずおずと残ったカードを差し出した。

　その手からのろのろとカードを受け取ると、雪子が先ほど遊ゆう矢やから受け取ったカードど同じ７の数字。

　もう敗者確定なのであまり意味はないが、ペアになった７のカードを捨て──手の中に残るのは、楽しげにおどけているジョーカー。

　雪子の、九戦全敗が決まった瞬間だった。



　ぐしゃぐしゃに握り潰つぶして破ってちぎって窓の向こうに投げ捨てたい衝しよう動どうに駆かられ、雪子はぐっと無意識に籠こもった手の力を抜こうと努力し、結果としてカードは少し折れてしまう程度の損害に留まった。

　もうこれ以上ババ抜きを続ける気にはなれなかったし、トランプは雪子が持ってきた物だから破いても良い気もしたが、さすがにそれは大人おとな気げない。それに、破いたところで窓は開かないので衝動通りの展開にはならない。

　せめて、これがババ抜きではなくてスピードなら、反射神経と集中力の勝負となるので勝ちが狙ねらえたというのに。残念ながら向かい合わせになった二人の間にテーブルはないので、それは出来ない。ポーカーやブラックジャックはババ抜き以上に勝てる気がしない。

「…………ハァ」

　雪子はため息をついて、硬質なガラス窓の向こうに流れ行くのどかな山間の風景に思いを馳はせた。テンションに任せた姦かしましい会話から他ほかの乗客の冷たい視線によって沈黙が訪れ、それに間が持たずにトランプを出した──あの時は起き死し回かい生せいの名案だと思ったのに、気が付けばまた馬鹿のレッテルを貼られそうな醜しゆう態たいとなってしまった。

　視界の中。秋も深まりつつあり紅葉が本格的に枯れ落ち始める十月も下旬、遠くに見える山は寂しさの中にほんの少しの虚むなしさを感じさせる。

　やるせない心情を表すかのような風景を、雪子はしばし、荒れてささくれ立った心を癒いやすべくじっと見つめた。

　向かいからの声が聞こえてきた、その時まで。

「それにしても、こんなにババ抜きが楽しいなんて感じたのはいつ以来かしらね。小学校の低学年くらいが有力候補かな」

　律りつ乃のの、本当に楽しそうな声による皮肉に聞こえる言葉に、雪子は素早く反応して彼女の顔を見て……開けかけていた口を閉じ、肩から力を抜いた。

　背は雪子よりも低く、口調に比べると幼さの残る顔つきなのでふとすると律乃が年上であることを忘れてしまいそうになるのだが、今の彼女は童心に返っているように無む邪じや気きな微笑ほほえみを浮かべていて、どう見ても年上とは思えないような様子だった。

　雪ゆき子こに対して毒を吐はくことも多々ある律りつ乃のは、先の言葉も皮肉で言ったつもりなのかもしれない。が、そうは思わせないくらい楽しげで陰のない表情に、雪子は悔くやしさも寂せき寥りように浸りつつあったことも忘れてしまった。

　状況がそうさせたのかもしれない、と思う。自分だけでなく、律乃だけでなく、きっと美み樹きも普段とはどこか違うのだろう……と。

　新幹線に乗っている時点で日常とは離れているが、服装が違うことも手助けしているのだろう。普段着とは少し違う、『お出かけ』を意識した格好が。

　律乃は栗くり色の柔やわらかな髪かみを事あるごとに触さわり、帽ぼう子しを被かぶっていた影響で髪形がおかしくないかを気にしているし、ショート丈たけのトレンチコートの下に着ていたストライプ柄がらのシャツはこの間買ったばかりのもの。一緒に買い物に行った雪子もその時に買った濃のう紺こんのジージャンを着ているし、美樹はいつものように大人おとなしい服装だが、白のカーディガンの下に着たカットソーは薄いピンク色で可愛かわいらしい。

　ただ一人、隣に座っている遊ゆう矢やだけは厚手のトレーナーにぶかぶかのズボンを穿はいて、おまけに髪も跳はねている。朝から念入りにブラシをかけてポニーテールに結った雪子とは大違いの、無む頓とん着ちやくな格好。

　まるで旅行を意識していないことがありありと分かる幼おさな馴な染じみとは違い、律乃も美樹も日常とは少し違うテンションになっている。

　そして雪子は──この旅行の発端となった雪子だけは、他ほかの三人とは違った趣旨のあるこの旅行への想いに、並々ならぬやる気を漲みなぎらせていた。

　ほんの二日前に決まった、今回の旅を含む、これから自分がやるべき行動に対して──




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　学園祭が終われば翌週には中間テストが待っていた。

　私立風かざ見み野の高校学園祭『台風祭』に裏方として参加し目立ちまくっていた雪子は、試験勉強をしている時間はたったの一週間しかなかった。その一週間に全すべてを賭かけて臨んだテストは、案の定というか予想通りというか、答案が返ってくるのを待たずともダメダメと分かる内容となっていた。

　試験モードの雪子は、とにかく機嫌が悪い。寝不足と自分の冴さえない頭に対する苛いら々いらで、向かいから来る生徒達が自然と道を開けてしまう程、目に見えて不機嫌になるのだ。

　そんな状態だというのに、試験三日目の朝の放送で「試験が終わり次第生徒会室まで」と呼び出しをくらい、しかもその放送で集中が乱れて古文のテストは散々な結果に終わり、雪子は暴れる気満々で生徒会室に行き──

「……温泉宿の、宿泊券？」

　テーブルに置かれた招待券らしきそのチケットを見て、意外な物を出された雪ゆき子こは気が抜けたような声でそう言った。

　対面のソファーに座る生徒会長の武たけ内うちは「ああ」と応こたえ、

「それを君に贈ぞう与よする。勿もち論ろん、いらないのであれば別だが」

　素そっ気け無い仕事口調で言うと、膝ひざの上で手を組んだ。

　雪子はチケットに書かれた文字を読みつつ、

「いや貰もらえるなら貰いますけど……でも、どうして？」

「一昨日おととい、校長と話す機会があってな」

「へぇ、校長先生と」

　流石さすがに生徒会長ともなると校長という一般生徒とは接触のない人とも接するのだと半ば感心する雪子に、武内はこれまた素っ気無く、

「『台風祭』で行われたミスコンの結果を賭かけていたのだが、外した校長が何も寄越さないのでな」

　さらりと問題発言をした。

　当然雪子はテーブルに落としていた視線を跳はね上げ、眉まゆも吊つり上げて怒ど鳴なった。

「っにをやってんのよ！　生徒会長と校長が！」

「持ち掛けてきたのは先方だ。金曜の前日準備の午後にな……自信満々だから受けてやろうという気になったのだが、志し摩ま教諭を推すという常人には理解不能な予想をしたよ、あのストーカー予備軍は」

「……いや別に校長の予想を聞きたかったわけじゃないんだけど……って、つまり会長はあたしが選ばれるとは予想しなかったと？」

　ややキツめの声と睨にらむような目つき。

　別に武内の予想が誰であってもいいし、途中退場をした身なので自分を推してくれていたのならむしろ申し訳なくもある。

　……が、それはそれ、これはこれ。どうしても目の前で『お前はそんなに可愛かわいくない』と言われた気分になるので、つい反感を持ってしまうのだ。

　格闘系の部活に属する屈くつ強きような男達でも恐怖する雪子のプレッシャーに、しかし武内は無表情を崩くずさずに言う。

「君があの手のイベントに協力するとは思えなかったのでな。順当に行けば一般知名度もある赤あか石いし君が選ばれると予測した」

「う……そりゃあ、まあ……」

「話を戻すが──一方的に恋焦こがれている保健教諭を推して当たり前に外した校長に直じか談判に行った。その時、渋しぶ々しぶと出したのがこれだ」

　宿泊チケットを一いち瞥べつし、武たけ内うちは続ける。

「四名まで無料の二泊三日温泉宿泊券……商店街の福引で当てたそうだ」

「無む駄だに強運ね…………、あれ？　この期日……今週いっぱいまで!?」

　呆あきれながらもチケットの文面を読み直していた雪ゆき子こは差し迫っている有効期限を見つけ、思わず声を荒げた。

　二人きりの生徒会室に響いた声に、武内は小さく頷うなずく。

「夏に手に入れたらしいのだが、志し摩ま教諭を誘っては断られ、されど諦あきらめず──と粘ねばり腰で挑んでいるうちに秋になってしまったそうだ」

　普通ならばため息の一つもつきたくなる内容の言葉を言いながらも、武内は冷めた目で雪子を見返す。

「幸い、今週の金曜日はテスト休みだ。前日までに予約、と書いてあるので今日明日に連絡すれば三連休に間に合う。昨さつ今こん、三連休も珍しくはないからな。恐らく部屋の二つや三つ、空いているだろう」

「確かにそうね……急過ぎるけど。でも、本当にあたしが貰もらっていいんですか？」

　タダで貰った物とはいえ、換算すれば十万円前後に相当するだろうチケットを、生徒会役員でもない自分が貰っていいのかという雪子の問いに、

「ああ、その方がむしろ好都合だ」

　武内はあっさりと許きよ諾だくした。

　それを雪子が不思議に思っていると、

「生徒会役員は俺おれを含めて七名いるが、この二日で争奪戦が起きてな。生徒会で行くには人数が多く、誰かが貰えば遺い恨こんになりかねない。だから特別報ほう酬しゆうとして白しろ銀がねに譲ゆずるのが最良だと判断した」

「そう、ですか」

「ああ。実際、良く働いてくれた。穂ほ坂さか君も褒ほめていたよ。だから遠慮なく貰ってくれ」




「──というわけで、宿泊券貰っちゃったんだけど」

　チケットが入った封筒をひらひらさせながら経緯を話すと、二人の相手はそれぞれの反応で返した。

　高たか嶺みね美み樹きは僅わずかに驚いたように目を丸くして感嘆の吐と息いきを、水みな瀬せ遊ゆう矢やは「へ～」という短い言葉といつもと変わらぬ緩ゆるんだ笑みを。

　試験が終わった後の教室に残ってくれていた二人は、どちらも大袈げ裟さにリアクションするタイプではないのでこの状況は予想出来たものなのだが、思わぬ獲物を持っての凱がい旋せんなのだからもう少し派は手でな返しが欲しいところだ。

　この場にハイテンションな面々が集つどう演劇部の人々か、新聞部の突撃暴走リポーターとして名物となっている武む藤とうアキがいれば、満足の行く反応をしてくれるだろう……と雪ゆき子こは思い、すぐにいやしかしと考えを改めた。確かに彼女等はいい反応をしてくれるだろうが、次に来るのは『自分を連れて行け』という強引なまでの催さい促そくだろう。これもほぼ確定だ。

　強気な割に押しに弱い部分がある、と雪子は自覚している。自分の中で決めたメンバーがいるので、残る枠わくは一つ。出来ればちゃんと選びたいところなので、静かなままが一番だ。

　いつまでも表に出しておいて無くしても困るので封筒を鞄かばんの中に丁てい寧ねいに仕し舞まい、それから雪子は改めて机を挟はさんで正面に立つ美み樹きを見上げた。

「それで、ミキは行ける？　さすがに交通費は自費になるんだけど」

「ぇと……うん、大丈夫。特に用事はないと思うから」

「あー、良かった。で、遊ゆう矢やも当然行くわよね？」

　美樹の横でぼけっとしている幼おさな馴な染じみに訊たずねると、こちらは特に迷う素振りもなく頷うなずいた。

「うん、平気だよー」

「でね、部屋は二部屋取って貰もらえるらしいから、遊矢の寝る部屋にもう一人、男を連れて行こうかと思ってるんだけど……あんた一緒に行きたいヤツいる？　バカ沢ざわ以外で」

「玲れいはダメなの？」

「あったり前でしょ！」

　不思議そうに訊たずねた言葉に雪子がハッキリ返すと、

「何で当たり前なのか知りたいところだなぁ？」

　不意に後ろからの声が会話に加わった。

　聞き覚えのある、軽妙でむかつくくらい通りのいい声に振り向けば、教室の入り口の側に話題の井い沢ざわ玲が立っていた。

　白色に傾いている灰色の髪かみに黒革かわのジャケット、同色のジーンズに身を包み、中性的で端たん整せいな──黙っていれば雪子でさえ美しいと思う顔ににやにやと笑みを浮かべ、首から下げた銀のチョーカーを揺らしながら雪子達のいる机へと寄って来た。

　玲の接近に、雪子はあからさまに嫌いやそうに表情を歪ゆがめて口を開く。

「いつから聞き耳立ててたのよ？」

「人聞き悪いな、さっき来たばっかだぜ。声の大きい雪ゆき姫ひめの話とはいえ廊下にいたままじゃ良く聞こえなかったが、所々で推測出来る単語が拾えたからな。どっか旅行に行くんだろ。今週末か？」

　馴なれ馴れしく予定日を聞いてきた玲に、雪子は勿もち論ろん教える気などなかった。

　だがしかし、

「うん、そだよー。明後日あさつてから二泊三日だよ」

　あっさりと遊矢が喋しやべってしまい、雪子はため息を吐つきたくなった。

　別に、絶対に話してはいけない事でもない。雪ゆき子こは個人的感情で教えたくなかったのだから。

　理由はいくつかある。第一に、玲れいは遊ゆう矢やを狙ねらっている。少なくとも本人はそう公言している。そんな奴やつを連れて行き、あまつさえ同どう衾きんを許すなどあってはならないことだ。

　第二に、旅行中は楽しく過ごしたい。当然のことだが、これはかなり大事だ。しかし井い沢ざわ玲が一緒にいるとした場合、どう転んでも自分の反感を買う事を奴やつはすると雪子は睨にらんでいる。学校から離れた場所でまで諍いさかいを起こしたくはないし、旅行を台無しにしたくもない。

　そして第三に……ここ最近、玲とまともに話せていない。

　学園祭以後──即ち、玲が悪あく魔まだと知った後から。

　別に雪子は避けるつもりなどなかった。それどころか遊矢の状態を改善する方法について、渋しぶ々しぶではあるが相談したいくらいだった。

　だが学園祭が終われば中間テストがあり、その勉強に雪子が追われていた為、相談するどころか会う機会も殆ほとんどなかった。たまに会えればそれは遊矢のいる時だけで、遊矢のいる前で相談は出来ずにストレスが溜まり、しかもテスト期間中も遊び惚ほうけているにも拘らず玲の成績は抜群に良いと遊矢から知らされたのはつい二日前で……結果、今は話したくない状態になっていた。

　連休が過ぎれば、しばらくは何のイベントもない。落ち着いて相談する機会も作れるだろう。

　だが今はとりあえず、一言で言えば──

「あんたは誘わないから、どっか行け」

　雪子は視線に『失うせやがれこのバカ』と込めて、玲の目を見る。背後にいる美み樹きがうろたえるような気配がし、少しだけ悪いことをしたかもしれない、と思った。親友である彼女の想い人が目の前の男だと知ってはいるのだが、それ以上に敵としての対応が前面に出てしまうのだ。

　短気ではない人でもむっとしておかしくないセリフを受けた玲は、しかし笑みを浮かべたまま手近な机に腰掛けて足を組む。

「つれねーよなぁ。まあいいんだけどよ。週末はオレも予定があっから」

「……珍しいわね。遊矢と旅行なんて、あんたなら逃しそうもないイベントなのに」

　訝いぶかしげに見る雪子に対し、玲は肩を竦すくめた。

「まーなぁ、本当なら一緒に行ってハニーと親しん睦ぼくを深めて、そのまま肉体的にも親密になりたいところだが──」

「あんたは絶対来るな！」

「ゆ、ゆっこちゃん……」

　カッと頭に血が上って立ち上がろうとした雪子の服の背が引っ張られると共に、美樹の少し慌あわてた声がした。浮かしていた体をイスに戻して振り返ると、美樹は顔を赤く染めて首を横に振っていた。唇くちびるが動き、『暴れちゃだめ』と訴えていることが分かる。

　だが……雪子にはそれだけでなく、彼女が何やら妙な想像をしてしまっているのも分かってしまった。『台風祭』の一週間前に彼女の部屋に泊まりに行った時、ベッドの上に置かれていた文庫を何気なく手に取りぱらぱらと捲めくってみたところ、美少年と眼鏡めがねの美青年が上半身裸はだかで抱き合うシーンが丹たん念ねんに書かれているという、かなり危険な発見をしてしまったのだ。何故なぜか美少年の両手首がタオルで縛しばられていたことと、眼鏡の美青年がやたら饒じよう舌ぜつに愛を囁ささやきながら美少年を嬲なぶるセリフを連発していたことが、雪子に物凄すごい衝しよう撃げきを与えた。

　その時のことを思い出し、同時に『好きな相手が同性に興味津しん々しん』という乙女おとめ心を複雑に刺激している場面を垣かい間ま見たことで、少しだけ頭が冷えた。

　とりあえず玲れいのことは意識の外に無理にでも移し、顔はそのままに体を横向きを変えて楽な姿勢にし、美み樹きの隣でぼけっとしている遊ゆう矢やを見やる。

「それで、誰かいないの？　この際、多少変な奴やつでも目を瞑つむるわ」

「んー……でも僕、玲以外に男友達っていないよ？　女の子の友達なら結構いるけど」

「性質たち悪いわねあんたもっ！」

「しゃーねーべ。普通の奴やつは雪ゆき姫ひめを恐れて遊矢にも近づけねぇ、それでも近づいてくるような敵意を持った奴等は問題外で蹴けり飛ばされてんだからよ」

　冷静かつ的確な後ろからの意見に、雪子はぐっと言葉に詰まった。確かに、原因の殆ほとんどは自分にある気がする。

　しかし女友達ならば雪子にだっている。逆に言うと、雪子にも男友達はいない。

　明後日あさつてという急な展開も災わざわいしている。もう少し余よ裕ゆうがあれば、地元には中学まで一緒に過ごした旧友がいて、遊矢とも共通の多少は気を許せる男友達が数人いるので、彼等を誘うことも出来た。だが、数ヶ月連絡を取っていない彼等にいきなり『明後日から旅行に行こう』とは言えない。美樹も見知らぬ相手がいては充分に楽しめないだろう。

　困ったと腕を組み小さく唸うなり声を上げる雪子は、後ろから喉のどを鳴らして笑う声がしたことが気になってしまい、反応してしまった。

　やや高い位置にある玲の顔を睨にらみつけ、

「言いたいことがあるなら言いなさいよ。特別に聞いてあげるから」

「どこの特権階級だ、そのセリフ。上じよう申しんするのに手続きでもいる高級職かなんかか？」

　軽口に対し雪子がさらに目つきを厳けわしくすると、玲はやれやれと肩を竦すくめるパフォーマンスの後、

「部屋は二つで和室なんだろ？　ちゃんと金さえ払えばどっちかの部屋で固まって寝ようが、旅館側は文句言わねぇぜ」

　言われてからその意味に気付くまで、数秒の後。

「……あー」

　ポンと膝ひざ頭がしらを軽く叩たたいて、雪子は納得したように頷うなずいた。

「そっか、別に遊矢一人で寝て他ほかの三人が同じ部屋でもいいわけね」

　四人なので一部屋二人ずつという考えに固こ執しつしてしまっていたが、ちょっと柔やわらかく考えれば別にそう決められていたわけではないと気付くことが出来る。

　それが井い沢ざわ玲れいの助言で……というのが雪ゆき子こには少し複雑だったが、しかしこれでメンバーに悩まずに済みそうだった。

「それじゃ、律りつ乃のさんを誘ってみるかな。ダメならまどかさんでも千ち恵え先せん輩ぱいでもいいし」

　男に限定されなければすらすらと候補が出てくる。

　ただし、

「武む藤とうさんの名前は出ないんだねー？」

　のんびりとした遊ゆう矢やの声に、雪子は苦笑を浮かべて首を横に振った。

「アキが来ると校内新聞に載のせられるから。どんなに拒否しても、上手うまい具合に丸め込まれるのが目に見えてるわ」

　新聞部が誇る特攻リポーターの実力は充分に承知しているので、少し悪い気もするが、アキには知らせないようにしようと雪子は思った。

　急に決まった旅行の上に、新聞部はテスト後に校内新聞で予測平均点を載のせるのが通例なので今の時期は忙しく、話題集めにまで手を広げられないはずだ。黙っていればバレることも自費で付いて来ることもないだろう。

　旅行に際して唯一の問題だったメンバーの目め処ども立ち、雪子は晴れ晴れとした気持ちで立ち上がった。

「早速、律乃さんに予定聞かないとね！」

「あ、それは私がしておくね。借りていたＣＤを返しに行くつもりだったから」

　立候補する美み樹きの肩を叩たたいて「任せたっ」と明るく言うと、雪子は机の上に置いてあった鞄かばんを摑つかんだ。

　もうこれといった用事は残ってないし、後は家に帰って最後の足あ搔がき、化学と保健と現国の勉強をするだけだ。

　普段ならそう考えると気が滅入るが、今日は降って湧わいた旅行の件が心を軽く、豊かにしてくれている。

　これが旅行効果なのだろう、と雪子は思った。

　そして、ふと。

　もしかしたら──こういうことが大事なのかもしれないと、漠ばく然ぜんと思った。

　リールゥを見つけ出しても事態は解決しないと知らされてから具体的な手段が分からなくなった雪子にとって、それは大発見と言えた。

　シゼムと名乗った悪あく魔まは、遊矢の心が弱まっていて契約を満たした際に戻る感情に押し潰つぶされる……そんなことを言っていた。

　なら、そうならないようにすればいい。ならないように、心を元の状態に近づければいい。

　楽しいと思うような、刺激的なこと。

　心を弾はずませる、和なごやかにする、大事な思い出となるようなイベント。

　それらが、悪あく魔まとの契約によって恐怖心と緊張感を失い、心が弱まっているらしい遊ゆう矢やを快復させる……とはいかないまでも、効果的な薬になるかもしれない。

　自分に出来ることは限られている。一発逆転の秘策を遊矢が見つけるまでの時間稼かせぎが現状では精一杯だろう。

　いや、時間稼ぎになるかどうかの確証はない。

　だがそれを確認する意味でも、今回の旅行は最適といえた。

「…………っし！」

　気合を入れるように短く息を吐はき、くるりと身を翻ひるがえした雪ゆき子こは、相変わらずぼけっとしている遊矢を見ながら、決意を言葉にした。

「思いっきり楽しい旅行にするわよっ！」

　嫌いやなことも不安な先行きも忘れられるような、そんな二泊三日に──

「その前にテスト勉強頑がん張ばろうねー？」

「ゆっこちゃん、ちゃんと勉強しようね……？」

　遊矢と美み樹きの、ほぼ二人同時の水を注さす発言に、雪子はその場にがっくりと膝ひざを着いた。

「……っんでこう、二人して……」

　両の手を床に着いて体を支えていると、後ろの、やや高い位置から押し殺すような笑い声が聞こえてくる。が、それに雪子は断固として反応しない。

　振り返らずとも、何となく分かっていた。

　背後にいる悪魔らしき男は、自分の考えていたことを理解した上で笑っているのだろうと。

　目を合わせば蹴けりを見舞いたくなるのは必ひつ至しだ。

　せっかく出来た新しい目標を胸に乱暴を働くのは嫌だったので、雪子は顔を上げて遊矢を見ることで腹立たしさを誤ご魔ま化かした。

　同年代と比べてやや幼さが残る顔立ち。柔にゆう和わながら、時として鋭さを帯びる瞳。そう長くないのに縛しばっている為、荒れた筆のようになっている後ろ髪がみ。

　大切な存在と言い切れる幼おさな馴な染じみは、思い返しても心が弱まっているような素振りを見せたことはない。心が弱まるという現象は感情が乏とぼしくなるのとはまた違うのかもしれない。

　どちらにしろ、遊矢を元の状態に戻す為に。

　自分の出来る限りのことをやるつもりで、雪子はゆっくりと立ち上がった。
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　長なが野のにある温泉宿『深み咲さき旅館』に行くまでに新幹線で二時間、そこから電車を乗り換えて三十分、さらにバスに乗って二十分とかかり、緩ゆるやかな山の麓ふもとにある割と新しい旅館に着いた頃には、もう午後の四時を回っていた。

　目に見えて長距離移動に疲れている美み樹きと律りつ乃のは案内された『秋桜コスモス』という名称の部屋に着くと崩くずれ落ちるように座り込み、ぐったりとしたまま畳たたみの上から動かなくなってしまった。

「あらあら、大丈夫ですか？　具合が悪いのなら薬やく湯とうを用意しますけど」

　部屋の案内をした仲なか居いが部屋の中央に置かれたテーブルに茶ちや菓が子しを運び終えてから訊たずねると、二人は、

「…………だいじょぅぶ……です」

「………………お構いなく……」

　体を起こす気力がないのか、そのままの姿勢で応こたえた。

　病気や重度の体調不良ではないと理解したのか、仲居は苦笑して、ただ一人元気な雪ゆき子こへと座したまま向き直った。和服に身を包んでいるので落ち着いた印象が強いが、よく見るとかなり若い女性だと分かる。

　恐らく五歳さい程度しか歳としの離れていないだろう彼女は、

「お食事はお連れの方と一緒で、この部屋にお運びすれば宜よろしいんですね？」

「あ、はい。それでお願いします」

　通された部屋は本来四人の客を通す部屋らしく、テーブルも大きい。これなら四人での食事も余よ裕ゆうだろうと雪子が思っていると、仲居の声が聞こえてきた。

「当旅館は内風呂が在りませんが、露ろ天てん風ぶ呂ろはお蔭様で皆様にご好評を頂いております。二十四時間いつでも入浴が可能です──が、男風呂は午後の一時から三時、女風呂は深夜の一時から三時までの間、清掃の為入浴出来ません」

　その説明に、雪子は首を傾げて不思議に思った。今、二十四時間入浴可能と言ったばかりなのに、それを覆くつがえす発言を続けたような気がしたからだ。

　しかし、次の仲居の言葉でその疑問は払ふつ拭しよくされた。

「ですから午前と午後の一時から三時までの間は混浴となりますので、ご承知ください」

「あー……そういうことですか」

　つまりその時間帯に風呂に入りたければ男がいる可能性があることも理解しておけ、という注意だ。

　特に異論は無かったので、雪子は仲居に向かって頷うなずいて見せた。混浴が嫌ならその時間を避ければいいだけで、旅館側もちゃんと考えているらしく、一時から三時は入浴希望者が稀まれな時間帯だ。余程のことが無い限り雪子もそんな時間帯に入浴しようとは思わない。

「それでは、ごゆっくりお過ごしくださいませ」

　深々と、三つ指を着いての綺き麗れいなお辞じ儀ぎをしてから、仲居は部屋を出て行った。恐らく同じ説明を隣室の遊ゆう矢やにしに行ったのだろう。

　部屋に三人だけになると、急速に空気が穏おだやかで落ち着いたものに変わっていく。初めて訪れた友人の部屋に一人にされた時のそれに似ているが、張り詰めたものではなくゆっくりとした流れの中にいるようでもあり、安心出来る。

　これも一つの旅館効果なのだろうと雪ゆき子こは納得し、窓際に行って外の眺めを見ることにした。二階なので余り見晴らしは期待出来ない上に、旅館の入り口とは反対側の風景があるはずなのでてっきり木々ばかりが見えると思っていた雪子は、そこに庭園があることに小さな驚きの声をあげた。

　規模こそ大したことはないが、石の燈とう籠ろうや錦にしき鯉ごいの泳ぐ池、何か所以ゆえんでもありそうな大きな岩には注連しめ縄なわが巻かれていて、遊歩道も整備されている。

「はー……温泉宿に来たって実感が湧わくわねー」

　まだ窓は開けていないが空気も澄んでいる気もしてきて、雪子は大きく背伸びをする。

　そのまま体操でもしたくなった時、律りつ乃のの重い声がした。

「…………あなた元気ね。散歩でもしてきたら？」

　振り向けば、律乃はまだ動けずにぐったりしていた。顔だけは雪子に向いていたが、うつぶせにへちゃっと潰つぶれていて、普段の彼女からは考えられない無防備な姿がそこにある。

　一方の美み樹きは体こそ起こしていたものの、テーブルに上体を預けて突っ伏している。こちらもまだまだ回復していないようだった。

　元気なのは自分だけで、しかものんびりするより体を動かしたい気分でもある為、

「そうね、ちょっと出掛けてこようかな」

　頷うなずいて、いそいそと荷物を漁あさって財さい布ふなどを取り出す。

　それから押入れのある壁とは反対側の、ハンガーラックや電話やテレビなどが並ぶ中にある少し大きめの鏡台の前へ行き、髪かみ型を中心に変なところがないかをチェック。

　そうしていると、

「……そういえば、本当にこの部屋で一緒に寝るの？」

　鏡の向こうにある律乃の顔がこちらを向いていなければ、それが自分への言葉とは理解出来ないような意図の捉とらえ難い問いに、当然ながら雪子は顔にクエスチョンマークを浮かべて振り返った。

「そうだけど？」

「別に、わたし達に遠慮しないでいいのよ。この旅館、造りはしっかりしているし壁も厚そうだから、ちょっとくらい大きな声を出しても響かないだろうし」

「はぃ？　律乃さん、何を…………っ!?」

　言っているの──と繫つなげる前に、雪子は彼女の言っている意味を理解した。

　瞬時に耳の先まで顔を赤らめると、

「なっ何を言ってるのよっ!?　そんな、えっちな、あたしたちはそんなっ」

「隠さなくてもいいと思うけど？　もう高校生なんだし」

　疲れもあるせいかさらりと許容する律りつ乃のに、雪ゆき子こはぶんぶんと、揺れた反動でポニーテールが顔をうつくらいの勢いで首を横に振った。

「だからっ！　そんな関係じゃないんだってば！」

「ゆ、ゆっこちゃん落ち着いて……」

　なだめようとする美み樹きの顔も赤くなっていて、声もいつも以上に弱々しい。

　かなりアダルトな想像をしているらしい律乃にどう説明すればいいのか、上手うまい話の逸そらし方はないのか、テストでもそこまでは使わなかったくらいに頭脳をフル回転させて考える雪子だが、ぐちゃぐちゃの思考を搔かき混ぜただけになってしまう。

　どうしていいのか分からずにうろたえていると……むくりと、律乃は上体を起こした。

「そんな関係じゃないって、雪子……あなたが学園祭のミスコン会場で何をやったか、風かざ見み野のの生徒なら全員知っていることよ？」

「う…………」

　その言葉に、つい二週間前に自分がやった大それた事を思い出し、雪子の顔はさらに赤らむ。

　だが律乃はそこで終わらない。

「元々の状態でもただの幼おさな馴な染じみじゃ通じないくらいの関係で、そこにあんな告白をしておいて、まだ『そんな関係』じゃないって……本気で言っているの？」

「うぅ……だ、だって……」

　珍しく尻しり込ごみするような声を出す雪子を見て、律乃は悟さとったようだった。

　即ち。本当に何の進展も無いことを。

　その証拠に、彼女の顔は呆あきれたような白けたものとなっていた。

「年頃の若い男女が、一人暮らしで、しかも隣部屋で、長きに亘わたった積年の想いをいつでも叶かなえられる──そんな状況で、まだ何もしてないなんて」

「…………」

　言われた相手が井い沢ざわ玲れいならば怒鳴り散らして反論出来るが、同性から言われると、何故なぜか返す言葉がない。

　じっとりと絡からみつくような視線にただ耐えるしかない雪子だったが、次に投げられた言葉はさらに核心に迫るものだった。

「まさかとは思うけど……まだ付き合ってもいないなんて、言わないわよね？」

「……………………その、」

「……あっきれた。本当、久しぶりに呆れ返ったわ」

　言って行ぎよう儀ぎ悪く寝転がった状態に戻った律乃は、もう何も言うことはないと示すように顔を伏せた。

　美樹はおろおろするばかりで、二人の友人を心配そうな目で見るだけしか出来ない。

　雪ゆき子こもこの場で言うべき言葉が見つからず、すごすごと追い出されるように部屋を出ることしか選択出来なかった。

　出て行く直前、靴を履はく前に振り返って見た部屋は、それほど重い空気に満たされてはいなかった。

　気のせいかもしれないが──それで律りつ乃のは別に怒ったわけではないと分かり、雪子は少しだけ安心した。

　彼女なりに自分達のことを心配してくれているのだと思うとむしろありがたく感じ、口の中で礼を言ってから雪子は部屋を後にした。
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　部屋のある東館から玄関口のあるロビーへ出た雪子は、目を引く派は手でな一角となっているおみやげコーナーに、遊ゆう矢やの姿を見つけた。

　あんな会話の後なので話し掛けるのに躊躇ためらいが生まれ、つい立ち止まってしまう。何やらお饅まん頭じゆうの見本を眺めているらしい遊矢の後ろ姿は無防備そのもので、見ているうちに少しずつ胸のもやもやが消えていくのが分かる。同時に、少し考えてしまう。

　律乃が言っていたことは尤もつともだった。普通、体育館のステージ上から大勢の見ている前で告白なんてしておいて、まだ付き合ってもいないなんて思わない。

　だが、それにはちゃんと事情がある。他ほかの人には言えないが、雪子なりの事情が。

　何よりもまず、遊矢の体を元に戻すことが先決だ。それを成す前に付き合って、その関係に満足してしまったら、今までのような積極性はなくなってしまうと雪子は思っていた。自分の性格は理解している。目の前にニンジンがぶら下がっていなければ足踏みしてしまうような弱気な部分があることを含めて。

　もう一つ、あんな恥ずかしいことをした後でどうかと思われそうだが、本人の前で面と向かって告白するのはさらに勇気が必要で、残念ながら勇気の貯蔵は学園祭の日に粗あら方かた使い果たしてしまったという理由もある。

　とりあえず今はこうして傍そばで見守り、楽しさや驚きといった刺激を与えることで心の回復を図ることが最優先だ。

「って言っても、これじゃストーカーよね」

　通路の壁に寄り添うように立ち、じっとおみやげコーナーを観察している自分の姿がかなり怪しいものだと気付き、雪子は軽く指先で頰ほおを搔かいてから遊矢の元へ行こうと……したところで、目の前を通り過ぎる人影があった。

「っと……」

　それほどギリギリの距離ではなかったものの出しかけた足を戻す場所に迷い、小さく声をあげる。

　と、声に反応したのか、過よぎる途中の人影が僅わずかに雪ゆき子この方を見た。

　つられるように雪子も相手を見返し──息を吞のむ。

　背の丈たけは同じくらい。鮮あざやかといっていい銀色に輝く長い髪かみは緩ゆるく編まれて背中で揺れて、それだけで見る者の目を奪うくらい魅力的だった。

　明らかに自分達のそれとは違う白く滑なめらかな肌と切れ長で灰色の瞳が見事で、高く整った鼻と細い顎あごが小さな顔を形成している、映画の中でしか見たことがない『外国の娘むすめさん』という存在が、そこにいた。

　ドレスと表現してもおかしくない黒の長袖そでワンピースの上から腰に鈍い光こう沢たくを放つ同色の太いファッションベルトを締め、細い手首に袖の上から銀製と思しき腕輪を嵌はめている。

　精巧なマネキンがそのまま動き出したような感情の色を窺うかがえない怜れい悧りな表情の彼女に、普通の人ならば目を背そむけることも、逆に声を掛けることも出来ないだろう。思考を奪われ、ただ呆ぼう然ぜんとするしかなくとも仕方がない。

　だが雪子の場合、一つの思いが過ぎっていた。

（……あれ？　この子、どこかで見たことがある……？）

　それは先日、学校で赤あか石いし智とも子こを見かけた時の感覚と似ていて、しかし違うものだった。

　間違いなく目の前の外国人らしい少女は初めて会う。しかし、既視感があるのも事実だ。

　自分の感じている奇妙な覚えに、雪子はつい彼女の顔をまじまじと見てしまう。

　初対面で失礼かもしれない──と思い浮かんだ時には、彼女はあっさりと視線を前に戻してロビーの向こうの玄関口へと消えて行った。

　清すが々すがしいまでの無関心振りに、雪子は深く息を吐はき、ああいう風に見られることに慣れているのだろうと思った。あれだけ目立つ容姿をしていれば、日本人だらけの場所でなくとも注目の的だろう。

「しっかし……なーんか、引っかかるわね……」

　しこりのように残る既視感に腕組みをして考えようとすると、

「何が引っかかるの？」

　不意に、正面から声がした。

　驚いて意識を戻すと、いつの間にか遊ゆう矢やがすぐ近くまで来ていた。

「あー、ちょっとね。今そこにいた女の人なんだけど、見た？」

「うん？　銀髪の綺き麗れいな子のこと？」

　他ほかの誰かならいざ知らず、水みな瀬せ遊矢の口から女性を褒ほめる言葉が出たことに雪子は頰ほおを引きつらせた。しかしその嫉しつ妬とが的外れなことも分かっているのでもやもやと湧わき上がる感情をどうにか抑えながら、

「そうよ。どこかで見たことがあるような気がするんだけど、遊矢は？」

「ん～……あると言えばあるけど、ないと言えばないかな」

「どっちなのよ──って、あたしと同じか」

　ある意味では家族以上に同じ思い出を共有していて、その上で自分よりも記憶力に優れている遊ゆう矢やも曖あい昧まいな答えしか出てこないことで、一つハッキリしたことが分かった。

「やっぱり、会ったことないわよね」

　明めい瞭りような答えではないが、とりあえずは納得出来た。

　そう頷うなずいて、雪ゆき子こはパッと表情を明るくする。

「ところで、あんた暇でしょ？　この辺りを散歩しようと思うんだけど、一緒しない？」

「そだねー。座ってばかりだったから、少し歩きたいかも」

「おっけ、それじゃ行きましょ！」

　すんなりと合意に至ったのでさらに気分は上昇し、雪子は意気揚々と歩き出した。ちゃんと後ろから遊矢が付いて来る気配もし、それはすぐに横に並んだ。

　フロントにいた従業員の声に送り出されて旅館の外に出ると、来る時には気付かなかった肌寒い風が見知らぬ土地にいるのだと自覚させてくれる。

　長なが野のに来たのは初めてだったが、明らかに東とう京きようとは空気が違う。いる場所が人口密集地ではなく山の麓ふもとだというのも大きいのだろうが、澄んだ冷たい風は木々にぶつかりながら吹き込んで来るからか、少し柔やわらかく感じる。

　薄着気味ではあるが歩いていれば寒くないだろうと判断し、雪子は砂じや利りの中に並ぶ石畳だたみの道を行き、旅館の敷地から出た。

　敷地を出ると広めの林道になっていて、それが二百メートル程続いた先には出口を横切る形でバスが着いた国道があり、道路以外には木々と畑ばかり。

　確かバス停のすぐ近くに自動販売機があったことを思い出し、そこで温かい缶かんコーヒーでも買って、飲み終わるまで歩き回ってから帰ろう──と、即興でプラン立てをして、雪子は隣を歩く遊矢の様子を窺うかがった。

　旅行先でも普段と変わらぬ吞のん気きな顔で、ただ少し指先が冷えるのか、軽く握った両手を口まで上げて息を吹きかけていた。

　その仕し草ぐさを見たせいか、雪子も手が冷たくなっているのを感じる。

　早く国道に出てコーヒーを……と歩みを速めようとした時、雪子は電撃的にイイコトを思いついた。

　手が冷たい時は、温めればいいのだ。

　例えばカイロを使うとか、擦こすって摩ま擦さつを起こすとか……手を握る、とか。

　思いついたが最後、雪子の意識はその一点に集中した。自分達が林道のどの辺りを歩いていて自動販売機がある場所まではどれくらいかを、普段は出来ない高速演算で三分程度と当たりをつける。

　三分以内に、さりげなく、手を繫つなぐ。

　ただそれだけなのだが、雪ゆき子この中ではかなり高難度のミッションだ。

　何しろ、手を繫ぐなんていつ以来なのか思い出せないくらい久しぶりだ。最後に繫いだのは小学生の時だというのは間違いないだろうが、何歳さいかは覚えていない。今でも手を引っ張ることはよくあるのだが、その時は手首を摑つかむ。それと手を握るのとでは全然違う。

　幼おさな馴な染じみで、長い付き合いで、こちらがどんな想いを抱いているかは知られていて、向こうも恐らく──希望的観測でいえば、好いてくれているはずだ。なら手を繫ごうと提案するのに何の問題があるというのか？

　ない、と断言出来る雪子だが、なのに尻しり込ごみしてしまうのも雪子らしさだ。

　第一、どう切り出せばいいのだろう？

『ねぇ、寒いから手を繫ごう』と言うのか？

　何も言わず、そっと指を絡からませればいいのだろうか？

　それともこちらがわざとらしく寒そうにして向こうからの申し出を……という案はすぐに却下する。あの遊ゆう矢やにその手の気遣づかいを求めるのは無理だと充分に分かっている。

　なら…………、の先が出て来ない。

　この手の計略は何となく律りつ乃のが得意そうだが、いくら近くにいても事前にアドバイスを貰もらっていなければ意味はない。

　唸うなり声を上げたいくらいに思考が詰まり、既すでに体は寒さを感じるどころか火ほ照てっているくらいだが、手を繫ごう計画を止やめる気は欠片かけらもない。

　ないのだが、いざやるとなると踏ん切りは付かずにもっと良い案があるのではないかと逃げの思考に入ってしまい……頭を振って何かないかと周りに助けになりそうな物を求めようとして──雪子はハッとした。

　林道はもう終わりに差し掛かっていた。

　もう十歩も進めば国道に出て、左に曲がればすぐにバス停と自動販売機があって、そこに着いてしまえば『寒いから』なんて理由は付けられなくなり、

「ゆ、遊矢っ！」

　焦あせりのあまり、雪子は何も決めずに声を掛けてしまった。

　後悔する暇を与えずに遊矢は振り向き、「んー？」と間の抜けた返事をする。

　猶ゆう予よも算段もご破算になってしまい──しかし追い込まれたことで雪子の頭の中に全すべてを正当化する言い分が浮かんだ。

　これも全て遊矢の状態を良くする為だ、医者や看護師は患者のケアをしなければいけないという時に余計なことは考えたりはしない、と。

　かなり強引な気もしないではないが、それはそれで割り切る。都合よく通行手形か免めん罪ざい符ふを差し出されて受け取らないわけがない。

　雪ゆき子こは出来るだけ自然にとだけ念頭に置いて、バレないように息を吸って、

「ほら、ちょっと寒いし……手、あの、手を、ねっ……」

「ふぇ？」

「あぁっ、もうっ！」

　頭の回転は速いはずなのに展開を吞のみ込めていない声を上げる遊ゆう矢やに苛いら立だち、こうなったら強引にいってしまえと雪子は遊矢の手を握るべく左手を、

「………………………………へ？」

　電でん光こう石せつ火かの速さで手を取る直前──視界に飛び込んできた光景に、雪子の頭の中は真っ白になった。

　抜けた林道。

　自分へと向いた遊矢の顔。

　その向こうに広がる国道に、少し古めの自動販売機。

　販売機の近くの道路沿いにはバス停。




　そしてバス停のベンチに座り缶かんコーヒーを飲んでいる、井い沢ざわ玲れい。




　いるはずのない人物がそこにいることで雪子の脳はフリーズしかけ、パクパクと口を動かすことしか出来ない。

　突然の怪しい挙動に遊ゆう矢やが小首を傾げたちょうどその時、玲れいの方も雪ゆき子こ達の存在に気付き、僅わずかに目を見開いた。しかしそれは一瞬、すぐに口元ににやけた笑みが浮かぶ。

　それを見た瞬間、雪子は自分の顔から血の気が引く感覚というものを体験した。ついさっきまで茹ゆでダコになりそうだったところを瞬間冷却され、意識が薄れる。

　だが次の瞬間、怒りによって再び熱は戻ってきた。

「う？　どうかし……あれ？　玲？」



　雪子の顔が白くなったり赤くなったりしている原因が視線の先にあると判断したのか、もしくは玲がこちらへと歩いて来る足音を聞いたのか、後ろを振り向いた遊矢は少し驚いたような声を上げた。

　雪子も何か言いたかったが、言葉を忘れてしまったように何も浮かんで来ない。ただ握った拳こぶしがぶるぶると震える程に怒りだけが蓄積していく。

　それを知ってか知らずか、近くまで来た玲は足を止め、

「よっ、まさかこんな山間の田舎いなかで出会うなんて、これはもう運命だな。やっぱオレと遊矢は赤い糸で繫つながっていたわけか。ＮＡＳＡの科学力を総動員しても切り離せない粘着性の糸でぐるぐる巻きになっているとしか思えねぇ──って、どうした雪ゆき姫ひめ？　なんか顔面神経痛みたいになってんぞ」

「…………ぁ、ぁ、ぁ、」

「あん？　言いたいことあんなら言ってみ。オレは今、最高に気分がいいから特別にクールな返事をしてやろう」

　王の如き余よ裕ゆうの態度を見せる玲に、雪子の理性はぷちぷちと千ち切ぎれ飛んだ。

「っんた何でこんな所にいんのよ！！！　バカでスケベでアホで変質者で兎とにも角かくにもどうしようもない手の施しようもないヤツだっていうのは十二分に承知していたつもりだけどストーカーまで始めたっていうの!?」

「二人の運命にケチつけるのは野や暮ぼってもんだぜ？」

「うるさいこの破は天てん荒こうバカ！　どこかの病院で頭切り開いて脳のおかしい所を見つけて治して貰もらって来なさいよ！」

　肩を怒らせ視界が赤く染まる程に感情を爆発させている雪子に対し、玲はにやついた笑みのまま黒のライダースジャケットに両手を突っ込み余裕でいる。どれだけ言っても聞き流すように平然としているのはいつものことだが、どうやら本当に機嫌がいいらしく、いつも以上に楽しげでいた。

　だがそこに雪子の怒りを緩かん和わさせる効果はなかった。

「大体あんたどうやって来たのよ!?　遊矢っ、こいつに旅行の行き先を教えたの?!」

「ううん、教えてないよ」

「確かに聞いてねぇな。ここで会ったのは奇き遇ぐうとしか言いようがねぇ」

「そんな偶然がっ……」

「あったんだから仕方ねぇ。オレはそこを入った所にある旅館に予約入れてあるし、バイクでここまで来たから電車のお前らより到着時間にズレがあった……にも関わらずほぼ予定通りに着いて、一休みしていたところで鉢はち合あわせたんだ。これが偶然……いや運命以外の何だって言うんだ？」

　言いながら玲れいが親指を立てて肩の後ろを示す先にはバス停とベンチと、赤いボディカラーのバイクがあった。

　それを見た雪ゆき子こは額ひたいに皺しわを寄せ、

「……あんたバイクの免許なんて持ってたの？」

「オレが悪あく魔まだって忘れてないか？　ま、一応は偽ぎ造ぞうで持ってるぜ。運転は昔から得意だったから問題ねぇし」

「大有りよっ！　ああもうっ、なんだってこいつはこうも──遊矢もバカ沢ざわに何か言ってやりなさい!!」

　今更ではあるが常識の通じない言動を当たり前のように行う玲に対して、自分では有効な発言が出来ないという分かりやすい理由で雪子は幼おさな馴な染じみをけしかける。

　ここで笑顔と朗ほがらかな笑い声で済ませようものなら二人まとめて蹴けり倒してしまおうかと、密かに危ない思考に走る雪子の前で、遊矢は一度頷うなずいて、

「さっき玲に良く似た女の子を見たんだけど、心当たりはある？」

　期待とはてんで違う発言に、雪子は遊矢の後頭部をがっしと鷲わし摑づかみにした。

　笑顔を引きつらせ、手の甲に血管が浮き上がらんばかりに力を込めつつ、

「今言うべきはそんなことじゃないでしょうがっ！　大体いつどこでこのバカに似てる子なんていたっていうのよ!?」

「ほら、さっきロビーにいた子だよー。銀ぎん髪ぱつの、欧おう州しゆう系の血が入ってそうな子。あと雪ゆきちゃん、僕の頭ず蓋がい骨こつがぎしぎしいってるんだけど」

　頭を摑つかんでいるので雪子からは見えないが、恐らくいつもと変わらぬ表情なのだろう。その証拠に、声はいつもとまるで変わらない。ちなみに雪子の握力は中身の入ったスチール缶かんを握り潰つぶせるレベルなので、頭蓋骨が軋きしんでいるというのも誇張ではないはずだ。

　にも関わらず菜の花畑を連想するくらい平和な声に、雪子の手からため息と共に力が抜けた。

「……あんたはあんたでどうしてこう…………まあそれはともかく、あの人？　どこがバカ沢に似てるっていうの？　それはかなり失礼だと思うわよ」

　英単語は何十回見ても書いても覚えるのに苦労するが、人の顔を覚えるのは得意なので、雪子は脳のう裏りに先程見た外国人らしき女性の姿を思い浮かべる。

　そして目の前にいる男と共通しそうな部分を探そうとして──驚いてしまった。

　確かに、似ていた。髪かみの色は玲れいの方が白いが瞳の色は同じ。目の場所や輪りん郭かくなどの顔を構成するパーツが、そっくりという程ではないが、親しん戚せきだと思わせるには充分だ。

　だがそれに雪ゆき子こが気付かなかったのは井い沢ざわ玲という男がいつもふざけたような態度と笑みを浮かべているからで、なのに今気付けたのは、その玲がひどく真ま面じ目めな表情で目を細めていたからだ。

　天てん変ぺん地ち異いが起きても自分のペースを貫きそうな男の変化に雪子が戸惑っていると、

「……少し腑ふに落ちねぇが……ま、本人に聞けば済むか」

　呟つぶやいて、玲は真剣だった表情を緩ゆるめた。それでも平素に比べれば充分に引き締まっている。

「んじゃ、ちょっくら会いに行くか。良かったらハニーも来てくれ。紹介すっから」

「紹介って……あれ？　でもあの人、あたし達より少し先に出ただけなのに、ここ通らなかったの……って待ちなさいよ！」

　さっさと歩き出した玲とそれに続く遊ゆう矢やに、雪子は慌あわてて後を追う。

　しかし玲の足は今自分達が来た林道へと向いていて、堂々とした迷いの無い歩みで林道を進んで行く。

　二人に付いて行く形になった雪子は改めて入った林道で、新たな事実に気が付いた。

　例の女性が自分達より早く出たのは確かだが、それでも一分程度の誤差しかなかったはずだ。それなのに外に出て、歩けば三分はかかる真まっ直すぐに伸びた林道の中で、彼女の姿は見かけなかった。

　走ったのであれば見えなくともおかしくはないが、慌てた様子もなかったというのに旅館から出てダッシュする理由はすぐに思い浮かばない。

　不思議な現象に雪子が走るだけの理由やらあの人も悪あく魔ま説やら次元の狭はざ間まに落ちた説やら色々と考えていると、不意にすぐ前にあったはずの背中が消えた。

「へっ……!?」

　雪子は慌てて顔を上げ、周囲を見渡そうとして、

「あ……こんな所に……」

　旅館から出てすぐの林道の入り口──その横に、脇へと伸びる細い道があることに、そしてそこを進む二人の姿があることに気が付いた。

　消失理由はあっさりと説明が付いた。つまり先の女性はこの道を行き、広めの林道に気を取られていた自分が脇道の存在を見落としていただけなのだと。

　そしてもう一つ。

　何の迷いもなく前方を進む玲がこの道の存在を予あらかじめ知っていたことから、彼にとってこの場所は初めての場所でないと知れた。

　どうやら本当に偶然出くわしたのだと分かり、ひどい偶然だと雪子は嘆きたくなる。

　進んでいる道は獣けもの道みちという程ではないが、人が一人通るより多少広いだけの幅だけ草木が無く、地面は硬くでこぼこと荒れ気味。しかも適当に書いた線のようによれ曲がっていて、歩き難にくい上に見通しも悪い。

　旅行に来てまでどうしてこんなことを、という苛いら立だちが雪ゆき子この中に生まれ始めるのに五分もかからず、玲れいの声が到着を告げたのもその頃だった。

「お、見えた見えた」

「…………命拾いしたわね」

「……なあ遊ゆう矢や、なんであの女はあんな物ぶつ騒そうなこと言ってやがるんだ？」

「あはは、雪ゆきちゃん短気だからねー」

　何気に失礼なことをさらりと言う遊矢を張り倒してやろうかと雪子が真剣に思いながら数歩進むと、急に林が途切れて視界が広がった。

　そして見えたものは、

「……お墓？」

　整然と並ぶ墓石に、ぽつりと漏もらす。

　林に囲まれるような形で、その墓地はあった。テニスコート程度の広さしかないそこには数十個の墓がそびえ立ち、沈黙している。よく見れば林の向こうに寺らしき建物の屋根が覗のぞいていて、そこが管理しているのだろうと推測出来る。

　そして墓地の中央付近に、異国の雰囲気を纏まとう女性が背を向けて立っていた。

　故人が眠ねむる場所ということもあり、何となく近寄り難い、話しかけ難い空気が満ちている。

　……が、玲はそれらを気にしていないのか感じていないのか、躊躇ためらうことなく三歩進み、止まった先で声を投げた。

「ここに来るのもそうだが──久しぶりだな」

　挨あい拶さつには遠いその発言に、銀ぎん髪ぱつの彼女の肩が震えるのを、雪子は見た。

　そして彼女は勢い良く振り返り──人形のような精せい緻ちに美しく整った彼女の顔が、幽ゆう霊れいを見たような驚きに歪ゆがむ。

「まさ、か…………でも……」

　鈴のような声が聞こえ、今度は雪子が驚いた。まさかあの風ふう貌ぼうで日本語を喋しやべるなど思いもしなかったからだ。ちらりと横に並ぶ遊矢の顔を見るが、こちらはまるで驚いていない。

　マイペースな姿を見て雪子は、あのバカもいつもと変わらない表情をしているのだろうと予想し、視線を二人に戻す。

　玲は軽く肩を竦すくませるような動作をし、それから右手を上げた。角度的に雪子からは見えないが、何となく首から提さげたチョーカーを弄いじっている気がした。

「勘かん違いだと思うか？　今日この場所に現れる他ほかの人間に心当たりはあるか？　まあ、ないわな。友達がいないのは相変わらずなんだろ？」

「……ひどいこと言うわねー」

　会話の邪じや魔まにならないように雪ゆき子こが呟つぶやくのと、銀ぎん髪ぱつの彼女が両手を口元にやり、その綺き麗れいな瞳から涙を零こぼすのはほぼ同時だった。

「それじゃ…………やっぱり……」



「そうだって言ってんだろ。ったく、相変わらず硬いな、我が妹はよ」

　からかうような玲れいの言葉に、雪子は眉まゆを顰ひそめた。

「……妹？　っていうか、あいつ悪あく魔まなんじゃ……」

　悪魔にも血縁関係があるのだろうか、と雪子が思った矢先、玲の妹らしき彼女は口元の手を下げて、震える唇くちびるで、

「──姉様！」

　ハッキリと、言った。

　雪子は固まった。隣を見る余よ裕ゆうも無く、ただ啞あ然ぜんとする。

　たっぷり十数秒が過ぎた後、疑心に満ちた言葉を吐はく。

「……………………姉、さま？」

　雪子の視線の先には銀髪の女性がいて、そして彼女が涙を流しながら見つめているのは、間違いなく井い沢ざわ玲だった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　精神を高揚させ集中力を著しく高める効力のある香こうが焚たかれた地下室には薄っすらと煙が満ちて、蠟ろう燭そくの灯あかりという乏しい光量も手伝い、幻想的な空間と化していた。

　石造りの地下室に立っているのは十数人の男達。全員が漆しつ黒こくのローブを纏まとい、一人一人が回路となるべく定められた位置に立ち、魔ま法ほう陣じんを囲っていた。

　魔法陣の中心には三人、裸の女性が倒れていた。手足を鎖くさりで拘こう束そくされ、胸から夥おびただしい量の血を流し、辛かろうじて息はあるが余命が幾いく許ばくも残されていないのは明らかだ。

　そして横たわる彼女達の上には、宙に浮いた女性の姿があった。

　豊かな黒髪かみは頭上で縛しばり纏まとめて豪ごう快かいに下ろし、見る者に南国の草花のような印象を与える派は手でなもの。着ている服も派手で蠱こ惑わく的なもので、上半身に纏っているのは向こう側が薄っすらと透すけている帯状の細い羽は衣ごろもだけ。それが一応胸元を隠してはいるが、豊満に突き出た胸を彩いろどる役割しか果たしていない。腰にロングパレオのように辛から子し色の布を巻きつけていて、大だい胆たんに露出している左足を見る限りスカートの類たぐいは穿はいていない。

　褐かつ色しよくの肌に金色に光る瞳、手足には金色のリングをいくつも嵌はめた彼女は、薄暗い地下室にはまるで似合わない存在だった。

　そんな彼女を呼び出すことに成功した男は、目の前に現れた奇跡に、ほんの十数秒前まで歓喜で心を満たしていた──が、今は頰ほおを引きつらせ、笑みを硬くしていた。

　男達の中で一人だけ意い匠しようの違う紋もん様よう入りのローブを着ている彼は、この儀式を取り仕切る魔ま術じゆつ組織の長だった。ルドセブという名の五十を過ぎた男で、今日の召しよう喚かんを成功させて永遠の命と絶対の権力を得るはずの人物だった。

　その為に親から継いだ組織を拡大し、資金集めに犯罪に手を染めもし、成年してからの人生の殆ほとんどを魔術研究に費やしてきた。精力的に陰かげ舞台を走り回り、その代だい償しようか胃を癌がん細胞に侵され、夏に行った精密検査で余命は一年足らずと申告されている。

　だからこそ今回の儀式の失敗は許されなかった。以前に失敗した教訓もあり、集められるだけの召喚術具を集め、人員も資金も可能な限り使った。

　計画に陰が落ちたのは、二日前。本来生いけ贄にえにするはずだった少女が失しつ踪そうし、その穴を埋める為に離れた町に行き孤児らしき少女を三人攫さらった。

　そこまでしたのだから、計画の失敗はルドセブ個人の終しゆう焉えんではなく、組織全体の終焉を意味する。だから二度の召喚を行えるのではないかと思える程の霊れい力りよく量を集め、儀式も四し半はん日をかけて行い……

　結果、召喚は成功した。

　だが、呼び出した悪あく魔まはルドセブの願いを聞いて、

「──つまらん。却下じゃ」

　性質たちの悪い冗じよう談だんにしか聞こえないことを、本当につまらなそうな顔をして彼女は言った。

　所定の位置から離れ悪あく魔まの前に出ていたルドセブは、何と言われたのかを理解するまでの間硬直し……それが解けた瞬間、

「そんな馬鹿な話があるかっ!?」

　宙に浮かび胡坐あぐらをかく悪魔を怒ど鳴なりつけた。

　怒りと興奮の余り普段の尊大な態度を忘れ、感情のままに睨にらみ、腕を振って叫ぶ。

「召しよう喚かんされた悪魔が召喚者の願いを拒むなど聞いたことも無い！　まさか貴様、この程度の願いも叶かなえられない低能なのかっ?!」

　大声に、しかし地下室にいる誰もがろくな反応を示さない。生いけ贄にえにされた少女達には余力が無く、香こうは麻薬の一種でトランス状態に陥らせる為に、明確な意識を持っているのは耐性のあるルドセブだけ。

　そして女悪魔はつまらなそうに欠伸あくびをする余よ裕ゆうの態度のまま、

「愚問よの。先も言ったがこのヴィータ・マギンはそこいらの悪魔と同列ではない。因よって願いを拒否することも可能よ」

　二十代の外見とは合わぬ、しかし雰囲気にはぴったりの威厳ある言葉に、ルドセブは言葉を無くす。

　その沈黙をどう取ったのか、ヴィータはもう一度欠伸をした。

「全く……我を呼び出す程の霊れい力りよくを使い願うことが『永遠の命』？　『世界を手中に収めるだけの権力』？　愚かにも程がある──ほれ、さっさと他ほかの願いを唱えよ。適当な願いならば叶かなえてやろう」

「き、貴様…………！」

　羞しゆう恥ちに顔を真まっ赤かに染めたルドセブは、己を卑ひ下げする目つきで見下ろすヴィータに対する怒りで思考が埋うまっていた。自分の全すべてを賭かけての願いを『つまらん』、『愚かにも程がある』と言われて落ち着いていられるはずも無く、殺意すら感じている。悪魔というレベルの違う存在であることは理解しているが、召喚者に危害を加えることは出来ないという制約を熟知しているせいか、怖れはないのだ。

　だが、ヴィータの何気ない一言が彼に恐怖を抱かせた。

「例えば、そうよの……そこの闖ちん入にゆう者を葬ほうむる、というのはどうじゃ？」

「なっ……!?」

　驚きの声と共にヴィータの視線の先へと振り向いたルドセブは、鍵を掛けたはずの地下室内にいつの間にか人影が増えていることに気が付いた。

　薄明かりの中でも映える端たん正せいな顔立ちの青年が、そこにいた。オールバックの赤毛に似合うクラシックスーツを着た男で、薄っすらと微笑を浮かべている。

　その笑顔に、何故なぜかルドセブは薄ら寒いものを感じた。

「な……なんだ貴様は……!?」

「そうですね、自己紹介をしておきましょうか──初めまして、シゼムと申します。職業はただのしがない上位悪あく魔まですよ」

「ッ……あ、悪魔が、何の用でここに…………」

　内心の動揺を隠せずに問うルドセブに、シゼムは肩を竦すくめてみせた。

「勿もち論ろん、仕事ですよ。ルドセブさん──貴方あなたを苦しめた後に殺して欲しいという願いをした召しよう喚かん者がいましてね。いや、人の恨うらみというものは怖いものです」

　言って、赤毛の悪魔は笑みはそのままに目を細め、

「所在地が不明の上になかなかに優秀な結けつ界かいが施してあったせいで見つけるのに手間取りましたが……少し遅かったようですね」

　向けられた視線は宙に浮いたままの女悪魔に注がれていた。

　そして彼はすっと姿勢を正し、ヴィータに恭うやうやしく頭を垂れた。

　仮にも上位の悪魔がそんなことをする理由が分からないルドセブは、状況についていくことが出来ずにいるしかない。

　だが赤毛の悪魔は、そんな彼をさらに驚かせる発言をした。

「まさか現世でお目にかかれるとは思いませんでした。『昼ひる行あん灯どん』のヴィータ・マギン──オリジナルの一人に出会えただけで満足すべきですね」

「随分と殊しゆ勝しようよの。その男を殺すのが今の役割だというのに」

「結果的に果たされるでしょうから問題ではありませんよ。この一ヶ月、なかなかに面白く過ごせましたしね」

「ふん……小こ賢ざかしい奴やつは好かぬ」

　繰り広げられる二人の悪魔の会話。その意味を半分も理解出来ないルドセブに、ヴィータは金色の瞳を向けてきた。

「ほれ、さっさとそこの悪魔から卑ひ小しような我が身を守ってくれと願わんか。それならば引き受けてやろう。別に他ほかの願いでも我が気に入るようなものなら構わぬが、その場合は執行前にそこの若造が主ぬしの残り僅わずかな命を断ち切るだろうて」

「……そんな…………馬鹿な……」

　ようやく事態がどれほど悪化しているかを吞のみ込めたルドセブは、力なく床に膝ひざを着いた。

　十四年前の失敗を越え、ようやく成功した召喚魔法。それが、願いが叶かなうどころか自らの人生を閉じる結果になるという、これ以下は無いという悲惨な結果になってしまった。

　何が間違っていたのか、どこで踏み違えてしまったのか……最も早はやそんなことを考えて後悔する段階ではないのだが、絶望の淵ふちに放り出されたルドセブには現実逃避するしか自分を保つ方法が無かった。

　──奥底では理解してしまっている。

　自分が呼び出した悪あく魔まは、気に入らない願いを拒こばむ。かなり気分屋に見える彼女は、どれだけ懇こん願がんしても自分の叶かなえて欲しい願いを受じゆ諾だくすることはないだろう。

　新たに現れた悪魔は、もう職務を半ば投げている。それはヴィータが願いを叶えた場合、ルドセブの魂たましいが奪われることを遠回しに示している。

　もう逃げ道は…………ない。

「まだ決断出来ぬか。全く、名を聞いた時にはどれほど面白いことになるかと期待したというのに……興きよう醒ざめもいいところじゃ。斯か様ような者を悪魔にしたところでなんともつまらぬ」

「ではこの執行猶ゆう予よを利用して、私から少しばかり面白い情報をお教えしますよ」

「ほう？　何を企んでいる、若わか造ぞう」

「企むなど……向こうに帰る前に楽しみを増やして差し上げようと思っただけですよ。自分は直接見ることが出来ませんが、どうなるかを想像するだけで十年は退屈をせずに済みそうなのでね」

　項うな垂だれたルドセブの耳に入ってくる会話は自分の命など微み塵じんの価値もないと言われているも同然で、既すでに興味も失われつつあると分かる。

　自分の五十年近い人生全すべてを否定されたも同じだというのに、それを屈くつ辱じよくに感じるだけの力も残っていない──それが余計に虚むなしさを注ぐ。

　二人の悪魔は当然のようにそんなルドセブを気遣うことなく、会話を続ける。

「二週間程前まで日本にいたのですが……そこで『壁かべ越ごし』に出会いました」

「──ほう。あやつ、日本にいるのか」

「ええ。そしてもう一人──いえ、二人。彼かの者に匹ひつ敵てきする面白い人間が彼の周囲にいます」

「ふむ……もう少し詳くわしく聞かせよ」

「一人は人間の身ながら人外を倒すだけの力と、それ以上に強い意志を持つ少女。そしてもう一人は契約者なのですが、感覚を二つ失いながらも数年の時を過ぎ、それで尚なおあたかも正常かのように振ふる舞まうことの出来る異才の少年です」

「ふむ…………動くだけの価値はありそうじゃな」

「ええ。浅せん才さいの身で言うのは憚はばかられますが、怠たい惰だを絵に描いたような貴女あなたを動かすだけの価値はあると確信しますよ」

「日本、か。ゆらりと赴おもむいてみるのも一いつ興きよう──あやつに会うだけでも楽しめそうじゃしな」

　声の籠こもる地下室に、ヴィータ・マギンの抑えられた笑い声が響く。そこには自分がどう足あ搔がいても引き出すことは出来ない愉ゆ悦えつが込められていることがありありと分かり、ルドセブはぼんやりと顔を上げた。

　二人の悪魔は、笑みを浮かべていた。片方は己の消滅を明言されているのに、それを受け入れての笑み。

　ルドセブには理解出来なかった。

　己を消し去る相手に微笑を見せる心境も、どうしてこんなことになってしまったのかも。

　生いけ贄にえが逃げたことが端たんを発したのか？

　それとも五年前、全すべてを叶かなえる筈はずの娘むすめが消えたところからなのか？

　それとも十四年前の失敗が、そもそもの始まりなのか？

　それとも、それとも──




　絶望と瓦が解かいがルドセブの全てを投げ出させるのにかかったのは、二十七分という時間。

　その後、東とう欧おうの地で一人の上位悪あく魔まが世界から消え、一人の人間が魂たましいを奪われた。

　そしてヴィータ・マギンは誰にも知られず、姿を消した。













二章　旅行の夜に起こるコト







　午後八時二十四分──深み咲さき旅館の『秋桜コスモス』と名づけられた部屋は、一種の魔ま窟くつと化していた。

「だーかーらー、なんで雪ゆき子こはそんなグズグズなのよ！」

　ドンッ、と勢い良くグラスをテーブルに置いた律りつ乃のの目は据すわっていて、ついでにいえば焦しよう点てんも合っていなかった。

　顔色は普段より多少血色が良い程度なのだが、明らかに酔っ払っている律乃の様子に、思わず雪子も引いてしまう。

「べ、別にそんなことないでしょ。これでも『暴れ馬より気が短い』って言われてるし……」

「あはは、雪ゆきちゃんそれって何の自じ慢まんにもならないよー」

　気楽に笑ってオレンジジュースを口に運ぶ遊ゆう矢やの頭を瞬時に叩たたくと、斜はす向かいに座り隣の律乃にお酌しやくをしていた美み樹きが急にテーブルに突っ伏して、

「うぅ…………お母さんっ……お父さんっ……」

　ホームシックにかかったように泣き出してしまった。

　どう対処すれば良いか分からない雪ゆき子こはあたふたしつつ他ほかの人に助けを求めようとするが、律りつ乃のは相変わらず猛もう禽きん類るいのような目で自分を睨にらみ、遊ゆう矢やはカニの中身を穿ほじり出すのに夢中になっているようで、そして──

「おら、もっと飲めよ。これくらい飲めないと将来困るぜ。起きたら見知らぬ部屋で男と同どう衾きんしているとかよ」

「……姉様がそう仰おつしやるなら」

　井い沢ざわ玲れいと彼の向かいに座るその『妹』は、日本酒を煽あおっていた。二人の姿を捉とらえながら、雪子は泣きじゃくる美み樹きの背中をポンポンと叩たたく。

　墓地での再会の後、詳くわしい話はまだ聞いていない。すぐさま事情を聞こうとする雪子に対し、玲は「飯めしでも食いながらゆっくり話してやるよ」と言ったからだ。いつもなら力尽くでも口を割らせるのだが、二人が墓参りをしに来たというのが明確だったので、雪子は仕方ないと大人おとなしく退いた。

　そして夕食の時間になり、予告通り雪子達の部屋に妹を連れて現れた玲は、自分達の食事と共に酒の手配をして、初めは断っていた美樹や律乃も興味に負けたのか旅行の雰囲気に押されたのか口にしてしまい──

　見事に酔っ払いが二人誕生し、まともに話せる空気ではなくなった。

　ちなみに雪子は飲んでいない。中学時代、新年の祝いに親が飲んでいた大吟ぎん醸じように手を出し、派は手でに酔っ払った。それを咎とがめた従姉妹いとこの踵かかと落としを脳天に食らって気絶、起きた時にはたんこぶと二日酔いの二重奏で酷ひどい目に遭あって以来、成人するまでアルコールは口にしないと決めたからだ。

　手にしているグラスを見れば分かる通り、遊矢も酒類は飲んでいない。自分と違って好奇心に負けて禁を犯すタイプではないので、まあ当然かもしれない。

　そして当然のように飲酒している井沢玲は、まるで表情に変化を見せない。少なくとも瓶ビンビールを三本、赤ワインを一本、熱あつ[image: 燗]かんを二本、冷酒をグラス二杯飲んでいるはずなのに、見た目も声も普段と変わりないのは異常に思えるくらいだ。いや普段も酔っ払っているようなものだから変わりないように見えるだけか、と雪子は思い直すが、それにしても白い肌に朱しゆが差すくらいはしても良さそうなものだった。

　同じく色白の玲の妹はほんのりと頰ほおを紅あかく染めていて、かなり色気ある感じになっていた。

　妹というからには自分達より年下のはずだが……と考えて、雪子はすぐにその解釈が誤りだと気が付いた。

　そもそも、玲が人間だったのはいつの話なのかが分かっていないのだ。となれば、現在の年ねん齢れい関係も変化する。

「むぅ……難しいわね……」

　額ひたいに皺しわを寄せて飲むコーラは、周りがアルコール臭くさくなっているせいか、妙みように甘あまったるく感じる。酒席と化しているのに素面しらふでいるせいかもしれない。

　ちらりと律りつ乃のを見れば、

「だい、たい……男共の見る目がなってない、のよ……うっく」

　据すわった目のまま両手で持ったグラスを煽あおり、

「うっ、うっ…………お祖父じいちゃん……お祖母ばあちゃん……」

　その隣では泣きじゃくる美み樹きがいてと、健全な高校生としてはかなりアウトな空間がさらに悪化している。

　困ったもんだと思いもするが、せっかくの旅行なのだからこれくらい羽は目めを外してもいいような気もする。

　と、

「あらあら、すっかり賑にぎやかですねぇ」

　盆ぼんに清酒とオレンジジュースの瓶びんを載のせて、部屋を案内してくれた仲なか居いさんが入って来た。雪ゆき子こ達が未成年なのは一目見れば分かるというのに、にこにこしながらアルコール類を運んで来た人物でもあるので、今更この状況に驚いてはいない。

　テーブルに持って来た飲み物を置き、空になった容器を盆に載せる彼女を見ていると、着物というものが雪子の想像とは違い動き難にくいものではないことが分かる。走るのには向いていないだろうが、誤って袖そでを汚さないよう注意する素振りもなく、手際良くテーブルを片付ける姿には感心させられる。

　ふと、遊ゆう矢やの母親はたまに家で和服を着ていたことを思い出してそちらを向くと、遊矢は携帯電話を片手に何やら指を動かしていた。すぐに細かい動作は終わり携帯を耳にやるところを見ると電話をかけているようで、しかし十秒程の後で何も言わずに携帯は下ろされた。

「何、どこに掛けてたの？」

「ちょっと武む藤とうさんにねー。今日やる深夜番組の録画を頼もうと思ったんだけど」

「あー、あの芸人が手足を縛しばられて色んなことにチャレンジするヤツ？　先週はバナナワニ園で体中に生肉貼はり付けて必死にもがいて逃げてたわね。今日はどんなのやるんだっけ？」

「佐さ渡どが島しままで泳ぐはずなんだけど、手首と足首が縛られた状態でどうやって泳ぐのかが凄すごく楽しみだよねー」

　朗ほがらかな笑顔で人権問題に発展しそうな番組内容を語る遊矢は、いつも通り楽しげだった。

　その様子に、楽しそうなのはいいことなんだけど……、と雪子は少し複雑な気持ちになる。普段からあのように楽しげな笑顔を見せている遊矢なので、この旅行が普段以上に楽しいかどうかが分かり辛づらいのだ。心のリハビリを兼ねた旅行のつもりなのに、この調子だと計画の成否がまるで分からない。

　とりあえず、ハプニングは既すでに起きた。それの良し悪しかはまだ分からないが、良い方向に持っていくのが腕の見せ所となるだろう。

「やるしかないわね…………具体的にどうすればいいのか分からないけど」

　雪ゆき子こが一人呟つぶやいて意志を固くしていると、仲なか居いさんの手によって綺き麗れいになったテーブルには飲料とグラスだけが残り、山盛りの食器をどう盆ぼんに載のせたのか、彼女の姿もなくなっていた。

　──それを契機としたのか、

「んじゃま、改めて紹介しておくか」

　玲れいが口を開き、隣に座る銀ぎん髪ぱつの彼女の頭に手を載せた。

「こいつはフィー、オレの妹だった」

「……ゼルフィ＝ラインクォードです」

　適当極まりない紹介に、彼女──ゼルフィは丁てい寧ねいに頭を下げる。が、そこに色々とわだかまりがあるのは明らかで、雪子は玲を睨にらみつける。

「あんたね、もっとちゃんと紹介しなさいよ。それに妹『だった』って何よ」

「正確だろ？　オレは今現在悪あく魔まで、実際の血縁関係はねぇんだ。だから元妹っつーのが正しいんだよ」

「だからって──」

　突き放すような態度に雪子が文句を言う、その前に、

「姉ねえ様さまは姉様です。そこは変になりません」

「…………へ？」

　キッパリと、流りゆう暢ちようによく分からないことを言うゼルフィに雪子は目を丸くする。

　すると玲の苦笑が聞こえて来て、

「フィーは発音完かん璧ぺきなんだが、上手うまく喋しやべれねぇんだよ。日本語との相性が悪いとしかいいようがないくらい、微妙に間違えまくる」

「…………真に、間違っていますか？」

「おうよ、間違ってるぜ。まあ仕方ねぇ、日本語は世界屈指の難解な言語だからな。周りに生なまの日本語を喋る奴やつがいない環境じゃ、いくら勤勉に学んでもボロが出る……前も言ったな？」

「……はい」

　頷うなずいたゼルフィは、しかし明らかに気落ちしたようにしゅんとしてしまった。

　雪子は慌あわてて、

「でもまあっ、外国語なんて喋れないのが当たり前だしね！」

「オレは十六ヶ国語くらいマスターしてるぜ？」

「っさい！　バカは黙ってなさ──」

　いつもの乗りで玲を罵ば倒とうしようとした雪子だが、そこに思わぬ介かい入にゆうがあった。

　心臓を射抜くような冷たくも強い視線がゼルフィから浴びせられ、

「姉様に悪口を不許可です」

　強い口調で間違った言葉を言われてしまった。

　これには雪ゆき子こも弱ってしまう。ただでさえ英語が苦手なことから外国人は苦手という先入観が染み付き、家族の前でバカ呼ばわりは良くなかったと反省も生まれ、なんだかとても申し訳ないことをした気分になる。

　悪いことをしたと思ったらすぐに謝あやまるのが人としての基本だと教育されてきた雪子は姿勢を正して謝る態勢に入ったが、玲れいの声がそこから先の行動を止めた。

「むきになるなっての。あんなのはコミュニケーションの一種だから本気で捉とらえるんじゃねぇ。フィーは硬すぎんだよ、もっと気楽に構えろ」

「……済みません、姉ねえ様さま」

「だからそれが硬いっつーに……まあいいか」

　玲は後頭部を軽く搔かいて、

「来年で十五歳さいになるはずだからそろそろ男遊びの一つや二つでもこなしているかと思ったら、相変わらずか。人間、五年もありゃあ大分変わるはずなんだが」

「え？　五年振りに会ったってことは、あんたが悪あく魔まになったのって五年前なわけ？」

　さらりと重要なことを口走ったのを聞き逃さなかった雪子が問うと、玲はあっさりと頷うなずいた。

「おうよ。ついでに言えば歳としも十五で今とそう変わらねぇ」

「へぇ……」

　セーレウスの一件で天使や悪魔の外見が実じつ年ねん齢れいとイコールではないと知っていたのでかなり歳とし上うえの可能性もあったが、今の言葉で払ふつ拭しよくされた。

「ちなみに現世に来たのは今年の三月になってからだ。伊達だてで高校の一年生やってるわけじゃねぇよ」

「なるほど……って、あんた入試はどうしたのよ？　入学金とかも」

「当然、受けてねぇ。受けりゃ合格間違いないんだから、問題なく資料改かい竄ざんして潜もぐり込ませてもらったぜ。金はちゃんと払ったしな」

「……どうやってそのお金を作ったの？」

「別に魔ま法ほう使用や非合法なことはしてないぜ？　世の中便利なもんでな、五年くらい手続き無しでもちゃんと銀行口座は残ってんだよ」

　一般常識のように言われてしまい、雪子はそれ以上何も返せなくなる。悪魔になるということは死ぬということと同意義なので、その場合は銀行の口座は解約されて遺族のものになりそうな気もするのだが、詳くわしいことは分からないので突っ込めない。

　だが違う方面のことなら言える。

「口座が残ってても中身が少なかったら意味ないじゃない。今のあたしと同い年だったのにそんなにお金があったわけ？」

「姉様は特許や株売買、不動産運営で何千万も儲もうけ稼かせいでいます。当然です」

　答えたのはゼルフィで、絶句したのは雪子だ。

「…………何千、万……」

「ちなみに円じゃねぇぜ。今ならユーロだな」

「ユーロ……」

　貨幣価値に疎うとい雪ゆき子こにはユーロが円とどれくらい違うのか分からないが、少なくとも玲れいの口ぶりからは円よりも低いことはないと分かる。ちなみに雪子の貯金残高は、今月の生活費も含めて三万円を切っている。

　ちゃらんぽらんに生きているように見える玲が自分には一生縁えんがないような大金を持っているという事実に、八やつ当あたりだと分かっていても、雪子は怒りを覚えてしまう。妹の存在と楽しい旅行というのが抑えとなっているが、不満は不満だ。

　コーラのグラス片手に雪子が不穏な空気を醸かもし出す中、マイペースな遊ゆう矢やが唐とう突とつに言った。

「じゃ、玲はハーフかクォーターかなんだねー」

「お、さすがハニー。日にち独どくのハーフが正解だ」

「ということはー、お父さんがドイツの人で、妹さんはそっちから来たんだねー」

「おうよ。パーフェクトだ」

「……どうしてそこまで話が飛ぶのよ」

　自分が知らない電波情報でも交信していたかというくらい話が進む二人に、雪子が暗いオーラを纏まとわせた視線を送ると、玲の隣にいるゼルフィの顔も視界に入った。

　無表情な子だと思っていた彼女が、若じやつ干かんではあるが驚いたように遊矢を見ていた。

　やっぱり普通の人には分からない飛び方だったのだと、雪子は少しほっとする。

「遊矢の思考の道筋はそこまで難しくないぜ？　まず、フィーはどう見ても純日本人じゃない。白人の血が混ざっているのは間違いない、と。血けつ縁えんだったオレも、フィーが見た目で『オレ』を判断出来たことから人間だった頃と大差ないと仮定出来るな」

「それがハーフとか言い出した理由なのはまだ分かるけど……」

「親に関してはフィーが名乗った名前が日本の姓じゃないこと、墓が日本にあって、その日本で暮らすオレが日本の姓を名乗っていること──そんでもってオレが言った『周りに生の日本語を喋しやべる奴やつがいない』ってことから、フィーはドイツから来たっていうことが推測出来る。こうして段階を踏んで思考すりゃあ簡単だろ？」

　平然と言い切る玲に、雪子は胸中でどこが簡単なのよと呟つぶやく。

　遊矢もそうだが、今のようにあっさりと他人の思考をトレースしてさも当たり前のように振舞うことが出来る玲は、信じられないほど頭が良い。スタンダードな思考を走らせているだけのように語るが、常に思考を心がけても雪子にはまるで追いつけない。

　頭のキレる人間は同じことが他人に出来ないことが不思議のように感じるらしいが、それは見事に逆だ。手品の種たねが分かっていても実演出来るかどうかは別で、種を知らない状態から見抜けるかどうかはさらに別問題なのだから。

「ま、そんなことはさて置くとして、だ。本当はもっと率直に訊ききたいことがあるんじゃねぇのか？」

　冷酒の入ったグラスを傾けながらの玲れいの言葉に、雪ゆき子こは僅わずかに緊張する。

　今まで忘れていたわけではない。しかしあまりに意外で信じられないことだったので、それを肯定される状況を怖れて言うに言えなかった──だが、訊きかなければ疑問は解けない。

　雪子はごくりと唾つばを吞のみ込んで、訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめて、ついにその言葉を口にした。

「あんた…………その、『姉様』って言われてたけど……」

　対する玲は、口くちの端はを吊つり上げて笑い、

「人間だった時は女だったからな」

　あっさりと。

　テポドン級の爆弾発言で返して来た。

　それが相手にどれほどの衝しよう撃げきを与えるかは分かっているだろうに、余よ裕ゆうの笑みを浮かべて。

　いつものやり取りならば怒りの噴火と持ち前の瞬発力で、口なり蹴けりなり攻撃に移る雪子ですらすぐには何も言い返せない。

　となると沈黙が空間を満たすのは自明の理なのだが……

「ふぅん…………元は女だったんだ」

　予想外に沈黙を破ったのは、どう見ても酒気帯びのレベルを超えて酔っ払っている律りつ乃のだった。

　テーブル上に敷いた腕枕に頭を横に載のせて、相変わらずの据すわった目で玲を見る彼女は、

「まあ……悪あく魔ま、なんでしょ？　それくらいの意外性があってもいいんじゃない？」

「律乃さん、随分と落ち着いてるのね……いきなり悪魔とか言い出してるのに」

　いくら酔っ払っているとはいえ柔じゆう軟なんに非現実的な告白を受け入れている律乃に、雪子は拍手を送りたい気分になった。

　自分達が玲の正体が悪魔だと知ったのはほんの二週間前で、当然ながら誰にも話していない。あえて話す内容でもないし、話したところで白い目で見られるだけだ。

　だから律乃にも話していなかったのだが、そもそも、天使や悪魔の存在すら話していない。彼等が実在し、遊ゆう矢やが召しよう喚かんを行ったということも。

　にも関わらずこうも簡単に許容するのは凄すごい、というか一歩違えばかなり危うい人になってしまう。

　そんな雪子のじっとりとした視線に気付いたのか、律乃は面倒臭そうに首をもたげて雪子を睨にらみつける。

「ふんだ……これでも幽ゆう霊れいに憑つかれていたんだから、これくらいのことは受け入れられるわよ。死んだ人間がうようよいるくらいなら別に性転換くらいおかしくもなんともないわよ」

「いやそれはまた違う気がするけど……まあいっか、問題はそんなことじゃないし」

　重要なのは、玲れいの性別だ。

「どうして前は女だったのに悪あく魔まになったら男の体になんのよ？　証拠じゃないけど、人間だった時の写真かなんかあれば──」

「写真なら所有です」

　素早くそう言うと、ゼルフィはすぐにどこからかパスケースを取り出し、開いてテーブルに置いた。

　その手際と準備の良さに度ど肝ぎもを抜かれながら、雪ゆき子こはテーブルに身を乗り出して写真とやらを覗のぞき込み──呼吸を、忘れた。

　どこかの古城を望める湖こ畔はんに立つ美女がいた。

　長い灰色の髪かみを靡なびかせ、目を細め薄っすらと口元に笑みを造る、ボディラインがくっきりと浮かぶ真しん紅くのドレスを身に纏まとったその姿は、十代とは思えない完成された美しさと妖よう艶えんめいた色気に満ちていた。

　雪子はしばしその写真の女性を見つめ、

「……………………………………………………なんかのドッキリ？」

　受け入れ難がたい事実に目を背そむけるように、半笑いで言う。

　しかし微かすかな可能性は、元兄妹にさっくり打ち砕くだかれた。

「んなわけねぇだろ。どう見てもオレの女バージョンだろうが」

「他ほかがあります。多数あります」

　言いながらパラパラと十枚近い写真を取り出すゼルフィに、さすがに雪子も認めざるを得なくなった。

「どうして……これが、こう……なるわけ？」

「何をショック受けているのか分からないけど、殆ほとんど変わりないわよ」

「どこがっ!?」

　あっけらかんと言い放つ律りつ乃のに驚きの声を上げるが、その反応は雪子だけだった。

「雪子がどんな色眼鏡めがね掛けているのか知らないけど、正まさにこの井い沢ざわ君の女バージョンじゃない。美男が美女になっただけで」

「そんな…………バカな……」

「人間、諦あきらめが肝かん心じんだよ？」

　にこやかに悟さとったようなことを言う遊ゆう矢やをどんよりとした目で一ひと睨にらみして、雪子は深いため息をついた。顔を上げればにやにやと自分を見る目があることが感覚的に分かっているので、落ち着くまではへたっていようと心に決める。

　しかしそんな雪子の都合など無視したように、

「さて、ちょっくら込み入った話でもしてくるか……フィー、行くぞ」

「はい、姉ねえ様さま」

「遊ゆう矢やも来いや。多分、ハニーにとっては興味深い話を聞かせられるぜ？」

「ん、おっけー」

　三人が立ち上がる気配に、雪ゆき子こは慌あわてて自分も立ち上がる。

「ちょっと！　遊矢を連れて行くならあたしも行くわよ！」

「別に取って食うわけじゃねぇぜ？　今は」

「後でもするなっ！」

　肩を怒らせて睨にらみ付ける先には、やはりにやにやと笑う玲れいの顔がある。この男の好きにさせると本当に貞てい操そうの危機になりかねないので、見張らないでこのままごろごろしているわけにはいかない。

「いってらっしゃい。わたしは動きたくないから留守番するわ」

　ひらひらと手を振る律りつ乃のの横では、美み樹きがすやすやと眠ねむっていた。酔ったせいか、泣き疲れたせいか……恐らくは両方だろうが、ずっと静かだった理由が分かり、雪子は律乃へと手を合わせる。

「ごめん、ミキのことお願いね。多分そのうち仲なか居いさんが布ふ団とん敷きに来ると思うから、その時に起こしてあげて」

「了解。そっちも、この時期に山が近いと冷えるから、風邪かぜ引かないうちに帰って来なさい」

　年上らしい注意をすると、律乃は再び酒の入ったグラスを煽あおり始める。

　気を利かせたのかものぐさなのか、いまいち分かり辛づらい彼女を残し、雪子はさっさと部屋を出て行こうとする三人の後を急いで追った。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「この辺でいいだろ」

　言って玲が立ち止まったのは、雪子達の部屋の窓から見えた庭園の、奥の方だった。

　振り返れば、雪子の身の丈たけよりも大きな注連しめ縄なわがされた岩がずどんと置いてあり、その向こうには旅館と窓から漏もれる明かりが見える。そして両脇には石の燈とう籠ろう、正面には林へ入り込まないようにとの配慮か、竹製の柵が申し訳程度に敷地を囲っていた。

　その柵の前で、玲は夜空を見上げ、

「オレが生まれた家は魔ま術じゆつ師の家系でな。クソ親父おやじは古くからある魔術組織の長だったが、オレもフィーも教えられたわけじゃない。家にあった本から勝手に魔術を学んだ。ま、フィーにはオレが色々と教えたけどな」

「……そもそも、魔術って何よ？」

　思い出話に横から口を挟はさむのは好きじゃないが、それだけは聞いておかなければならない。

　玲はちらりと雪子を見て、また空を見上げた。

「魔ま術じゆつ──つまり魔ま法ほう技術は大おお雑ざつ把ぱに分けて二系統ある。一つは召しよう喚かんを目的として、その実現を目指す研究を行うもの。もう一つは降こう霊れいと憑ひよう依いを目的として、使役方法を含めた研究を行うもの──欧おう米べいでは前者、アジアや文化が未発達な地域では後者が盛んだな」

「玲れい達は召喚を目指すタイプなんだよね？」

「ああ。初めはただの暇ひま潰つぶしだったが、少しばかり興きようが乗って、おまけにやってみたいことまで出来たからな。四年しか学んでねぇが、魔術知識は東とう欧おうでも指折りだぜ？」

「姉ねえ様さまは他人が五十年かかり学ぶ知識を三年もせずに会え得とくした天才です」

　補足するように言うゼルフィの口元は、心なしか綻ほころんでいた。出来のいい家族を誇りに思っているのだろうが、その相手が井い沢ざわ玲というのが雪ゆき子こにとっては信じられない。

「……で、残りの一年は何をやってたのよ？」

「決まってんだろ、既存の魔術の改新だ。先せん人じん共があまりにショボイ理解しかしてなかったんで、儀式も霊れい力りよくの収集も時間が掛かるものばかりだったからな。それに折せつ角かく召喚を果たしても目的を果たせなきゃ意味がねぇから、理論と仮想術式の構築もした……これが一番手間取った気がするな」

　思い出しているのか、苦笑するように語る玲。

　しかし何を言っているのかさっぱりな雪子は、地面にあった小さな石を蹴けりつつ、

「目的ってのは何よ？」

　分からない部分は捨て置いて、重要そうな部分だけ訊たずねる。

　すると、玲の笑みが変化した。いつもの他人をコケにしたようなにやついた薄笑いではなく、目を輝かせて、心しん底そこ楽しそうな笑みに。自分と事を構える時、たまにこういう顔をすることを、雪子は知っていた。

　しかし瞳の輝きはすぐに隠かくれ、いつもの笑みで玲は言う。

「端たん的てきに言えば、人間を超えることだ」

　本当に具体的でないその言葉に、雪子はつい突っ込んでしまう。

「どういうことよ？　スーパーマンにでもなりたかったわけ？」

「いんや。そうだな……有あり体ていに言えば、魔法を使いたかった。人間にはどう足あ搔がいても霊れい力りよくを魔ま構こう力りき素そに転換出来ねぇからよ」

「じゃあ魔法を使えるようにしてくれって悪魔に頼んで、代だい償しよう取られて悪魔になったの？　物凄すごく不毛な気がするんだけど」

　目的を成した途と端たんに自由の利かない世界に連れ去られ、しかも悪魔は魔法が使える。

　それはかなり間抜けに思え、雪子は拍ひよう子し抜けしてそう言った。

「ううん、たぶん違うよー」

　その声に、雪子は少し驚いて振り向いた。

　冷たい風に乗って聞こえてきた否定の言葉は、遊ゆう矢やの発したものだった。

「玲れいがなりたかったのは、魔ま法ほうを使えて悪あく魔まのような束そく縛ばくも受けない──そういう存在なんじゃないのかな」

「やっぱ以い心しん伝でん心しん、愛するもの同士は通じ合えているから理解が早いな。雪ゆき姫ひめの言うように魔法を使えるように願う契約者は過去にもいて、それらは例外なく偉大な地位と歴史に残るような覇は業ぎようを成している……が、過去に成功例がある願いなんて叶かなえても面白くねぇし、何より死んだらそこで終しまいだ。だからオレは、悪魔になった後に自分の意志で現世に来れる──そんな存在になろうとしたんだよ」

　軽く、耳に優しいが癇かんに障さわるいつもの口調で語る玲。しかし雪ゆき子こはそこに普段は見せない真剣な意思を感じ、黙って彼を見た。

「文献と独自理論を照らし合わせて、霊れい界かいと呼ばれる世界や魂たましいについて粗あら方かたの理解をした時、オレは思った。絶大な力と世界の法則を捻ねじ曲げる奇跡を併せ持つ天使や悪魔が、どうして自分の意志でこっちの世界に出入り出来ないのか？　オレの組み立てた仮想術式の理論で言えば必ず成功するはずなのに、何故なぜそれが叶わないのか？　叶わない理由は何なのか？

　いくつかの可能性を考えて、オレは一つの仮定を立てた」

「それは、何ですか？」

　訊たずねたのはゼルフィで、そのことで雪子は、妹である彼女もこの話を聞くのは初めてなのだと知る。

「文献が正しければ、奴やつ等らには人間だった時の記憶がない。つまり現世から霊れい界かいに移り違う存在に仕立て上げられる時に、魂たましいの中心たる核がフォーマットされるんじゃないか──大したことないように思うかもしれねぇが、幽ゆう霊れいという存在が示す通り、現世との結び付きっていうのはかなり重要だ。想いが世界のシステムに抗あらがうだけの威いを持つことも在り得ると立証している。だが想いが強いだけでは意味を成さない。人間として、現世で過ごすことが正しい生き物としての記憶と経験がなければならない──」

「…………」

　いつになく真ま面じ目めに専門的なことを話す玲の姿が、不意に写真に映っていた美女と重なって見え、引き込まれてしまう。そのことに気付いた雪子は寝起きのようにぶんぶんと頭を振って意識を戻そうとするが、それでもやはり雰囲気が違って見える。

　妹がいるせいか、人間だった頃に関わる話をしているせいか。

　どちらにせよ、玲は台風の中心にいるような不思議な静けさを纏まとい、話を続ける。

「だからオレは呼び出した悪魔にこう願った──魂の核とされる部分にオレの記憶を刻んでくれ、ってな。並列世界を創つくることだって出来る悪魔でもそれなりに手間取る作業だったらしいが、無事に願いは叶い、オレは悪魔になってもオレのまま、肉体を失う代わりに魔法を使えるようになっていた。

　後は簡単だったぜ？　つっても、組み立てていた理論と術式を実行可能になるまで力を蓄えるのに五年も掛かったけどな」

「……で、どうしてドイツじゃなくて日本に来たのよ？」

　雪ゆき子こは一瞬、頭は動かさず目だけでゼルフィの顔を見る。墓地での再会と夕食時の態度で、彼女が姉を慕したっていたのはよく分かった。

　なのに会いもせず、連絡もせずに日本に来た。それはいくらなんでも酷ひどいと思う。

　そんな雪子の思いを他所よそに、玲れいはふっと笑みを浮かべた。

「あの国にやり残したことはなかったからな。こっちに来た方が色々と面白そうだと思ったからだ」

「っ……あんたね、もう少し妹の気持ちを考えて──」

「それは雪ゆき姫ひめに言われることじゃねぇな。オレ達の問題だ」

　明確な言葉の壁で突き放されて、カチンと来た雪子は脊せき髄ずい反射で盛大に文句を言おうとする……が、玲がゼルフィに向けて問いかける方が速かった。

「なあフィー。お前、どうしてこんな所にいる？」

　そして質問の意図が摑つかめず、雪子は言うはずだった言葉を失ってしまう。

　代わりに訊たずねられたゼルフィを見れば、ただでさえ人形のような美しく整った顔が、緊張の為か、余計に造り物のようになっていた。

　彼女は僅わずかに震える唇くちびるで、細く長い氷柱を思わせる声を以って言葉を紡つむぎ出す。

「私は、母様を参りに──」

「なら訊きくが、それはオレがいなくなってから毎年のことか？」

「……否定です」

「じゃ、なんでまた今年に限って来た？　七回忌きで来たのは六年前だ、十三回忌とはいえ何の手配もしねぇで、どうして来たよ？」

　その言い方は、まるで『来てはいけない』と暗に含んでいるように聞こえる。少なくとも雪子にはそう聞こえた。

　なら、近しい身であるゼルフィにはどう聞こえているのか──想像に難かたくない。

　玲のことを真まっ直すぐに見られない瞳はやや伏せ気味で、しばしの沈黙の後、彼女は答えた。

「『あの人』が、再び召しよう喚かんに挑戦する空気を察知したから……です」

　それを聞いた瞬間、玲の目に冷たく走るものがあった。目撃した雪子の背筋を強こわ張ばらせる程の鋭さは、しかしすぐに消える。

「…………ハッ。あのクソ親父おやじ、まだ諦あきらめてなかったか。執しゆう念ねん深さだけは認めてやるよ」

　代わりに嘲あざ笑わらうように口元を歪ゆがませ、

「それで生いけ贄にえにされる前に逃げ出して日本に来た、か。なるほどな」

「ちょっ、生贄って?!」

　突然出てきた物ぶつ騒そうな単語に緊張も忘れ、雪子は突っかかるような勢いで訊たずねた。

　受ける側である玲れいは涼しげな表情で、

「召しよう喚かんを成功させるにはただ人数を増やすより性能のいい召喚術具を集めるか、生いけ贄にえを使うかする方がずっと効率がいいんだよ。昔から魔ま術じゆつ師が良くやっていることだぜ」

「そんな…………でも、自分の娘むすめよ!?」

「夕方に行った墓に埋まっているのがオレらの母親だっていうのはもう理解していると思うが──殺したのはクソ親父おやじだ」

「なっ……」

　絶句し、口元に手をやる雪ゆき子こを他所よそに、玲は平然と続ける。

「元々、結婚したのも血筋が確かな霊れい能力者の末まつ裔えいだったからだ。半ば奪うように母親を買い取り、子供を産ませた。んでもって二人目を産んでから少しして、もう子供が産めないことが分かってな。あっさりと生贄にされたぜ？　しかも召喚に失敗してやがるから救えねぇ。プライドが高いだけの無能がやることはろくな結果にならねぇっていい例だ」

　──淡々と感情を殺して語られるなら、その奥に怒りを秘めているのだと思うことも出来る。だが玲の声は馬鹿にする様な響きはあれど、それ以上の何かを含んでいるようには聞こえないものだった。

　無意識に、雪子は自分の横にいる遊ゆう矢やを見た。自分の意識が幼おさな馴な染じみに注がれていると自覚して、やっとでその理由に辿たどり着く。

　今の玲から感じるものは、ふとした時に遊矢が見せる雰囲気と酷こく似じしていた。

　どれだけ自分が危うい状況にいるのか理解しているのに笑い、どれだけ他人が苦しんでいるかも理解しているのに微笑ほほえむことが出来る──それは歪いびつな箇所が見当たらない透すき通った球体を連想させ、触れることは不可能ではないかとさえ思わせる。

　感情が欠落している遊矢とは違う──しかし人間とは違う存在だからこその共通なのか、それとも根本が同じなのか……

　そこまで考えかけ、雪子は再び強く頭を振った。

　遊矢と玲では全然違う。似ても似つかないし、百歩どころか百万歩譲って似ているとして、それは遊矢が感情の欠けた状態だからだ。素で『ああ』な玲と一緒にしてどうするというのか。

　そうやって雪子が自分に強く言い聞かせていると、珍しく玲がため息混じりの吐と息いきをついていた。

「ったく……こんな所まで来てハニーと運命の一夜を過ごすはずだったっつーのに、ドイツ行きかよ。やってらんねぇ」

「姉様……帰国するのですか？」

　心配そうに訊たずねるゼルフィに、

「帰国じゃねぇ、ちぃっと行ってあのクズを破滅させたらこっちに戻る」

「……そうですか」

「あー、クソッ。興味ないから見逃してやっていたっていうのに、最悪なタイミングで事を起こしやがって……」

　悪態をついて、玲れいは乱暴に頭を搔かき毟むしる。それからもう一度何やら毒づいて、遊ゆう矢やへと向き直り、

「つーことで、オレはちょっとばかし遠征して来るからよ。残念だが──」

　その口元にいやな感じの笑みが浮いていたので、過去の経験からまたくだらないことを言うのだろうと検討がついた雪ゆき子こは、それをバッサリと切り捨てるつもりでいた。別れの挨あい拶さつだろうと関係ない。くだらないことを口走る方が悪いのだ。

　全部言い終わる前に潰つぶしてしまおうと、雪子は口を開き、




「その必要はないぞ？」




　突如聞こえて来た声と、それに続く視力を奪う圧倒的な光の波に、全すべての行動は止められてしまった。

　驚きの声を上げることも出来ない状況で、それでも雪子は咄とつ嗟さに隣にいた遊矢の腕を摑つかみ、抱き締めるようにして体を覆おおい光から守る。

　が、その行動が終わった時には、光の奔ほん流りゆうも途切れていた。

　あれほどの光量を浴びたというのに、それまでとまるで変わらずに視界が利く。雪子の視力とその順応の高さは常人とは並外れているが、一瞬で戻るということは通常在り得ない。

　だが、そんなことを不思議に思う余よ裕ゆうは、雪子にはなかった。

　遊矢のことを庇かばうようにしながら、振り返る。

　その行動はただの勘かんでしかなかったが、それが正しかったことはすぐに証明された。

　注連しめ縄なわが巻かれた大きな岩──その上に、見慣れない一人の美女が、座っていた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　姉の言葉を遮さえぎるように発せられた声と光に、ゼルフィは瞬時に動くことが出来なかった。魔ま術じゆつ師として有るまじき反応だが、いくらなんでも埒らち外がい過ぎる展開だった。

　光は唐突に途切れ、視界は瞬時に元通りになる──それが一つの証拠となり、ゼルフィは理解と共に非常事態と認識した。

　あんなことは物理法則からは在り得ない。

　なら、そんな法則を塵ちりともしない現象が起きたのだ。

　魔ま法ほう、という二文字の難しい漢字が脳のう裏りに浮かぶと共に、ゼルフィは姉の横に並び、その表情を窺うかがいながらそれなりの対処をしようとし……出来ずに、終わった。

　井い沢ざわ玲れいと自称する姉は明らかに頰ほおを引きつらせ、その目から稀き少しような動揺が窺うかがえたからだ。少なくとも、ゼルフィが姉の動揺を目まのあたりにしたのは初めてのことだった。

　その原因を知るべく、姉の目線を追う。

　その先には自分の身の丈たけを優に越す大きな岩と、そこに座る美女がいた。

　褐かつ色しよくの肌にぞんざいに纏まとめた髪かみと、エスニック風の雰囲気を纏まとう彼女は、衣服と言える程の物を着ていなかった。ほぼ半裸で、露出度でいえばそのままの格好でアメリカの西海岸辺りにいてもおかしくはない。下はともかく、上は帯状になったシースルーの布をさらりと巻いているだけなので、このまま辺りをうろつけば猥わい褻せつ物ぶつ陳列罪で捕まる可能性だってある。

　だが、彼女が警察に捕まるなど在り得ないことを、ゼルフィは分かっていた。魔ま法ほうを使える存在が人間の法に縛しばられることはないのだから。

　この場にいる皆が自分に注目していることに満足したのか、岩上の美女はにたりと笑った。



「随分と探したぞ。全く……話に聞いた場所に主ぬしらがおらぬと知った時は、魔ま界かいに帰ろうかとも思ったわ。気を取り直すまでどれ程の時間が掛かったか。薄い気配を探知して辿たどり着いた先に主らが纏まとまっていなかった時は本当に帰るつもりでいたが──どうやら、杞き憂ゆうに終わったようよの」

　言葉の端はし々ばしにゼルフィには理解出来ない語尾を付け、突然現れたにも関わらずこの場にいる誰よりもリラックスした様子でいる。

　──いや、一人だけ同じくらい緊張感がない者がいた。それが姉のお気に入りらしい男だと気が付いて、ゼルフィは知らず知らずの内に唇くちびるを嚙かみ締める。

「……よりによってあんたかよ。また最悪かつどうしようもないのが来たもんだな」

　姉の声に、ゼルフィは再び意識を現状認識に傾けた。

　岩上の美女は、人じん外がいに間違いない。

　姉のお気に入りは、それを微笑ほほえみながら見つめている。

　そのすぐ前にはポニーテールの女性が、お気に入りを庇かばうように立っている。

　そして自分の横にいる姉は……笑みを浮かべてはいたが、どこか強こわ張ばったものとなっていた。

　原因である人外の美女は、優美に胸元に手をやりつつ不敵に微笑ほほえむ。

「そう言うでないわ、レイ＝ラインクォード。それとも『壁かべ越ごしの戯ぎ者しや』と呼んでやろうか？　──どちらにせよ、直接顔を合わせるのは五年振りじゃ。もう少し歓喜を表したらどうかと思うがの」

「ハッ、五年なんてあんたにしてみりゃ数分感覚だろうが。それから思わせぶりなこと言ってんじゃねぇ、口く説どいてる相手がいる場だってのに」

「主ぬしが誰をたらしこもうが知ったことではないが……ふむ、そうよの。新顔にはそれなりの説明が必要か」

　そう言うと、彼女は片かた膝ひざを立て、その上に右腕を置き挑発的に四人を見下ろし、

「我は『昼ひる行あん灯どん』のヴィータ・マギンじゃ。謁えつ見けんが叶かなうは稀まれな悪あく魔ま故ゆえ、我がこの地に足を運んだことを喜び、篤とくと崇あがめるがいい」

　……言われた言葉の意味をゼルフィは半分も理解出来なかった。

　だが、物凄すごく偉そうなことを言った、ということは完かん璧ぺきに理解出来た。

　反感を覚えるが、相手が悪あく魔までは文句を言っても仕方がない。話が通じる相手ではないのだから。

　しかしその判断が出来ない人物が、この場にいた。

「──っに言ってんのよ、この露ろ出しゆつ魔ま！　勝手に来ておいて訳分かんないこと言って、しかも崇めろだなんて、冗じよう談だんじゃないわよ！」

　威勢良く啖たん呵かを切ったのは、白しろ銀がね雪ゆき子こだった。

　位置的にゼルフィにはその横顔しか見えないが、本気で頭に来ているようで、攻撃的に歯を剝むいている。

　その行動に、ゼルフィはちょっとだけぽかんとしてしまった。

　先程までの話から、悪魔がどういう存在だかはちゃんと知っているような感じだったというのに、目の前に現れた悪魔に対して、あの言い様ざま。人間が無限大数集まって戦いを挑んでも勝ち目はゼロという相手に、感情のままに怒ど鳴なり散らすなど、とても普通の人間には出来ないことだ。普通でない魔ま術じゆつ師でも出来ない。

　そういえば姉にも獰どう猛もうに牙きばを剝むいていたことを思い出し、ゼルフィは白しろ銀がね雪ゆき子こという女の認識を改めることにした。

　明るく活発な美人でスレンダーな体型。しかし目を見張るべきは容姿ではなく、怖いもの知らずとしか思えない性格。だが、きっとそれだけではない。ただ生意気なだけの女がうるさく喚わめいているのを甘かん受じゆするような姉ではない。何か、隠された能力があるに違いない……

「あとっ！　『ひるあんどん』ってどういう意味よ!?　日本語っぽい響きじゃないわよ！」

　続けてのその声に、ゼルフィは認識をやり直そうかと思った。ただの短気な生意気馬鹿で済ましてもいいかもしれない、と。

　だが『昼行灯』という単語の意味が分からないのはゼルフィも同じなので、黙って美女──ヴィータが答えるのを待つ。

　が、答える声は雪子の横から聞こえて来た。

「一応、日本語だよ。意味は……この場合、役立たず、かな？」

「……………………はぃ？　やくたたず？」

「うん。『昼行灯』は明るい昼に点ついている灯あかりのことを差して『ぼんやりしている、役に立たない人』っていう意味だから。ぼんやりしているようには見えないから、役立たずの方が意味的に正しいと思うよー」

　姉のお気に入りの男である水みな瀬せ遊ゆう矢やの説明に、ゼルフィは一瞬の間を置いてから、思い切り疑惑の眼まな差ざしを彼に向けた。

　どう見ても、あのヴィータ・マギンという名の悪あく魔まは『昼行灯』のイメージとはかけ離れている。役立たずでぼんやりしているように見えるのは、むしろ遊矢の方だ。こっちが『昼行灯』というのなら納得出来る。

　出来る、のだが……

「ふむ、主ぬしはそれなりに学があるようじゃな。褒ほめてやろう」

　本人の口から肯定と同意味の発言がされてしまい、否定の意味はなくなった。

　しかし、それでは納得出来ない。少なくともゼルフィは納得しない。

　あの姉が、誰よりも高みに達しているはずの姉が、脅威に感じている存在。それが役立たずなんかであっていいはずがない。

　……気が付けば、握り込んでいる手に汗あせをかいていた。不測の事態が連続しているのだから仕方がないが、それでももっと冷静でいなければならないと、ゼルフィは自分を戒いましめる。

　模も範はんとすべき姉を見れば、頰ほおを緩ゆるめ、しかし目だけはそれまでと変わらぬ警けい戒かいの色を帯びたまま、会話に加わるべく口を開くところだった。

「『昼行灯』の二つ名は言い得て妙みようだぜ」

「……どういうことよ？」

「願いを叶かなえるべく呼ばれた存在の癖くせに、そいつは自分の気に入らない願いは拒否しやがるんだよ。だから大抵の願いは叶かなえず、どうしようもない解釈が出来る願いを叶える……召しよう喚かん者からしてみりゃ最悪のカードを引いたようなもんだ。だから『役立たずの意味なし』なんて二つ名を冠してやがる」

「それは……物凄すごく性質が悪いけど、でもなんでそんなのが二つ名持ちなわけ？　良く分からないけど、強い人に付けられるんでしょ？」

　先程馬鹿な発言をしたとは思えない雪ゆき子この的まとを射た質問に、ゼルフィは一つの仮説を立てつつ、姉の反応を待つ。

「分かってねぇな、雪ゆき姫ひめ……こいつの最も性質が悪いところは、拒否権を行使出来て、仕事やる気もねぇくせに、最強クラスの力を持っているっつーところだ」

「へ？　それって……」

「史上最低の役立たずだな。オリジナルはどいつもこいつもそんなのばかりらしいが」

　唾だ棄きするように言うが、やはりヴィータへの注意は怠おこたらない──そんな姉の姿を視界に収めながら、ゼルフィは自分の考えが正しかったことを素直に喜ぶ。自分がちゃんと情報を処理し、組み立てにも成功したことに。

　眼前の悪あく魔まは確かに脅威だが、脅威過ぎてゼルフィのようなただの魔ま術じゆつ師がどうしようと、どうにもならない。

　だから今重要なのは、姉の前で無ぶ様ざまな姿を晒さらさないこと。そして、姉が気に入っているあの男よりも優れていると証明することだ。

　そんな思惑を知る由よしもない遊ゆう矢やは、吞のん気きに状況を見守っていた……のだが、そこで動いた。とはいっても、視線をヴィータから外して何やら周囲をキョロキョロと探っている。動作から見ている物を追うが、特に変わったものはない。

　この状況で注目すべきは二つ名持ちの悪魔に他ほかならないというのに、観光客のような振る舞いをしている。勿もち論ろん観光客には違いないのだが、時と場合というものがある。

　ゼルフィは内心で少し幻滅していた。演えん算ざん能力はそれなりに高く、思考の幅も広そうだと判断していた。しかし急場で使い物にならないような人間なら、気に留める程の相手ではない。

　問題は、そんな者を姉が気に入っている──その一点に尽きた。

「んで、何しに来やがったんだ。ナマケモノのあんたがわざわざオレに会いに来るなんて、世界滅亡の危機かなんかか？」

　相手を怒らせる意図でもあるような挑発的な物言いをすると、姉は睨にらみつけるようにして岩上の悪魔を見やる。

　対するヴィータは口元に笑みを、眦まなじりに棘とげを潜ひそませ、

「なんじゃ、折せつ角かく来てやったというのに。我が来なければ主ぬしは無む駄だ足あしを踏み、バカンスが台無しになるところであったのであろう？　少しは感謝の意を見せたらどうじゃ？」

「バカンスなんて大層なもんじゃねぇが……その件に関しては礼を言ってやるよ。遠路遙はる々ばるご苦労なこった」

「相変わらず口の利き方を知らぬ奴やつよの」

「さて、腹はら黒ぐろ尊大なあんたよりはマシなつもりだがな？」

　友好とは対極に位置する二人のやり取りに、さすがにゼルフィも肝きもを冷やす。意味深しんな話の意味するところはヴィータの到来からある程度の推測が立てられたが、それは別に二人の仲なかを証明するようなものではない。毒を吐はき、時におどけて見せる姉の警けい戒かいが途切れないのだから尚なお更さらだ。

　もう少し顔色を窺うかがう方針を取ればいいのだが、それは姉の性格からは在り得ないことをゼルフィはよく理解している。最悪の事態になるとしても、それは覆くつがえらない。だからこそ無力な第三者として、無事を祈ることくらいしか出来なかった。

　しかし、

「我が偉大なのは事実よ。伊達だてにオリジナルの一角ではないわ。それは主ぬしも充分理解しているはずだというのにその態度、注意したほうがよいぞ──『こう』なりたくはなかろう？」

　言って、ヴィータは軽く右腕を上げて拳こぶしを握り、それを自分の座っている大きな岩へと真まっ直すぐに振り下ろし──

　ぶつかる、とゼルフィが思った瞬間、鈍く重い音と共に、岩が真っ二つに割れた。

　が、それだけでは終わらなかった。

　地震のように揺れを感じた次には、大地に亀き裂れつが走り、ゼルフィ達のいる所まで裂さけ目が出来たのだ。

「……なんじゃ、随分と脆もろいの。ちと砕くだくだけのつもりだったというに」

　興きよう醒ざめしたのか、自ら割った岩の断片に腰掛けるヴィータは肩を竦すくませて呟つぶやく。

　そしてゼルフィは余りに現実離れした光景に、自分の顔から血の気が引くのを感じた。

　大して力が入っているようには見えない一撃で、岩はおろか地面まで割れたのだから無理もない。悪あく魔まという超常の存在に腕力や見た目などは関係ないと知ってはいたが、魔ま術じゆつ師という現実の中に潜ひそむ非科学の存在を追求する自分でさえも『在り得ない』と思ってしまう程の現実が、そこにある。

　姉の表情にも苦いものが走っている。

　白しろ銀がね雪ゆき子こも啞あ然ぜんとし、緊張で体を強こわ張ばらせている。

　そしてもう一人に視線を滑すべらせ──ゼルフィは息を吞のんだ。

　水みな瀬せ遊ゆう矢やは、笑っている。喜き悦えつも恐怖も感じさせない、緩ゆるい笑みを浮かべている。

　たった今、目の前で現実から剝はく離りされるような光景があったというのに、何事もなかったかのように、ただそこに立ち、笑みを以って状況を見守っている。

　その時、ようやくゼルフィは気が付くことが出来た。得体が知れないというのならこの男の方が上だということに。

　悪あく魔まはそれ自体が別種の存在だ。それに比べれば同じ人間で考えていることが分からない、感じていることが見えない者の方がよっぽど異質だ。

「なんか大騒さわぎになっちゃってるけど、ちょっといいかな？」

　緊迫感の欠片かけらもない遊ゆう矢やの声に、姉と雪ゆき子こが振り向き、ヴィータは目だけを向ける。

　そしてゼルフィも、その声に警けい戒かいを解きそうになり、むしろ注意を厳しくする。

「なんじゃ？　よもやとは思うが、景観破壊がどうこう抜かすのではあるまいな？」

「あはは、まさかー。ちょっとごたごたしてきたから整理しようと思っただけだよ」

「ふむ……言うてみよ」

　何を思ってかヴィータの許可に、遊矢が少しだけ笑みを薄くした。

「えっと、とりあえず確認からだけど。ヴィータを召喚よんだのは玲れいのお父さんで、一番の願いをヴィータは拒否して、何か違う願いを聞いて、それを叶かなえてからこっちに来た……ここまでは合ってるよね？」

「うむ。まあ、そこまでは誰でも分かるだろうて」

　その反応に小さな声で、

「…………どーせあたしはバカだわよ……」

　いじけたように雪子が漏もらすのを、ゼルフィは聞き逃さなかった。分かっていなかったらしいということに、逆に驚く。話のタイミングから考えれば他ほかの可能性が思い浮かぶ方が珍しいくらいなのに、まさか気付いていなかったなどと。

　世の中には不思議な人もいるものだと頷うなずくと、物凄すごい勢いで雪子がゼルフィのことを睨にらんできた。しかしすぐに目つきを和やわらげ、頰ほおを膨ふくらませる。

「っかしいな……凄くバカにされたような気がしたのに……」

　──どうやら勘かんは鋭いということが分かり、ひとまず雪子についての考察は終了させる。

　今問題にすべきはそんなことではないのだ。

「じゃ、ここからは少し憶おく測そくになるけど」

　そう前置いて、遊矢は続けた。

「ヴィータが叶えた願いは、シゼムって悪魔を倒すこと。で、玲のお父さんは助かったけど、魂たましいを取られたからあんまり意味ないかもね。あー、それから、実はちょっと前からここにいたでしょ？　タイミング計って出て来るなんて、悪魔って派は手で好きなんだねー」

「なっ、ちょっと待ちなさい！　どうしてそうなるのよ!?」

　訳が分からないといった様子の雪子は遊矢の襟えり首くびを摑つかんでぐいぐいと振り動かしているが、心情的にはゼルフィも彼女と変わらなかった。

　どうしてそんな見透すかしたようなことが言えるのか、まるで理解出来ない。自分が分かっていたのは、願いの代だい償しように魂を取られたというところだけだ。残りの二つはどこから導き出したのか、その手順も指標も見つけられない。

　そして何より不可解なのは……ヴィータが愉たのしげに目を細めているということ。

　その意味するところは、『正解』なのだろう。

「おい雪ゆき姫ひめ、落ち着け。遊ゆう矢やが首もげそうになってるだろうが」

「じゃああんたが説明しなさいよ！」

「あー、そうだなぁ。分かってないのがもう一人いることだし」

　何気ない姉の言葉に、ゼルフィはハッとして、少し高い位置にある姉の顔を見た。と同時に頭に手が置かれ、

「ま、フィーは情報足りないから仕方ないとして、だ。雪姫、お前はちゃんと情報足りているだろうが。ちゃんと考えろっての」

「考えても分からないことが分かっているんだから考えさせないでよ！」

「うっわ、凄すげぇセリフ吐はくな、この女」

　呆あきれたような発言に、雪ゆき子こから怒りの気配が立ち上る。

「いいからさっさと……」

「そんじゃさくっといくが、簡単だぜ？　オレはともかく、オレの周りに変わった人間がいることを知っている奴やつなんて、どれだけいるよ？　思いつくのは精せい々ぜい、あのシゼムっつー詐さ欺ぎ師みたいな野や郎ろうと小こ娘むすめの上位悪あく魔まペアぐらいだろうが」

「じゃ、リールゥかもしれないじゃないの！　あの女なら遊矢に嗾けしかける為に情報を流すことだって充分に考えられるし、それに──」

「減点一だな。あの小娘はハニーの周囲十キロから出れない寄生虫だってことを忘れんなよ」

「…………く」

　悔くやしげに下した唇くちびるを嚙かみ締める雪子は、ゼルフィからはさらに怒りを増したように見えた。ただ、二人が何を言っているのかはさっぱり分からない。これが姉の言うところの『足りない情報』なのだろうが、それにしてもさっぱりだ。

　置いてきぼりを食らったまま、話は続けられる。

「でもっ、だからってどうしてあの手品師もどきが都合良く出てくんのよ!?」

「決まってんだろ。クソ親父おやじに恨うらみのある誰かがあいつを召しよう来らいするのに成功し、始末を頼んだからだ」

「だーかーらぁっ！　どうしてそうポンポン話が飛ぶのっ?!」

「雪ちゃん、ちゃんと考えようよー。シゼムが契約していない状態なら、ヴィータは召しよう喚かんされないでシゼムが呼ばれるはずだよ。ほら、シゼムが言ってたでしょ？　自分が召喚される前に玲れいが召来されるはずなのに、って」

「……………………言ってた？」

「言ってたってばー」

　何がそんなに楽しいのか、遊矢はにこにこしながら続けた。

「だからヴィータの召しよう喚かんの前にシゼムは契約を済ませていたことになるよね。その状態で僕らのことを知っていたシゼムが願いを叶かなえる為に玲れいのお父さんの所に行く──あ、ついでに言うと、シゼムの契約者は玲のお母さんの身内って線が濃いねー」

「だ、か、ら、ど、う、し、てっ……」

「待て待て、ハニーにアイアンクロー極める前に考えろや。今日は何の日だ？　どうしてオレとフィーがこんな所にいると思ってんだ？」

　後ろに回した手に力を入れて、ようやくの機会にゼルフィは答える。

「……母様の死亡日だから、です」

「命めい日にちっつー言い方があるんだが、まあいいか。だからオレらはここで鉢はち合あわせた。なら、都合良く今日という日にシゼムが召しよう来らいされる可能性で一番高いのは、元は霊れい能力者の家系だった母方の親族だろうよ」

「今日呼ばれたのかは分からないでしょ!?」

「あんなんでも上位悪あく魔まだぜ？　たかが滅めつ殺さつに半日以上かかることはないと見ていいだろ」

「普通の魔ま術じゆつ師なら自分の為になる願いを叶えて貰もらうだろうしねー」

「……………………あんたらの頭、絶対おかしいわよ……」

　がっくりと項うな垂だれながらも目だけは姉を睨にらみつける雪ゆき子こと、そんな様子を吞のん気きに眺めている遊ゆう矢や。姉は姉で先程の緊張を忘れたかのように自然に笑っていた。

　視界の隅では、ヴィータ・マギンが割れた岩の上に寝そべり、だらだらと静観している。

　今や空気は完かん璧ぺきに弛し緩かんしていた。ただ一人、ゼルフィを除いて。

「──んで、願いを拒否られたクソ親父おやじはシゼムに殺されるか、あのぐうたら女にそれを阻止させて魂たましいを取られるかの二に択たくしかなくなった、と。これで全すべて解決……っと、もう一つか。あの女が出待ちしていたって根拠は簡単、声がした後に光が射しただろ？　話を聞いていないと出来ないタイミングで。性しよう悪わるだから話を窺うかがってやがったんだよ」

「……ちょっと、あの露ろ出しゆつ過多な悪魔がすっごい睨にらんでるわよ。謝ったら？」

「気にすんなや。それよか少しは頭を使え。あれくらい分かれ」

　それは無理だ、とゼルフィは心の中で抗議した。

　確かに自分の知らない情報があり、それはかなり大事な核だった。

　だが……それを知っていたとして、今の思考を辿たどれていたかと聞かれれば、悔くやしいが、無理だと答えるしかない。

　姉の思考力は並外れている。多少は頭がいいはずの自分が劣等生にしか思えなくなる程に。それについていける人間はこの地球上で、指の数すらもいるか分からない。

　……一人、その稀き少しような存在がにこにこと笑ってはいる。それがゼルフィには悔しくてたまらなかった。

「……で、結局のところ、そこの露出狂の──ヴィータさんだっけ。このバカに会いに来ただけなの？」

　雪ゆき子この、ゼルフィ的には少し聞き捨てならない発言を含む問いに、女悪あく魔まは寝そべったまま鷹おう揚ように頷うなずいた。

「半分はその通りじゃ。もう半分は主ぬしらという存在の確認よ」

「別にわざわざ来てもらう程人間離れしたつもりはないけど。あたしにしろ遊ゆう矢やにしろ」

「なに、己のことは意外と分からぬものよ……さておき、当面の用は済んでしまったか。余す時は何をすべきか、悩みどころよの」

「…………本気でオレらに会いに来ただけなのかよ？」

　拍ひよう子し抜けしたような、それでいてまだ警けい戒かいは解け切っていない姉の声に、ヴィータはにやりと妖よう艶えんに笑ってみせる。

「不服か、レイ＝ラインクォード？　我と主の関係じゃ、再び現世で相い見えるというだけで心躍おどろうというものよ」

「んな腐くされ縁えん、さっさとブチ切らせろ」

　どうやら本当に他意はないらしいと悟さとってか、姉の吐と息いきには安あん堵どの色も垣かい間ま見られた。が、それは一瞬。注意していなければ見逃す程の僅わずかな間で切り替えを済ませ、どこか醒さめたような冷たい瞳に戻る。

「今のオレは井い沢ざわ玲れいだ。前の名前なんざ、もう捨てた」

　目を合わせたものが動けなくなる程の圧迫感を含んだ視線に、世の在り方を唾だ棄きするような皮肉な笑み──ゼルフィが良く知る姉と同じその表情で、一番言って欲しくないことを言った。

　そして、ようやく。

　ようやくゼルフィはそれに気が付いた。

　人間だった時の名前で呼び、五年振りという発言が意味することに。今までどうして気付かなかったのだろうと思う程、それはアピールされていたというのに。

『昼ひる行あん灯どん』のヴィータ・マギン──彼女こそ姉が召しよう喚かんした悪魔であり、自分の前から姉を連れ去った者だというのは、最も早はや憶おく測そくの域を超えて事実というべきものだった。
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　突然現れて偉そうなことを言ったり岩を割ったりした悪魔は、消える時も突然だった。

「ふむ……飽あきたの」

　そう呟つぶやいたと思ったら、次の瞬間には消えていた。綺き麗れいさっぱり、姿どころか気配すら残さずに。

　雪子としては何が何やらといった具合で、意図していた『楽しい旅行』とはまるで違う展開になってしまったことに、怒ればいいのか落ち込めばいいのかも分からなかった。

　もやついた感情を持て余しているうちに、玲れいはさっさと旅館に戻った。妹のゼルフィもそれに続いた。さらに遊ゆう矢やまで旅館へと歩き始めたので、ひとまず雪ゆき子こも部屋に戻ることにした。

　帰って来た部屋はテーブルが片されて布ふ団とんが敷かれており、美み樹きと律りつ乃のはのんびりとテレビを見ていた。

「おかえり。結構長く話してたのね」

　上がってきた雪子にそう言うと、律乃はのそのそと横たわらせていた体を起こして座り、小さな欠伸あくびをした。

　つられるように美樹も起きるが、その顔はすっかり元の白さを取り戻していたので、アルコールは抜けたのだろうと見当をつける。酔い易やすい人は醒さめ易い人が多い、と母親が言っていたのを思い出しつつ、雪子は二人の近くに座り込んだ。

「まーね。あたし達が話していたというより、あの兄妹が話していたって感じだけど。飛び入りまでいたことだし……」

「へぇ……他ほかにも知り合いが来てたの？」

「バカ沢ざわの、ね。ほら、さっき外が光ったでしょ？」

　ヴィータが来た時のことを説明しようとして、しかし何と言うべきかを考えている間に、雪子は二人の反応が少しおかしいことに気が付いた。

　美樹はきょとんとして、律乃は訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめていた。

「……雷でも落ちたの？　そんな音しなかったし、そもそも光ったなんて気付かなかったわよ。美樹はどう？」

「私も……さっきまで窓の外を見ていたけど、それらしいのは……」

　顔を見合わせ記き憶おくが正しいことを確かめ合う二人に、雪子は首を傾げる。雷が間近に落ちたらあれくらいの光になるかもしれないという位の光量だったというのに、それに気付かないのはどう考えてもおかしい。

　となれば、ヴィータが何らかの魔ま法ほうで旅館側には見えないようにしていた可能性が高い。玲は彼女のことを『オリジナル』と言っていたが、それの意味するところが分からなくとも、二つ名を持っている時点で強力な悪あく魔まなのは間違いないのだ。それくらいのことは朝あさ飯めし前なのだろう。

「そんなことよりお風ふ呂ろに行きましょうよ。今日は疲れたし、折せつ角かくの温泉なんだから」

　気だるげな律乃の提案に、雪子は、

「あー、そうねぇ。ぐずぐずしてたら寝ちゃいそうだし」

　うとうとし始めている美樹を見て、頷うなずいた。

　律乃もかなり浮かれてこの旅行に臨んだようだが、それは美樹も負けていない。話によると、昨夜は三時間程度しか眠ねむれなかったらしい。そんな状態で何時間もかかる長距離移動をすれば、この結果も仕方がない。

　自分のことを言われたと察したらしく頭を上げた美み樹きは、どこか済まなそうに、はにかんだ笑みを浮かべた。その背中をポンと叩たたいて、雪ゆき子こはすっくと立ち上がる。

「それじゃ、準備して行きましょ。……あ、せっかくだから着替えは浴衣ゆかたにしない？」

「いいわね。温泉旅館に来たって感じがして。浴衣なんて何年振りかしら」

　続いて立ち上がった律りつ乃のは浴衣の納まっているクローゼットを開け、美樹はやや遅い動作で鞄かばんを漁あさり始め、それでも何故なぜか真っ先に準備を始めた雪子が一番遅くに支し度たくが終わった。原因は下着やタオルが一箇所にまとまっていなかったことと、シャンプーとリンスが入ったミニボトルがドラムバッグの中で迷まい子ごになっていた為だろう。

　何はともあれ、雪子達は手に着替えと入浴セットを持ち、部屋に鍵を掛けて談笑しながら通路を歩き、階段を下りて本館へと向かう。

　正面玄げん関かんから入ってから少しの距離にあるロビーの、そのもう少し奥に、露ろ天てん風ぶ呂ろの入り口はあった。右に『女』と書かれている暖簾のれんの下がった曇りガラスの引き戸があり、開けてみると正面にスリッパを置く下げ駄た箱ばこがあって、脱だつ衣い所じよは右側に設置されていた。

　脱衣所に上がると、さすがに暖かく湿度も高く感じる。秋という季節にも関わらず動いている扇風機。壁一面に並んだ洗面台と鏡、反対側の壁には棚が並んで中には籠かごが入ってと、見事に『外のお風呂』という雰囲気がある。

　中学の時に修学旅行で訪れた旅館よりは狭い、それでも体育倉庫程の広さはある脱衣所で、雪子達は荷物を一いつ旦たん籠の中に入れ、三人並んで着替え始めた。

「それにしても、あたし達三人だけしかいないっていうのは、少し寂しいものがあるわね。この旅館、そんなに客が少ないのかな」

「シーズンオフのあまり有名じゃない旅館なんて、こんなものじゃない？　見かけた他ほかの客に若い人はいなかったから、食事前後にさっさと入ってしまったのよ」

「そーいうものなのねぇ。夏休みにしか旅館に行ったことがないから、なんか新鮮……ん？」

　下着を外そうと背に手を回したところで、雪子は右隣で着替えていた美樹がバスタオルを体に巻きつけているのを見つけた。ほぼ同時に美樹も視線に気付き、顔を赤らめてわたわたしながらバスタオルで隠れた胸元を押さえる。

「ミキ、どうしてわざわざ隠して着替えてるの？」

「だ、だって…………恥ずかしいから……」

「でも、プールの授業の時にはしてなかったじゃない。あたしと律乃さんしかいないんだから、別に恥ずかしがらなくたって」

「他に二人しかいないから恥ずかしいのっ」

　ギュッとバスタオルを握って力説され、雪子は律乃と顔を合わせた。既すでにパンツ以外は脱ぬいでいた律乃が小さく吐と息いきをついて、

「ずっと隠しているわけにはいかないわよ。温泉の中にタオルをつけたらお湯が汚よごれるから」

「ぅ…………でもぉ……」

「そんな恥ずかしがることないわよ。美み樹きは細くて肌も白いから──誰かさんは、少しぺったんこすぎるけど」

　その言葉に、ブラジャーを籠かごの中に放り込んだばかりの雪ゆき子こは素早く反応した。

「……誰かさんっていうのは、あたしのこと？」

「それは勿もち論ろん。この中で一番小さいの、雪子でしょ？」

「ぐっ……でもっ、律りつ乃のさんが一番年上でしょ！　それなのに大した差がないんだから、将来的にはあたしの方が──」

「それ以前に、小こ柄がらなわたしと平均より背の高い雪子だと、あなたの方が大きくていいはずよ。なのにそのサイズなんて、将来性は薄い……」

　勝ち誇ったように目元を緩ゆるめ雪子を見ていた律乃の表情が、ふと険けわしくなった。眉まゆを顰ひそめ、じっと凝視するように雪子の胸を見つめてくる。

　同性に見られる分にはさほど恥ずかしくない雪子だったが、さすがにこれは許容範囲を超えていたので、両腕で胸元を隠し、

「な、何よ。そんな目を細めて見るようなものは何もな──って、あたしのブラっ！」

　律乃が籠の中から下着を勝手に取り出したことに抗議の声を上げた瞬間、ぞっとするような嫌いやな予感が雪子の背筋を走った。

　すぐさま右手を一いつ閃せんさせてブラジャーを取り返す……が、時は既すでに遅かった。

　律乃は真剣な目で雪子の目を見てくる。逆に雪子は視線を逸そらす。

「そのブラ、Ａの65みたいだけど──」

　だが声はシャットアウト出来ず、鋭い刃やいばとなって雪子の耳に飛び込んできた。

「──本当はそれでも一回り大きいんでしょう？」

「ひっ、一回りじゃないわよ！　ちょっと、ほんの少しだけ大きいけど、本当にちょっとだけしか変わらないんだから!!」

「…………駄だ目め、からかうことも出来ないわ……可哀かわい想そう過ぎて」

　そう言いながら、律乃の頰ほおは若じやつ干かん緩ゆるんで口くちの端ははひくひくと動いていて、笑うのを必死に堪こらえているのが見え見えだった。雪子が強く睨にらんでもまるで堪こたえる様子はなく、むしろおかしいようで頰が痙けい攣れんし始める。

　力いっぱいに握り締めた拳こぶしが震え始め、顔はもう熱の塊かたまりのように熱くなっている。

　こうなるともう、年上だとか非力な相手だとかは関係ない。雪子にとって最高レベルで触れて欲しくない話題でからかわれていて、からかっている相手は雪子がそれを気にしていると知っている。

　つまりもうこれは宣戦布告に等しいのだ──

「あっ、ゆっこちゃん駄だ目め！　乱暴は良くないから！」

　穏おだやかでない雰囲気を察した美み樹きが後ろから抱きつくように腕を回してギュッと摑つかみ、止めてくる。

「ミキ離してっ！　もう今日という今日は、このお嬢じよう様ぶった嫌いや味みな口を閉じさせてやるんだからっ！」

「美樹、離してもいいわよ？　わたしって寛かん容ようだから、自分より胸の小さい人の癇かん癪しやくくらい受け止めてあげるわ」

「りり律りつ乃のさん、それ以上は……きゃあっ!?」

　小こ柄がらで非力な美樹では、細身ながらもプロレスラー並の力を持つ雪ゆき子こを止められるはずもないのだが、暴れて美樹に怪け我がをさせてはいけないという抑制と、肌が直接触れ合ってくすぐったいので上手うまく力が入らない。

　その結果、

「ひゃっ──ちょっ、ミキ！　そんなとこ触らないでよ!?」

「ご、ごめんなさい……でも、ぁっ、や、ごめ……」

「だからそれっ、待……………………っ、わざと?!」

「ち、違っ……」

　離れようにも不思議なまでに手足が絡からまり、しかも二人の動きが抜群なまでにタイミングがずれているのでバランスも最悪になり、そして、

「ひぁぁっ!?」

「きゃぅっ!?」

　もつれたまま、二人して倒れ込んでしまった。

　幸いというべきか、雪子が下になったので、美樹はあまり痛くないはずだった。自分は頑がん丈じようなので少し痛いくらいで痣あざも残らないだろうが、華きや奢しやな美樹なら打だ撲ぼくか骨折の可能性もあったはずなので、その意味では、雪子はほっとした。

　しかし──

　逆さになった視界に映る銀ぎん髪ぱつの美しいゼルフィの姿に、まず驚きと共に思考が停止して、

「…………性的趣向はともかく、場所は選択すべきです」

　冷たく言い放たれた内容に、物凄すごい羞しゆう恥ち心しんが襲い掛かってきた。

「ちっ、違うわよ!?　これは違うわよ!?」



　慌あわてて立ち上がろうにも美樹がいるので思うようには行かず、美樹の方も雪子が動くので立ち上がれないようだった。

　なので必然的に逆さのまま下から見上げる形は続行になり、

「問題ありません──同性愛には理解です」

「だからそうじゃないんだってば！」

　降って来た言葉に雪子は涙目になりながら否定を返すが、ゼルフィがはいはい分かったと言わんばかりにノーリアクションで着替えを始めたので、虚むなしさばかりが胸を占める。

　何度も謝りながらよたよたと体を起こす美み樹きの体からは、当然というか、バスタオルが取れていた。それに気付いて恥ずかしそうに身を捩る美樹の顔は、暴れたせいかこれ以上はないというほど真まっ赤かになっている。

　何故なぜかその視線が自分の裸ら体たいに注そそがれていて指がやわやわと動いているが、とりあえず気にしないことにして、雪ゆき子こはふてくされ気味に起き上がった。

　不幸な事故にやっていられないと思いつつ、もうさっさと温泉に入って気持ちを切り替えようと、下着を脱ぬいで畳たたみもせずに籠かごに投げ入れ、タオルで申し訳程度に体を隠す。何となくだが、脱だつ衣い所じよで裸はだかなのは入浴中に裸なのよりも恥ずかしいからだ。

　美樹も似たように、しかしこちらはがっちりとバスタオルでガードを固めていた。

　が、先に脱いでいた律乃は洗顔料のチューブを持ちつつ、反対の手にあるタオルは綺き麗れいに畳まれたままで、何も隠していない。

　雪子や美樹以上に瘦やせた体で、それでも紙かみ一ひと重えで雪子より膨ふくらんでいる胸とややふっくらした二の腕の存在が、女らしさを象徴していた。両膝ひざの手術痕あとと右太ももにある傷の治った痕が少しだけ痛々しいが、綺麗な体をしている。

　だからといって人に見られて恥ずかしくないかという問題になると、ちょっと違ってくる。そのはずなのに堂々としている律りつ乃のに、逆に見ている雪子の方が恥ずかしくなった。

「り、律りつ乃のさん、恥ずかしくないの？」

　同じく恥ずかしく感じたようで訊たずねる美み樹きに、苦笑混じりの笑みが帰って来る。

「長期入院すると慣れるものよ。看護師さんとはいえ赤の他人に体を拭ふいてもらったり、担当していた男の医者に見られたりしているんだもの。別にどうってことないわ」

「はー……出来れば慣れたくないわね」

「そうね」

　同意した律乃は、今度は楽しそうに微笑ほほえみ──

　その笑みが、何の前触れもなく強こわ張ばった。

　不思議に思った雪ゆき子こは律乃の視線を辿たどり、後ろを振り返って、

「……………………」

　ゼルフィ＝ラインクォードがいた。

　来年で十五歳さいになると玲れいが言っていたので、現在十四歳。

　十四歳の彼女は手早く衣服を脱いでいて、最も早はや残すはパンツのみになっていて、即ち胸元は露あらわとなっている。

　──一番年下の彼女に、雪子達は完かん璧ぺきに負けていた。

「……これだから外国産の脅きよう威いって奴やつは……！」

「……違うよゆっこちゃん、あの子はハーフで……」

「……ドイツ生まれらしいから、ある意味外国産で正解よ……遺伝子と食生活が敗因かしら」

　ボソボソと話し合いながら、三人はちらちらとゼルフィの肢し体たいを覗のぞき見る。雪子と同じくしなやかな体なのだが、胸囲は標準並みにあるようなので、メリハリが利いてかなり豊かに見えるのだ。

「……何か用件ですか？」

　纏まとわり付くような嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの視線には気付いていたようで、ゼルフィは雪子達を見ないまま胡う乱ろんげな声で訊たずねて来た。

　そう言われて素直に『おっぱい大きいけど、どう育てたの？』と聞けるほど雪子は恥知らずでも常識がないわけでもないので、返答に困ってしまう。

　そこを、

「えーと……そう、井い沢ざわ君って元は女の人だったのよね？　当時から水みな瀬せ君のような男がタイプだったの？」

　頼れる先せん輩ぱいが咄とつ嗟さにフォローした。内容はともかく、話題にはなる。

　そこに慌あわてて美樹も乗っかり、

「う、うん、少し気になって……元が女の人なら厳密には同性愛にならないのかな、とか」

　かなり微び妙みようなことを言ってしまう。本人もしまったという顔になるが、残念ながら雪子にはフォローするだけの能力はなく、気まずい沈黙が流れてしまう。

　するりと持ち上げた右足から下着を抜いたゼルフィはそれを畳たたんで籠かごに入れながら、やはり顔は向けずにぽつりと言った。

「姉ねえ様さまは二に択たくで言うと女性が趣味でした。見た目も抱き心地も良いから、と」

「…………つまり、元からバイセクシャル……？」

「肯定します」

　色々と問題の発言を認め、ゼルフィは入浴道具を持って露ろ天てん風ぶ呂ろへと向かった。

　見送る形となった雪ゆき子こ達は顔を見合わせ……しかし誰も何も言えず、彼女の後を付けるように向こう側へと行く。

　ガラス戸を開けた先で、ゼルフィは立ち止まっていた。

　雪子達を待っていたのではないようで、その証拠に背を向けて硬直している。意識がこちらへ向いていれば、雪子は何となくそれが分かる。だからゼルフィはほぼ間違いなく、自分達以外の何かに気を取られていた。

　そんなに立派な温泉なのだろうかと思い、雪子はひょいと背伸びをして、ゼルフィの肩越しに露天風呂の全容を吟ぎん味みしようとし──

「ほう、主ぬしらも湯ゆ浴あみか」

　そこに、ヴィータ・マギンがいた。

　縁ふちの岩に、背と両腕を預けて。

　白はく濁だくとした湯に、褐かつ色しよくの大きな胸がぷかりと存在を露あわわにして。

「………………………………」

　四人は無言でその場に立つ。

　前に立つゼルフィは勿もち論ろん、後ろにいる律りつ乃のと美み樹きが誰のどこを見ているのか、当然だが雪子には分からない──本当なら分かるはずがない。

　だが、あの一点を無視出来るはずがないのも、事実だろう。同性だろうと異性だろうと、あんなに大きな魅み惑わくの物体を見入らずにはいられないはずだ。

　何秒か、何十秒か……どれだけの時間が経過したのかは分からないが、雪子の腕が寒さにぶるりと震えた時、ゼルフィが動いた。

　ヴィータを無視するように右手側へと歩き、出口に近い場所に置かれたイスに座り、早々に湯を出してシャワーを浴び始めた。

　雪子達もいつまでも立ち尽くしているわけにはいかないので、意識はしつつもそろそろと歩き、奥から三人並んで腰掛ける。

　それぞれ髪かみや体を洗い始めながら、

「……ねぇ雪子。あの人、知り合いなの？」

「……あたしじゃなくて、バカ沢ざわの知り合い」

「……そうなんだ……やっぱり外国の人って凄すごいのね……」

　外国という以前に人間でもないのだがそれは言わずにおいて、ちらりと目め端はしで後ろの露ろ天てん風ぶ呂ろに浸つかるヴィータを見やる。縁ふちの岩に両腕を上げ、瞼まぶたを閉じて上を向いているその姿は明らかにリラックスしており、本当に気持ち良さそうだ。

　害意はなさそうなので、ひとまずは放置することにして、雪ゆき子こは髪かみと体を手早く洗う。普通のタオルで石せつ鹼けんを泡あわ立てるのは難しく、生き地じが柔やわらかいので洗ったという充足感にも欠けていたが、気が逸はやっているのでそんなことは二にの次つぎだ。

　洗顔も含めて一通り洗い終えて立ち上がると、いつの間にかゼルフィは姿を消していた。外国育ちなので湯に浸かるのは苦手なのかもしれない。

「わ、ゆっこちゃんもう洗い終わったの？」

「早いわね。ちゃんと洗った？　泡あわが残ってたりしない？」

「大丈夫よ、子供じゃないんだから。それじゃ、お先」

　まだ体を洗い始めたばかりらしい二人に、雪子はひらひらと手を振りながら答え、岩風呂へと足を向ける。

　大浴場がない代わりに露天風呂があるというだけあって、ここの温泉は広かった。風かざ見み野の高校の教室と同じくらいの面積はありそうで、乳にゆう白はく色しよくのお湯が夜の暗さに映えていて見た目もかなり良い。

　その中にいるぷかぷかと大きな胸を浮かせた悪あく魔まの近くを選んで、雪子はゆっくりと足を湯に入れた。一瞬、指先にじわりと焼けたような熱さと痺しびれが走る。しかしそれはすぐに消え失うせ、腰を落とすまで湯に沈んだ頃には心地良さだけが残っていた。

　しっかり沈むと水面から肩が少し出るくらいの深さで、雪子の後ろ髪は湯に浸かってしまう。それを抑える意味でも、体を洗うのに使った後で良く濯すすいだタオルを頭に巻いて髪をまとめつつ、洗い場にいる二人には聞こえないように小声で、すぐ傍そばにいるヴィータに囁ささやきかけた。

「……どうしてこんな所にいるのよ？」

「なに、目的はほぼ達したのでな。元より我は怠たい惰だという名の快楽を好む身故ゆえ、このように現世で過ごすのは道理というものよ」

「脱だつ衣い所じよに服はなかったけど……」

「脱衣の手間などかけてられぬわ。望めば瞬時に叶かなうしの」

　悠ゆう々ゆうと応じるヴィータに、あの大岩を割った時の迫力はない。むしろ楽らく隠いん居きよといった感じで、これなら『昼ひる行あん灯どん』の二つ名も頷うなずける。

　だがその名の通り無能でないのは明らかで、現実にヴィータは横目で雪子を見て、

「して、何の用じゃ？　我に聞きたいことでもあると踏んだのだがの」

　それは当たりだった。だから雪子は急いで体を洗い、二人が湯に入るまでの短い時間で聞きたいことを訊きこうと思っていたのだ。

　駆かけ引きなどしていられる時間も無く、あったとしても器用な真似まねなど出来ない。

　だから雪ゆき子こは率直に訊たずねた。

「あなた、良く分からないけどオリジナルって凄すごい悪あく魔まなのよね？」

「うむ、そうじゃ。六体しかおらぬオリジナルの一人というのは伊達だてではないぞ」

「なら、遊ゆう矢や──あたしの横にいた男だけど、あいつがどんな状態かは分かってる？」

　その問いに、ヴィータは首しゆ肯こうで応こたえた。

　ごくりと喉のどを鳴らして唾つばを飲み込み、逸はやる気持ちと逆上のぼせそうになる頭を抑え、雪子は真剣そのものの目と声で訊ねる。

「じゃあ教えて。遊矢の為にあたしがやれることを」













三章　二人の距離







　深み咲さき旅館からバスで駅前に出てそこからバスを乗り換えて二十分程の所に、昨年出来たばかりの新しい遊園地『バイオレンスリゾート』はあった。

　旅行なんだからもっと歴史的な価値のある建物を見に行こうとか、綺き麗れいな風景を見ようという発想は雪子達にはなく、若者らしく遊びに特化したスケジュールになったのだ。

　とはいえ、明日はゆっくりと昼近くまで過ごして、帰る途中に美味おいしいとガイドブックに書かれていた蕎麦そば屋に寄るだけ。つい数日前に決まった急な旅行なので、イベントスケジュールを調べたり色々と詰め込んだりするには時間が足りなかったのだから仕方がない。

　自分はともかく、美み樹きも律りつ乃のもあまり体力がある方ではないので、むしろ良かったのかもしれない──ベンチに座ってぐったりとしている二人を見て、雪子は心の底からそう思った。

　ジェットコースターを二種類、空中ブランコ、ホイール状の機械の中に乗ってぐるぐるぐるぐる高速で回されと、入園から一時間半、あまり並ばずに済むものから乗っていった結果がこれだ。

　美み樹きと律りつ乃のはただでさえ白い顔を青ざめさせ、寄り添うように脱力したまま、ベンチから動かない。もう一人ベンチに座っている遊ゆう矢やは辛かろうじて笑顔は保っているが、明らかに出発時より顔色が悪い。

　四人の中で元気なのは雪ゆき子こだけで、

「ま、しゃーないか。三さん半はん規き管かんが弱い男は多いからなぁ」

「貧弱ですが、姉ねえ様さまがそう言うのなら」

　何故なぜかいる、玲れいとゼルフィの兄妹も平然としていた。

　朝、旅館内にある食堂でバイキング式の朝食を摂とっていた時、鉢はち合あわせた玲が遊矢に「今日はどっか行くんだろ？」と訊たずね、口止めをする間もなく遊矢が答えてしまった結果、当たり前のように付いて来たのだ。

　付いて来てしまったものは仕方がない。追い返すのはさすがに悪いと思うので、邪じや魔まにならない限り同行も許していた……のだが、自分以外に無事なのがこの二人だけというのは、さすがに想定外だった。

「はぁ……これからメインの『フォールトゥーヘヴン』に乗ろうっていうのに……」

　この遊園地の目玉であるアトラクションの名前を言うと、律乃は露ろ骨こつに視線を逸そらし、美樹はさらにぐったりと体を沈ませた。乗る気は全く無いらしい。

　付き合うと言ってくれても、この状態では雪子の方から断るしかない。『フォールトゥーヘヴン』はその名の通りフリーフォールの一種なのだが、普通のフリーフォールとは違い、脳天から真っ逆さまに落ちるのだ。

　回復した後ならばいけるかもしれないが、そうなると昼食の後になる。だが、さすがに雪子も胃の中が空からでない状態であんな物に乗る気は無い。普通なら当然そう思うので今が一番混む時間らしいが、二十分も並ばずに済むだろう。その間に回復したとして、きっとそれが止とどめとなって以後は何にも乗れなくなってしまうのも容易に想像出来る。

　だが、どうしても乗りたい。メインアトラクションに乗らずに帰るのはメインディッシュを食べずに帰るのと同意味だ、というのが雪子の持論なので、何がなんでも乗りたい。

　そうなると……やはり多少は諦あきらめなければならないことがあり、雪子はため息をついた。

「仕方ないわね。あたしだけ行って来るから、三人はここで休んでて」

「…………」

　無言で手を振る美樹と、目を逸らしたままの律乃。そして遊矢は、

「吐はかないように気を付けてねー」

　送り出すにはかなり不適切なことを言ってくれた。

　軽く手を上げて三人に別れを告げて、くるりと背を向けた雪子は颯さつ爽そうと──

「おいちょっと待て、なんだそのわざとらしいシカトっぷりは」

　……歩き出そうとしたところにかけられた声に、あからさまに嫌いやそうな顔で振り向き、

「……やっぱり来るわけ？」

　一言、たっぷりと拒絶の意を含めて返すと、玲れいはちっとも堪こたえていない様子で笑みを見せた。

「当然。ハニーと一緒にいるのも乙おつだが、あの、いつ業務停止食らってもおかしくない乗り物を見逃す手はないだろ。お前はどうするよ、フィー？」

「姉ねえ様さまが行くなら同行です」

　ここで雪ゆき子こが気を変えても行きそうな二人の雰囲気に、一瞬、先に行かせて後から並ぶという手も考える。が、そこまで陰いん湿しつなことをするのは逆に嫌いやで、それに話がないというわけでもない。

　雪子は返事はせずにそのまま歩き出し、後ろから二人の気配と足音が続く。

　割と広い園内を二分ほど行くと、百人近い人数が並ぶ列が目に入った。勿もち論ろんその列の先には、そびえ立つ『フォールトゥーヘヴン』がある。

　最さい後こう尾びに付くと、玲は雪子の隣に並んできた。その後ろに貼はり付くようにしてゼルフィが並ぶと、前にいた中学生らしき男女数人のグループが振り返り、ぎょっとしたような顔になったと思った瞬間に前を向き直り、何やらひそひそと話し始める。

　明らかに怪しい行動を取られて、しかし雪子は特にリアクションをしない。気分はあまり良くないが、もう慣れた。

　普段から良く見る顔と、どこか似たところのある美少女の組み合わせはこの上ない程に目立つのだと、この園内に入ってから浴びる視線と囁ささやき声で嫌というほど知らされた。男女区別なくこの兄妹に目を奪われ、かといって誰も声を掛けることは出来ていない。軽薄とナンパが表情に滲にじみ出ている玲だけならばともかく、凍こおりつかせるように冷たく周りを拒絶するオーラを発しているゼルフィがいる為だ。

　とりあえず邪じや魔まをされないのであれば文句を言うつもりはないので、雪子はまだこちらをちらちらと見ている男共を睨にらみつけて視線を逸そらさせてから、声を抑えて玲に話しかけた。

「ねぇ、あのヴィータって悪あく魔まのことなんだけど」

「あの乳デカぐうたらがどうした？」

「……あの人、本当に凄すごい悪魔なのよね？　間違いないわよね？」

　確認の言葉に、玲はほんの少しだけ苦い表情を見せた。

「ああ、そりゃあな。あんなんでも、腐くさっていようがだらけていようが、オリジナルには違いねぇ。力だけはどうしようもなく強いぜ」

「そっか……で、結局オリジナルってなんなわけ？　他ほかのとどう違うのよ？」

　本当なら昨日露ろ天てん風ぶ呂ろで直接聞きたかったことなのだが、美み樹きと律りつ乃のが湯に入って来たのでそこまで話す時間はなかった。一番訊ききたいことが聞けたので良しとしたが、興味が薄れたわけではないのだ。

　仮にも悪魔である玲なら知っているだろうと雪子は思っていたのだが、その予想は当たりのようだった。

「ま、言葉通りだな。オリジナル──つまり、元から天使や悪あく魔まとして存在する奴やつ等の名称だ。悪魔が三体、天使も三体。たった六人しかいないが、これがまた強烈でな。普通の奴等だけでなく二つ名持ちが束になっても敵かなわないっつー、桁けた外れの能力を持ってやがる」

　それを聞いて雪ゆき子こは、なるほど、と思った。この男の性格を考えれば、自分より格上の相手を容認するのはプライドが許さないのだろう。かといって現実を無視することも出来ず、歯は痒がゆく思っている……そんなところだろうか。違うとしてもそれ以上の考察は雪子には無理なので、とりあえずそう思っておくことにした。

「昨日遊ゆう矢やには話したんだがな、悪魔になればその瞬間に様々な知識を得ることが出来るんだが、オリジナルに関してはどうにも曖あい昧まいな知識しかねぇんだ」

「そうなの？　──ってちょっと待って、あんたいつ遊矢と話したのよ!?」

「男湯で二人きりになった時に」

「何もしなかったでしょうね!?」

「最初が風ふ呂ろっつーのは野や暮ぼだからな……いや、熱を帯びて色気の増したハニーの魅み力りよくに負けなかったオレは偉いと思うぜ、我ながら」

　瞬間、雪子の脳のう裏りには『先を越された』という言葉が過よぎったが、それを慌あわてて否定する。そんな破は廉れん恥ちなことを考えている場合ではなく、情報を聞くべき時なのだ。

　その手のことは、後々、もうちょっと状況が良くなってから……とまた考え始めている頭を抱え、雪子は苦く悶もんする。

　玲れいはにやにやと笑っていたが、いつものようにからかうことはせず、先程の続きを口にした。

「オレが知っているのはオリジナルには願いを拒否する権利があること、奴等は転生出来ない束そく縛ばくがあること、願いを叶かなえる代だい償しようは一律で魂たましいの占有っつーこと──普通なら願いの規模に依よるし、叶える側が軽減も出来るが、奴等にはそれがねぇ。どんなしょぼい願いでも天地をひっくり返すような願いでも魂を奪うだけだ」

「……本当に性質悪いのね。召しよう喚かんしたらバッドエンド確定じゃないの」

「まぁな。ちなみにそれ関連で一番大事なのが、奴等が同属を増やす存在だってことだ」

「増殖、ですか？」

　表情は変わっていないが怪け訝げんそうな声音で訊たずねるゼルフィに、玲は神しん妙みような様子で頷うなずいた。

「ああ、間違ってはない。そもそも、悪魔や天使は奴等オリジナル六人だけしかいなかったんだとよ。それを奴等が契約の代だい償しように奪った魂から核を抜き取り、自分と同じ属性に染め変える──そうやって増えたらしい。今では悪魔だけで三百以上いるぜ。その内の一人にあの無能なクソ親父おやじが加わったなんて、無む駄だもいいとこだがな」

「あのねぇ、あんたもその一人じゃない」

「一緒にすんな。……まぁ、オレみたいに悪魔になることを望んだ奴は少ないだろうが、あの女の手で悪あく魔まに仕立て上げられた奴やつは多いだろうよ。天地開かい闢びやく以来──っつーのは大おお袈げ裟さだろうが、この星以外でも知的生命体が召しよう喚かんの条件を満たす行為を取ったら出張したんだろうからな。悪魔の数が増えた今じゃ、そんなに出動機会もないだろうが」

　なんだか随分と壮大な話になった気もするが、さすがにそこまで付いていけない。確認したかったことは確認出来たので、これ以上オリジナルとかいう特別な存在についての情報は必要ないとも思ったので、雪ゆき子こは思考を切り替えた。

　昨夜、『遊ゆう矢やの為に何をすればいいか？』という質問に対してヴィータが話してくれたものは、あまり具体的ではなかった。

　曰く──「特別な何かなど無用よ。なるようにしかならぬ故ゆえ、自分が思いつく限りのことをやってみるがよい」。

　なるようにしかならないのなら『何をやっても無む駄だだ』と言われたのと同然の気もしたが、その後で『やれるだけのことはやってみろ』と言われたような気もした。

　なら、雪子は当初の予定通り、遊矢を楽しませることで心の快かい復ふくを計るだけだ。やはり具体性は何もないが、とにかくやれるだけやるしかない。

　……とはいえ、遊矢のいないこの場では何もすることはなく、ただ並んでいるだけというのも暇過ぎる。早くも順番待ちに飽あきてきた雪子は背伸びして進行具合を見ながら、

「そういえば、えーと……ゼルフィ、ちゃん？」

　自分より年上にも見える年下の相手をどう呼ぶべきか悩みつつ言うと、

「ゼルフィと呼こ称しようしてください」

　素そっ気け無く返されて、雪子はややたじろいだ。

　しかし退屈な時間を過ごすのは耐え難いので、ここは一つコミュニケーションを図る他ほかない。兄のことは好かないが彼女とは女同士仲良くやっていけたらいいと思っているし、嫌いな奴とはいえ興味がないわけではないのだ。

　雪子は顎あごを引き、凍いてつくような雰囲気に吞のまれないよう気を引き締めて、顔だけはフレンドリーに笑みを作って、再トライ。

「ね、ゼルフィ。バ……じゃなくて、井い沢ざわって昔はどんなヤツだったの？」

「待て、なんでオレに直接訊きかねぇんだよ」

「こういうのって本人が話すと誇張が混じったり思い込みが先行したりするもんでしょ。だから妹さんに訊く方が正確よ」

「けっ……まぁいいけどよ」

　ちっとも良くないようにむくれて不ふ貞て腐くされる玲れいはさくっと無視し、雪子はあくまでゼルフィに顔を向ける。

　彼女の整った唇くちびるが僅わずかに歪ゆがみ、まごつくようにそわそわとした後、視線は玲に注そそがれた。

　雪子の視界の中、玲はおざなりに頷うなずいた。途端にゼルフィは安あん堵どしたように表情を緩ゆるめ、口を開いた。

「姉ねえ様さまは凄せい絶ぜつです。天才です。皆が指標にする偉大な人です」

「え、いや……それじゃ良く分からないんだけど……」

「何故なぜ不理解ですかっ」

「いやわかんねぇっての」

　口元に笑みを浮かべて楽しげに突っ込んだ玲れいは、ゼルフィの頭に手をやってやや乱暴にくしゃくしゃと撫なでながら、

「やっぱここは日本語が不自由なフィーじゃなくてオレが語るべきだな」

「……あー、もうそれでいいわよ。さっさと話して」

「態度激悪だな、おい。まあ仕方ねぇから話すけどよ」

「あんたが自じ慢まんしたいだけでしょ」

　雪ゆき子こは的確な返しをしたつもりだが、玲の様子は変わらない。変わらず楽しげなまま、瞳だけは遠くを見るように深い色に染まっている。

「魔ま術じゆつ師になる前はガキ大だい将しようみたいなことをやっていたな。近所の同年代の奴やつ等を集めて、組織作って縄なわ張ばり争いして支配を広げて、それに飽あきたら適当に発明して特許を取って金を儲もうけて、その金を元手に株と不動産売買をやって……いやいや、あれほど世の中がちょろいと思っていた時期はねぇな」

「…………あたしはあんたに世の中と正義を教えてやりたいわよ。力尽くで」

「安心しろ、魔ま術じゆつ師になってから思い知ったからよ」

　その割には顔はにやけていて、雪子には玲が苦い思いをしたように見えなかった。少なくとも五年以上前のことだから、過去として切り離しているのかもしれない。

「クソ親父おやじが隠していた部屋から魔術関連の本が大量に見つかった時は、ただの暇ひま潰つぶしのつもりだったんだがな。試しに結けつ界かいを張ったら上手うまくいきやがったせいで、それが現実に存在すると理解してからはのめり込んじまった。ま、それでも遊び回ってはいたから、本気にはなっていなかったけどな──魔ま法ほうが使えないと知るまでは」

　そこで、玲は一度言葉を切った。

　目つきを鋭いものにし、口元を引き締めて、普段の軽い雰囲気とは別物の緊迫感を纏まとわせ、続ける。

「雪ゆき姫ひめの体は魔法の力で霊れい力りよくが魔ま構こう力りき素そに転換されているみたいだが、人間には自力で魔構力素を精製することは出来ねぇ。どう足あ搔がいても無理だった。あれだけ、寝食を忘れて気が狂いそうになりながら病院に強制連行くらうまで試行錯誤したっつーのにな」

「強制連行って……」

「姉様が部屋から外出しないので様子を拝見したところ、血ち塗まみれで気絶就寝していました。私の通信が病院に遅刻していたら、死亡していたそうです」

　壮絶な雰囲気漂ただようフォローを入れたゼルフィは、至って真剣な表情。そこに僅わずかながら悲しみが混じっているのが分かる為、雪ゆき子こは彼女に聞くことは出来ず、玲れい本人に訊たずねた。

「…………それ、マジ？」

「おう、マジだ。リストカットしたわけじゃねぇけど、苛いらついて石壁を殴なぐったり頭ず突つきしたりしたみたいでな。栄養失調もかなりヤバい域までいっていたらしいし、肉も落ちて胸も小さくなって今の雪ゆき姫ひめと同じくらい……いやもう少しマシだったが、とにかく減っててよ──おい、話の途中で殺気を漲みなぎらせるなや。妹の前で兄を殴なぐる気か？」

「……ちっ、覚えてなさいよ」

「ヤクザの捨て台詞ぜりふだな。……ま、それくらいマジでやっても無理だった、と。だから一ヶ月ほど入院していた間に考えを改めた。人間の体で無理なら、違う体になればいいってな」

「それで、悪あく魔ま？」

「いんや、その前にホムンクルス精製の技術を利用した遺伝子改造だな。これは前段階で見事に失敗したが、おかげでよく分かったぜ？　生物には魂たましいが必ひつ須すだってことがよ」

　その言葉に、雪子はとりあえず興味深そうに頷うなずいてみた。何がどうしてそんな考察に至ったのか理解不能なので、どうせこの先の話も自分には分からないのだろうと思いながら。

　それでも突っ込みを入れて話を止やめさせようとしなかったのは、目の前の男が『井い沢ざわ玲』らしからぬ神しん妙みような雰囲気を発していたからだ。おどけた態度も人を小馬鹿にするような口調も変わっていないが、その奥にある『何か』が違う。

　勘かん違ちがいとは思えないその感覚に雪子は沈黙を選択し、前が少し進んだので間を詰めて、玲に視線で続きを訴える。

　それに薄い笑みで応こたえた玲は、

「錬れん金きん術の代表格ホムンクルス──一種の人造人間だが、どれだけ精せい巧こうに造ったところで命は宿らねぇ。所しよ詮せんは人形だからな、正常に機能するはずなのに生物として稼か働どうすることはなく、試験管から出したらただのモノだ。逆に、死んだはずの人間なのに幽ゆう霊れいとして存在する場合がある……この二点から、オレは魂たましいの価値を知った。

　同時に、いくつかの文献に書かれていた地上に降りた悪魔についての記述から、召しよう喚かんに応じた悪魔が使っている体はホムンクルスと似たようなもんで、そこに決定的に足りないはずの魂が存在すると思った──が、これはすぐに考え直した。本当に魂が入っているなら、契約印が無くなった後にタイムオーバーで肉体が維持出来なくなることはないはずだ。魔ま力りよくが残っていても関係なく、一定期日が過ぎたら消滅するようなことにはならねぇさ」

「……そうなの？」

「おうよ。そこで核の存在に気付いた。悪魔が人間に転生出来るっていうのは契約の代だい償しように魂を奪うことから想像出来ていたからな。なら人間と悪魔に共通する核がないと繫つながらねぇ。何もない魔ま界かいの退屈に飽あきた悪魔は人間をだまくらかして転生する──まあ基本的には目先の楽しみを優先するような性質だから面白そうなことがあればそんなこともどうでも良くなるだろうが、それは悪あく魔まになった後で知ったことだ。代だい償しようが一律じゃねぇのは召しよう喚かん者の中に寿じゆ命みようが来るまで生きていた奴やつがいた記述があったから知っていたが」

　一息吐ついて話を区切った玲れいは、ふっと表情を緩ゆるめる。

「後は昨日話した通り、オレは核に己を刻む方法を思いついて、悪魔を召喚する為に必要な霊れい力りよく確保を始めたわけだ」

「……人間を止やめることに未練とかはなかったの？」

「当然。オレは自分を最も優すぐれた人間だと信じて疑わなかったからな」

　自信たっぷりに言う玲の横で、ゼルフィが瞳を伏せるのを、雪ゆき子こは見逃さなかった。

　だがその理由は分からず、思いつきもしない。だからとりあえず突っ込みだけは返すことにした。

「あんたね、頭は良かったのかもしれないしケンカだって強かったのかもしれないけど、だからってそれは図ずう々ずうしくない？　オリンピック選手や将しよう棋ぎの名人とか、優れた人はたくさんいるじゃない。その人達全員よりも上だったって言えるわけ？」

　そんなはずはないだろうと特に考えもせずに言った言葉に、玲は、

「おうよ、言い切れるぜ」

　不ふ敵てきな笑みと共に、断言した。

　これにはさすがに正気を疑い、雪子はじっとりとした目で玲を見やる。ついでに人差し指で頭をトントンと突つくパフォーマンスもしたかったが、妹の前なのでそれは自じ重ちようする。

　雪子がどう思っているのかは明らかだったが、玲はそれでも余よ裕ゆうと自信の態度を崩くずさない。

「陸上だろうが球技だろうが格闘だろうがチェスだろうが、誰もオレには敵かなわねぇよ。勿もち論ろん、現段階ではオレより上の人間がいるだろうが、そいつがその種目を極きわめる為に費やした時間の五分の一もあれば、オレはそいつを軽く超えてやるぜ」

「…………そんなの、やらなくちゃ分からないじゃないのよ」

「普通は、な。だがオレならやれるぜ。そう言い切る権利がある程度の才能はあったはずだし、その未来に疑いはなかった。どんなことを選んでも頂点に立てる存在だと信じていたからこそ、悪魔になるのに躊躇ためらいもなかった」

　馬鹿じゃないの、と雪子は言おうと思った。だが、実際に口には出せなかった。ゼルフィの前で『馬鹿』と言うのを控える意味も勿もち論ろんあったが……ほんの少しだけだが、雪子も納得してしまったのだ。

　こいつなら、それも不可能ではないかもしれない。以前の、普通の人間で女だった玲と、今の彼では違う可能性も高い。だが少なくともこの半年で知った井い沢ざわ玲という男は、理り不ふ尽じんで非常識な妄もう言げんでさえ信じ込ませるだけの、理屈と常識だけでは測りきれない何かを感じさせる奴ではあった。主おもにどうしようもなくくだらない方向に向かっていたが。

　しかし──だからといって、正しいと思える発言ではなかった。

　雪ゆき子こが聞きたかったのは、ただ一つ。

　残すことになる妹に対する、情に関した言葉だった。

　そして……不意に雪子は、先程ゼルフィは瞳を伏せた理由を知った。

　彼女は、聞きたくなかったのだ。玲れいの口から自分の身を案じる言葉が出て来ないと理解していたからこそ、『それ以外』の言葉を聞くのは嫌いやだったのだろう。

　悪いことをしてしまったと、雪子は一気に落ち込んだ。

　それは自分達が『フォールトゥーヘヴン』に乗る順番が回って来ても、まるで回復はしていなかった。

　地上三十メートルの高さまで上がっても、そこでゆっくりと四つ並んだ座席が横回転をして逆さまになっても、どこか薄ぼんやりとしていた。

　ただし──ぼんやりしていられたのは、その瞬間までだったが。

「ぃ、っ、っ、っ、っ、っ────?!」

　頭から本当に血の気が失うせるという物凄すごい経験をし声にならない悲鳴を上げて、停止の後、元の状態に戻った『フォールトゥーヘヴン』から降りた時、思考もわだかまりも何もかもが真っ白になっていたのはある意味では良かったのかもしれない。

　それでも、あんな物には二度と乗らないと、雪子は固く誓った。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　姉が自分のことなど何とも思っていなかったということを改めて知らされて、ゼルフィの中に二つの感情が複雑に渦うず巻いた。

　一つは寂しさ。そしてもう一つは、それでこそ自分の尊敬する姉だという、震えを伴う歓喜の陶とう酔すい。

　どちらの思いが強いのか結論は出ないままに『フォールトゥーヘヴン』に乗り……結果、抱いていた感情も蟠わだかまりも綺き麗れいサッパリ消え失せてしまった。

　あのような地じ獄ごくを連想させる乗り物には金こん輪りん際ざい乗らないことを亡き母に誓い、力の入らない足でも周りからは毅き然ぜんとして見えるように、頑がん張ばって歩く。

　雪子はゼルフィの後ろを歩いているが、足音と気配からは覇は気きを感じない。やはりあの猛もう烈れつな落下速度に何かを奪われてしまったようだった。

　少し前を歩く姉は、強制貧血を起こさせる問題の多いマシンから降りた直後だというのに、平然と歩いている。視線は園内にいる女性──その中でも若く容姿の整った人を目め敏ざとく見つけては移り、相手が視線に気付いて目が合えば軽く手を振って赤面させてと、自分とは大違いで余よ裕ゆうに溢あふれる様子だ。尤もつとも、体調が万全でもゼルフィには愛あい想そを振り撒まくようなことは絶対に出来ないが。

　ああした姉の後ろ姿を見ていると、どうしても二人でドイツにいた時のことを思い出してしまう。一緒に出かけることは少なかったが、たまに姉に連れ出されて遊びに付き合わされることがあった。

　酒場や賭と場ばという子供が行く場所ではない所に付き合わされるのは嫌いやだったが、姉と同じ時間を共有することはとても嬉うれしかったので、一度として誘いを断ったことはなかった。

　だが、ゼルフィは常に横に並ぶのではなく、後ろから付いて行く形で、遠くから眺めるようにしか同じ場所にはいられなかった。姉の存在は眩まぶし過ぎて、年ねん齢れい差を差し引いたとしても自分とはまるで釣つり合いが取れず、すぐ傍そばにいると居た堪たまれなくなるからだ。

　だから姉が、綺き麗れいではあるが品がなさそうな女性に纏まとわりつかれても拒否しない場面や、清純を絵に描いたような女性を口く説どく場面や、稀まれではあったが男と寄り添う場面に遭そう遇ぐうしても、何も言えずにただ見ているだけしか出来なかった。

　召しよう喚かんの時もそうだ。絶対の存在であったとはいえ、姉が居なくなることに対する悲しい想いを伝えることすらも躊躇ためらわれ、自分を捨ててこの世界から旅立つというのに、恨うらみ言の一つも言えなかった。

　あれから五年が経たち、来年の二月には姉が目の前から消えた時と同い歳どしの十五歳さいになる。しかし当時の姉にはまるで届かず、今もまたこうして後ろから見守り様々な気持ちを抱き、鬱うつ屈くつしているだけの人間でしかない。

　魔ま術じゆつ師としてそれなりの実力はつけたつもりだが、姉はこの位置に来るまでに一年と掛からなかった。勉強も頑がん張ばり同年代の誰よりも賢くなったつもりだが、姉には到底及ばない。

　……いや、姉に及ばないのは構わない。並ぶことなど不可能なのだから、それ程の高みにいる人なのだから、それは仕方がない。

　だが──姉以外にも一人、自分より優すぐれている者がいる。

　戦えばまず勝てるだろう。しかし知略の勝負となれば、勝てる気がしない。昨夜、ほんの数分で圧倒的なまでの能力差を思い知らされた衝しよう撃げきは未だ抜け切っていない。

　その時に芽生えた感情を、ゼルフィは漠ばく然ぜんとだが理解していた。

　彼に抱いた熱くも暗く、粘ねばついた想いはきっと──

「おぉ？　なんか楽しいことになってねぇか？」

　姉の声で我に返って顔を上げると、いつの間にか三人と別れた広場とベンチが視界に入る場所まで来ていた。

　ベンチには変わらず三人の姿がある。久く世ぜ律りつ乃の、高たか嶺みね美み樹き──そして、水みな瀬せ遊ゆう矢や。

　その三人の前に、見知らぬ男が二人。日本の服飾事情は知らないが、少し派は手でで落ち着きの無い服装の彼等が遊園地の職員とは思えない。また、道を尋ねるような場所でもない。

　人相はというと、一言で表せば『粗そ雑ざつ』。姉の好みからはかなり外れている。にも関わらず興味を抱くような言葉を発した理由もまた一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　二人の男の内、品のない金きん髪ぱつの方が、水みな瀬せ遊ゆう矢やの胸倉を摑つかんでいた。それに対し、律りつ乃のは立ち上がって男に何かを言っている。美み樹きの方は怯おびえているようだが、それでも青ざめた顔で何かを訴えかけている。声を聞き取れるはずの距離なのだが、二人共言葉が速く乱れ気味な為、ゼルフィには理解出来なかった。

　そして渦か中ちゆうにいる水瀬遊矢は──笑っていた。頰ほおの弛し緩かんまでは見て取れないが、雰囲気は虚勢を張っているそれでも、恐怖に麻ま痺ひしているようにも見えない。自然な笑みというのが一番的確な表現だろう。

　骨格と筋肉の付き方、歩く動作やちょっとした仕し草ぐさを見れば、彼が格闘技の類たぐいを身につけていないことはすぐに分かる。かといって姉のように天然で強いようにはもっと見えない。

　なのに、笑っている。明らかに自分よりも体格のいい、凄すごみというには生なま温ぬるいが乱暴な印象というなら充分な迫力の彼等に対し、座ったままという不利もあるというのに、笑っている。

　異常としか思えない、神経が麻痺しているのかと疑いたくなるような光景に、ゼルフィは無意識の内に歩みを止めて見入ってしまった、その時、

「っんの──」

　怒りを滲にじませた声と共に、ゼルフィの横を風が吹き抜けていった。

　風の正体は先程までとぼとぼと後ろを歩いていたはずの雪ゆき子こで、尋常じゃない速度でベンチに向けて駆かけて行く。

　人間離れしてさえいる疾しつ走そうの後、雪子はベンチまでかなり距離を残した位置から地を蹴けって跳とび……優ゆうに飛距離五メートル以上の跳び蹴りを、水瀬遊矢へ殴なぐりかかろうとしていた男の顔面にめり込ませた。

　そしてそのまま空中でくるりと身を翻ひるがえし、ローリングソバットのような形でもう片方の男の側頭部を強したたかに蹴飛ばして、それからようやくスカートを翻して着地する。

「ぁんたら、何してくれてんのよ！　どうせナンパでしょ、男もいるってのに声かけてんじゃないわよ！　しかも無抵抗な人間に暴力を振るおうだなんてどういう腐くさった根性してるわけ、終しまいには二ふた目めと見れない顔になるまでボコボコのギッタギタにしてから警察に引き渡すわよ!?　それが嫌いやだったら今すぐ反省と謝罪をしなさいよっ！」

「ゆ、ゆっこちゃん落ち着いて……」

「無理よ雪子、失神しているみたいだもの」

　地面に倒れ伸びている二人に対して怒ど鳴なり散らす雪子と、そんな彼女を落ち着かせるように話しかける美樹と律乃。水瀬遊矢はまだ微笑ほほえんだまま。

　そんな光景を見ていたゼルフィは、背筋に冷たいものを感じていた。

　今の動き──恐らくは現場を見た瞬間に走り出したのだろうが、あんなに速く動ける人間をゼルフィは見たことがない。世界トップクラスの短距離走者の走りを目の前で見たことはないが、恐らくは今の雪ゆき子この方が速い。少なくとも、そう思わせるだけの速度だった。

　その後も見事な瞬しゆん殺さつだった。一人目に跳び蹴げりを決めた反動で空中に留まると同時に、一瞬だけ得た足場を利用して身を捩よじり、二人目を一撃で倒すだけの威力を持つ蹴りを放った──

『野生の獣けものを連想させる動き』という表現を聞いたことが何度かあるが、今の動きは正まさにそれだ。人の体があそこまで強きよう靱じんかつ柔じゆう軟なんに動くのを、ゼルフィは初めて目撃した。

　気が付けば、手に僅わずかながら汗が滲にじんでいた。

　興奮に似た焦しよう燥そうが原因だとは分かっているが、単純に驚かされた意味も強いだろう。

「さすが雪ゆき姫ひめ、手が出るのが速ぇ速ぇ。ま、使うのはいつも足だが」

　声に、ゼルフィはハッとして、斜ななめ前にいる姉の顔を覗のぞき見た。

　口くちの端はを吊つり上げ笑みを零こぼすその表情は、子供が玩具おもちやを見ている時のそれと同種のものだった。

『あれ』を見て、姉は驚いていない。つまり白しろ銀がね雪子の能力は知っていたということで、声に含まれた期待と興奮はいつもの発作的衝しよう動どうなのだろう。

　今姉は、ドイツ時代に何度か見たことのある、あの目をしているに違いなかった。

　優すぐれた能力を持ち才能を存分に発揮する人間を前にした時、どうしようもなく血が騒ぐらしかった。それがどんな分野であれ関係ない。或いは自分に匹ひつ敵てきするかもしれない力を有した相手を見つけた瞬間、スイッチが入ったように気が昂たかぶり雌し雄ゆうを決したくて堪たまらなくなると、ふとした拍ひよう子しに話してくれたことがあったのだ。

　当時、姉のことを知る人間は姉のことを『銀ぎん狐ぎつね』と呼称していた。それは美しさと狡こう猾かつさを示してというだけではなく、肉食獣じゆう特有の『誰が一番かを知らしめずにはいられない』という高い競争意識も併せ持つからだった。

　倒したいという衝しよう動どうが強ければ強いほど時と場所を選び、最も効果的と思われる瞬間に勝負を吹っかける。楽しみは最後に取って置くタイプ、というわけではない。だが、折せつ角かくの素材を調理せずに食べたりはしない。全すべては自分が最高に楽しむ為に、手間暇ひまを惜おしまず、今すぐにでも解き放ちたいはずの感情さえ抑え込む──

　……そのはずだった。

　なのに、不意にゼルフィの方へ振り向いた姉の瞳の色は、喜悦だけでなく余よ裕ゆうも感じさせるものだった。

　あれだけの力を持った人間を目まの辺りにして──例えその能力については前々から知っていたとしても、それでも以前の姉なら狂気染みた光を瞳に宿していたはずだ。

　それが、ない。

　その事実がゼルフィを動揺させ、性別が変わろうと人間でなくなろうと疑う余地の無かった疑念が渦うず巻く結果となった。

　今、目の前にいる男性は、本当に自分の姉なのか？

　そうだとして、この違いは何なのか？

　絶対と絶大を実現させたような存在だった姉が、不安定故ゆえに輝き、安全をまるで考慮せずに作られた特別機さながらの危うい魅力に満ちていたはずの姉が──

「ああなると雪ゆき姫ひめはしばらく止まらないだろうからな。今の内に、こっちはこっちで話でもするとすっか」

　──こんなにも穏おだやかに、自分へ注意を向けている。

　気まぐれ以外では言葉もかけてくれなかった姉が、当時望んでも叶かなわないと……むしろ叶わないことこそ望んでいた事態が現実に起きていて、ゼルフィはこれが夢なのではないかと真剣に思った。あのアトラクションに乗って気絶してしまい、自分の中の天国を彷徨さまよっているのではないかと。

　しかし姉の目に、細められると同時に生まれた鈍い光に、周囲の空気が急速に冷え、否いや応おう無しにこれが現実だと再確認させられた。

「お前、昨日からオレにべったりの癖くせに、二人きりにはならないようにしてたよなぁ？　顕けん著ちよになったのは昨夜──あの怠たい惰だ代表の女が現れてからだ。さて、それはなんでだろうな？」

　疑問系で言いながら、しかし姉の表情を見れば、答えはもう得ていると分かる。

　ゼルフィも、知られていると分かっていたからこそ、指摘された通り二人きりにならないよう立ち回っていたのだ。

　しかしそれも無む駄だに終わってしまったことが、姉の口から教えられる。

「フィー……お前がドイツから逃げ出した原因であるクソ親父おやじは、もういねぇ。つまりお前がこの国にいる理由も無くなった、っつーことだな。観光終えたらさっさと帰れや」

「……………………」

　言われたくないことをついに言われたショックと、慣れない日本語での説明を考えるのに思考は圧迫され、ゼルフィは唇くちびるを動かすも言葉を紡つむげない。

　それを見取ってか、

「言いたいことがあるなら言えや。特別にドイツ語で喋しやべるのを許可してやる」

　聞く相手によっては尊大に取られそうなことを言った。

　それは昔に姉が『他所よその国に行ったらその国の言葉を使え』と指示したことを知っていなければ言えない内容で、やはりこの人は間違いなく自分の姉なのだという理解に繫つながる。

　姉にああ言われたのならば、言わなければならない。沈黙を守ることなど不可能で、姉から嫌われるような行動も取りたくなかった。

『姉ねえ様さまがドイツに帰るのならば、私も帰ります。この国にいると言うのならば、私も残ります。元よりあの国に未み練れんなどありません』

「どうするかはお前の勝手だから好きにしろ。だが、以前みたいにオレの傍そばにいようと思ってんなら話は別だ。フィー──ここにお前の居場所はねぇよ」

『……どうしてですか？　私は姉様の傍にいることを望み、姉様もそれを許して下さりました。なのに……なのに、どうして……』

　ともすれば俯うつむいてしまいそうな暗い気持ちになりながら、それでもゼルフィは姉の目から視線を逸そらさなかった。

　真意を摑つかまない内は落ち込むことも許されない。

　姉が心変わりをした理由を知るまでは、その真しん偽ぎを確かめるまでは。

　必死の想いで今の状態を取り繕つくろっているゼルフィに対し、姉は首から提さげた銀のチョーカーを弄いじくりながら口元を綻ほころばせる。

　だがそこに浮かぶのは優しい笑みではなく、嘲ちよう笑しように近い歪ゆがんだ笑みだった。

「前は前、今は今だ。事実、五年の月日は短くなかったはずだぜ？　もうお前はオレが保護しなくても一人でやっていける年ねん齢れいで、それだけの能力は持ち合わせているはずだ。こっちに逃げて来る時だって、少なくとも半年は暮らしていけるだけの金を工面してから来たんだろ？」

『ですが私は姉ねえ様さまと──』

　ゼルフィは食い下がろうとしたが、姉の表情が冷たく整うのを見て、反射的に口を噤つぐんだ。

　見る者を射抜くような強烈に研とぎ澄まされた氷の目には、見覚えがある。

　あれは怖いことを言う時の目だと、ゼルフィは知っている。

　だが……それが自分へと向けられたのは、初めてのことだった。

「いい加減認めろや。もうオレはお前の姉じゃない。人間ですらない。ラインクォードの名は過去で、今のオレは井い沢ざわ玲れいだ」

『…………なら……なら私は、どうすれば良いのですか……？』

「決まってんだろ？　──自分で決めろ」

　突き放したその言葉は充分にゼルフィを痛めつけるだけの効力があったのに、それだけで終わらなかった。

「なぁフィー、本当は分かってんだろ？」

『……何を、ですか……？』

「お前が日本に来たのはクソ親父おやじの餌え食じきになりたくなかったからだ。逃げ出した先で、ろくに記憶にない母親の墓を参っていたのは、宿泊先にオレと泊まった旅館を選んだのは、他ほかに考え付かなかったからだろ？

　フィー──お前はまだ何も、本当の意味で選択するってことをしてねぇ。オレの言う通りにすれば迷わずに済んだから、それを引きずって生きている……けどな、そんな生き方がいつまでも通用すると思ったら間違いだ」

『…………なら、私は……』

　縋すがるような思いで呟つぶやいた言葉を、乾いた声が串くし刺ざしにした。

「それこそ知るかよ。自分で考えろ」

　話は終わりと告げるように踵きびすを返し、四人と倒れた二人のいるベンチへと足を向ける姉の姿を、ゼルフィは力なく見つめていた。

　笑い声と悲鳴が木霊こだまする園内で、ゼルフィだけは絶望の闇やみに包まれていた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　夕方までたっぷりと遊園地で遊び、ただでさえ美味おいしい夕食を今日は玲れいとゼルフィの兄妹の乱入なく済ますことが出来て満足度はさらに上がり、温泉もやっぱり気持ちが良かった。またもヴィータが入浴中で、もしかするとこの悪あく魔まは一日中入っていたのではないかと思ったが、訊たずねたところでそうだと答えられたら反応に困るので話しかけず、美み樹き達と和気藹あい々あいと楽しく過ごして、風ふ呂ろ上がりに飲んだプリン味のミルクセーキも甘あま々あまで美味しかった。

　そうして、とにかく上々な気分で、雪ゆき子こは布ふ団とんに包まれていた。

　まだ九時半と寝るには早い時間帯ではあったが、夜の旅館で出来ることはあまりない。テレビは無料だが、今日はあまり面白い番組をやっていなかった。卓球台はあったが、雪子とまともに勝負が出来るのは井い沢ざわ玲くらいしかいない為、却きやつ下か。麻雀マージヤンはルールが分からず、将しよう棋ぎや囲い碁ごを楽しむ歳としでもない。

　なので、少し早いが床に就くことになったのだ。

　尤もつとも、すぐに寝るわけではなかったが。

「でね、坂さか下した先せん輩ぱいってば、そのまま図書室でキスしたんだって」

「やるわね……もしかして、図鑑コーナーの奥で？」

「良く知らないけど、死角になってる場所があるって。ミキ、知らない？」

「……図鑑コーナーの奥で合っていると思うけど……あそこで、そんな……」

「でも、キスだけ？　本当はもっと先までいったんじゃないの？　坂下さん、あれで結構情熱的だから火が点ついたら止まらないと思うわよ」

「や、さすがにそこまでは知らないけど、千ち恵え先輩かアキなら知ってるかも。もしくは図書委員の誰かが目撃した可能性も……ミキ、心当たりは？」

「…………その……もしかしたら」

「あるのっ!?」

「どうだったの!?」

「ぃやぁ……恥ずかしくて言えないってばぁ……」

「えぇっ、やっぱりキス止まりじゃなかったの!?　ちょっとミキっ！」

「美み樹き、素直に吐はきなさい。独り占めは良くないわ！」

　もぞもぞと布ふ団とんを被かぶって頭も隠す美樹に、雪子と律りつ乃のが容よう赦しやなく的確なコンビネーションで両サイドから揺すりかけるが、美樹は恥ずかしそうにいやいやするだけで頑がんとして口を割らなかった。

　手て強ごわい美み樹きを責めるのをようやくで諦あきらめた律りつ乃のは息が荒くなっていて、額ひたいには薄っすらと汗あせを搔かいている。人をからかうのが好きな律乃だったが、ここまでムキになるのは珍しい。

　旅行効果というヤツかもしれないと思いながら、雪ゆき子こは自分の布ふ団とんの中へと戻った。律乃も乱れた浴衣ゆかたの裾すそを正して布団の上に座り、さすがに暑くなったのか美樹も布団の中からもぞもぞと頭を出す。目には薄っすらと涙が滲にじんでいたので、二人がかりの擽くすぐり責めに耐えるのは余程辛つらかったのだろう。が、女の子同士のスキンシップでは良くあることなので、雪子はあまり気にしなかった。この手のじゃれ合いに慣れてなさそうな二人はどうか分からないが。

「それにしても二泊三日って予想以上に早いわね……明日の昼にはもう帰るなんて、全然遊び足りない感じだわ」

　本人はしみじみと言ったつもりかもしれないが、熱の残る律乃の声は子供っぽく、尚なお更さらに名残なごり惜しさが伝わってくる。

　その気持ちは雪子にも良く分かった。三人の中では飛び抜けて活発だが、友達との交流が少ないという意味では二人と似たようなものだった。遊ゆう矢やの相手──というか自分から付き纏まとい、高校での友達は数えられる程度にしかいない。頻ひん繁ぱんに会う美樹や律乃とでさえ、話は良くするのだが遊ぶのは週に一度ある程度。それも長くて半日遊ぶだけなので、こうやって友達数人でずっと一緒にいるのは久しぶりのことだ。

　修学旅行とは違い、気分は高揚していても周囲の空気は落ち着いている。それが余計に寂しさを感じさせるのかもしれない。

　少し前の騒がしさはどこへやら、急にしんみりした雰囲気になった。祭りの後と似た空気に、雪子も感化されたように何も言えなくなる。雪子以上に流されやすい美樹は布団から出した顔を俯うつむかせて、感かん慨がいに耽ふけっているように見えた。

「……まあ、問題は過去じゃなくて今よね」

　深く重くなる一方の空気を破ったのは、さして大きくもない律乃の声だった。

　それに反応して顔を向ければ、彼女も雪子の方を見ていた。薄暗い中で分かり難にくいが、口元に薄い笑みが浮いているようにも見える。何となく嫌いやな予感がして雪子は布団の中で身み悶もだえた。

　予感が的中したことは、すぐに分かった。

「明日はもう宿泊がないわ。つまり今日がラストチャンスよ」

「……何の？」

「決まってるでしょう？　夜よ這ばいよ」

「夜這っ?!」

　叫ぶように声を上げてガバッと体を起こした雪子に対し、律乃はさらに体温を急上昇させる言葉をぶつけて来た。

「こっちは三人いるし、水みな瀬せ君はそんなに積極的には見えないもの。いつまでも進展しない関係を一気に進めるには、それくらいしないと駄だ目めよ。旅先での甘あまい、初めての経験──シチュエーションは悪くないと思うけど？」

「初ッ──!?」

「別に、いきなりって訳じゃないもの。あなた達が一緒に過ごして来た時間を考えれば、いつ『そう』なってもおかしくなかったんじゃない？　まあ……正直、水みな瀬せ君にそれは期待出来ないのかもしれないけど」

「っ…………どうして期待出来ないって？」

　顔はもう赤面しまくって今すぐにでも顔を洗って冷やしたいが、暗い中では見えないだろうことと、目先の好奇心に負けてその場に留とどまり、雪ゆき子こは出来るだけ穏おだやかに訊たずねてみた。

　女の子らしく足を斜ななめに崩くずして座った律りつ乃のは口元に指を這はわせ、明後日あさつての方向を見た。そちらには壁があるが、壁の向こうには遊ゆう矢やがいる部屋がある。

「水瀬君からはあのくらいの歳としの男子が滲にじみ出しているようなギラついた性欲なんて、一ひと欠片かけらだって感じないもの。興味がない……って訳でもなさそうなのに、不思議ね」

「そんなことは……ないでしょ。まどかさん──演劇部の美人部長のおっきな胸に視線釘くぎ付けなのは良くあることだし、赤あか石いしさんとも結構仲良く……」

　二週間前に一ひと悶もん着ちやくあった相手の名前を言って、それから雪子は芋いも蔓づる式に色々なことを思い出した。

　赤石智とも子こは、自分を恋敵と見み做なしていた彼女は、何と言っていたか？

　四月に彼女が絡からまれていた時、助けに入った遊ゆう矢やから『何も感じられなかった』と、そう言っていた。それを不思議に思い好奇心を刺激されたのが切っ掛けだったのだと。

　遊矢と仲良くしている演劇部の女生徒達も、まるで雪子に当てつけるかのように遊矢に引っ付き、しかも学園祭向けの演劇練習の時にはわざと着替えを一緒にしたこともあるらしいことを部長の西さい苑えんまどかから聞いていた。

　彼女達も普通なら、いくら遊矢が無害で弱そうだとはいえ、多少気に入っているとはいえ、そこまで無防備に挑発するような行為をしないはずだ。

　それに関してまどかが言った言葉は、『遊矢くんは透明だから、気にならないの。けれど実際にそこにいるから、気にかけて欲しいんですよ』という、詩的で不思議なものだった。

　雪子にはまるで意味が分からなかった言葉だが──不意に、繫つながった気がした。

「うん……そうかも。水瀬くん、生々しい感じがしないもの。普通の男の子って、あんな綺き麗れいな生き物じゃない気がする、かな……？」

　ぽつりと、静かな部屋なのにやっとで聞き取れる声で呟いた美み樹きは、相変わらず雪子達の方ではなく、白いシーツに包まれた敷しき布ぶ団とんに視線を落としていた。だが親友がどんな顔をしているのか、雪子には手に取るように分かった。

　いつだったか、喫きつ茶さ店で遊矢のことを言っていた時がある。その時の、少し複雑な表情──あれは多分、自分でも理解出来ていない、だが見過ごせない違和感に戸惑っていたのだろう。

　対して、一年分という経験の蓄積が解答を導き出したのか、律りつ乃のの言葉は的まとを得ていた。興味はあるはずなのに、そこに直結するはずの実体は感じられない。普通なら在り得ないし、説明も付けられない。

　だが……遊ゆう矢やが緊張感と恐怖を失っているという前提があるとしたら？

　それが透明と感じさせる原因だとしたら？

　そして、その心が色褪あせている事実があるとしたら？

　色褪せるということはつまり色が薄くなるということで──究極的には、空気のように無色透明になるということだ。空気はそこにあっても、見ることも摑つかむことも出来ない。

　そしてそのままさらに薄れてしまえば──

「……ちょっと、出かけて来る」

　自然を装って言ったつもりだったが、気が急せくあまり体は既すでに立ち上がっていた。手早く浴衣ゆかたの乱れを直し、そのまま美み樹きを踏まないように跨またいで、スリッパを突っ掛けて外へと……

「あ、待ちなさい」

　ドアを開けると同時に掛けられた声に、雪ゆき子こは部屋へと振り向いた。ドアの隙すき間まから入って来た通路の光が邪じや魔まをして闇やみの中にいる二人の顔は見えないが、奥にいる律乃からは振り向いたのが見えたようで、

「この旅館、十一時を過ぎたら自動ドアが開かなくなるらしいわ。その前に大事なことは済ませなさいよ」

「大事なことって何よ？」

　言われる内容は半ば想像出来たがそれでも一応訊たずねると、

「決まっているでしょ。避ひに──」

　全すべてが聞こえる前に滑すべるように外に出てドアを強く閉め、雪子はため息を一つ。ドアの向こうから怒ど鳴なり声のようなものも聞こえるが、とりあえず無視する。

　ドアに背を預けた状態で一回、二回と深呼吸をして気持ちを落ち着けて、

「……よし」

　呟つぶやき、隣の部屋の前へと移動する。

　鉄製のドアには呼び鈴りんがついておらず、ノックをするしかない。従業員は合鍵を持っているらしいが、当然雪子は持っていないのだ。

　軽く握った手を、甲こうをドア側に向けて持ち上げて、コンコンと控えめに叩たたいた。

　しかし今くらいの叩き方では中には響かないだろうと思い、ちょっと強めにガンガンと叩く。

　……十数秒経たってもドアの向こうに気配を感じられず、少しいらっときた雪子がドンドンと強くドアを打ちつけると、ようやく鈍い反響で「はぁーい？」という声がした。

　こちらも応対の声を上げようかと思ったが、廊ろう下かで大声を出すことになるのでそれは止やめておく。

　雪ゆき子こはノブが捻ひねられてドアが内側に開くのを見守り、

「あれ？　雪ゆきちゃん、どうかしたの？」

　顔を出した浴衣ゆかた姿の遊ゆう矢やに、出来るだけ自然な笑みを作って話しかけた。

「ちょっと、ね。今、何してたの？」

「日記書いてたよ。もう終わったけどねー」

「へぇ、日記なんて書いてたの……まあでも終わったんなら丁ちよう度ど良かったわ。ちょっと話があるから中に──」

『入れて』と言おうとし、明るい部屋の中に敷かれた布ふ団とんが目に入った。

　途端、雪子の頭の中には『夜よ這ばい』という律りつ乃のによる呪じゆ詛その言葉が湧わき上がり……

「そっ、外に出て話すわよ！　ほら、グズグズしないでっ！」

「ふぇ？　ちょっと雪ちゃん、まだ部屋の電気が……」

「すぐ済むから、そんなの後で！」

「えー、鍵はー？」

「誰も入ったりしないわよ！」

　一刻も早くドアを閉めてこの場から立ち去りたい雪子は強引に遊矢の手を引っ張り、浴衣姿にスリッパを履はいただけの状態の遊矢を連れて気持ち速めに廊下を歩く。

　どこに行くかは決めていないまま、ロビーを抜けて出入り口を抜けて……着いた先は、昨夜も来た庭園だった。

　意図して来たわけではないが、人ひと気けは無く、涼しい夜風は熱ねつ暴ぼう走そうを始めそうだった頭を冷やしてくれる。真ま面じ目めな話をするには丁ちよう度どいいロケーションだった。

　旅館が近いのでそこまで暗くはないが、空を見上げれば都会とはまるで違う深い黒色の夜があり、なのに星の光が強く多いのでいつもより天が近く感じられる。

　吐はいた白い息が闇やみに溶けていくのを見届けた頃にはすっかり落ち着きを取り戻し、雪子はくるりと振り返る。

　標準でぼけっとしている遊矢は、珍しく一点を見つめていた。それが注連しめ縄なわの巻かれた大岩であるのはすぐに分かったが、雪子はしばし何も考えずに眺めて…………ふと、間違いがあることに気が付いた。

「あれ……この岩、確かヴィータって悪あく魔まが……」

　割ったはずなのに、そんな痕あとはどこにもなくきちんとくっついている。割られた事実が消えてしまったかのように。

　岩だけではない。同じく割れた大地も、何事も無かったかのように裂さけ目が消えている。

「これ、ひょっとして……」

「うん、そうだろうねー。ヴィータが直したんだと思うよ」

「よね……ちょっと意外だけど」

　いつの間に直したのかも分からないが、自分勝手で何を壊こわそうが面倒臭がって尻しり拭ぬぐいなどしなさそうな印象があるのに、後始末をしていたとは。

　見かけに寄らず律りち儀ぎなところもあるのかもしれないと思い、雪ゆき子こは一つ頷うなずいた。とりあえず、旅館に迷惑が掛からなかったのはいいことだ。

　今もあの女悪あく魔まは露ろ天てん風ぶ呂ろで寛くつろいでいるだろうかと考えていると、不意に強い風が横殴なぐりに吹いてきた。長居すれば風邪かぜを引くかもしれないと思わせるには充分な寒さに、雪子は身を震わせつつ遊ゆう矢やと対たい峙じする。

「ね、遊矢……今日は楽しかった？」

　世間話のように訊たずねるが、簡潔に済ませるには無む駄だな話はしていられない。

　ちゃんと目的に沿った問いかけで、尚なお且かつ気負いせずに訊きけるスムーズな出だしに、遊矢はいつものようににっこりと笑った。

　──いつものように。

「うん、楽しかったよー。『ローリング・ローリング・ロード』はちょっときつかったけど」

　ホイール状の回転系アトラクションの名前を口にして、それから遊矢は少し頭を傾け、

「でも、お昼くらいからフィーちゃんが落ち込んでたねー。玲れいと何かあったのかな？」

「さあ、あたしは気付かなかったけど……でも、そう……楽しかったの」

　確認するように呟つぶやいて、雪子はしばし沈黙する。

　ややあってから、頰ほおをくすぐっていた髪かみを指で払い、真まっ直すぐに遊矢を見つめた。

　笑顔の幼おさな馴な染じみに対し、憂うれいを帯びた瞳で。

「あたしはバカだから良く分からない……でも、何となく、ちょっとだけなら分かるわ」

「ふぇ？　何が？」

「感情がないままだと心が衰弱するって、あのシゼムって悪あく魔まは言っていたわ。それってつまり──何も感じなくなるってことよね？」

　そうであって欲しくない……願いながら、雪子はそれでも口にする。

　視線も逸そらさない。逸らしてしまえば、ちょっとした変化に気付けない。

「あたしってば想像力がないから、どうにも摑つかめないのよ。何も感じなくなったら当然だけど笑ってなんていられないだろうし、誰かを心配することも出来ないと思う。それが出来ている遊矢は大丈夫だと思う……思うけど、いつも笑っているから、つい変なこと考えちゃって」

　雪子は唇くちびるを軽く嚙かんで、

「……もしかしたら、楽しくなくても笑えるんじゃないかって……心配してなくても心配する振りが出来るんじゃないか……、なーんてね」

　明るく言おうとして、それに失敗したことはすぐに分かった。

　涙は、出ていない。確証があったのならば別だが、勝手に思い込んでいるだけかもしれないのに泣いてなんかいられない。

　声は少し掠かすれていたが、唇くちびるが震えるほど感極きわまっているわけでもない。

　だが──一度マイナスに傾いた想像は歯止めが利かず、ただ遊ゆう矢やの控えめな微笑を見ているだけでも暗く沈みそうになる。いっそのこと、夜空の闇やみに吐と息いきと共に溶けてしまいたくなる。

　……そんな弱気な自分が嫌いやで、負けてたまるかという気持ちも同時に生まれ──それがギリギリで雪ゆき子こを食い止めていた。

「考えても、答えなんて出せないからさ。あたしはあんたやバカ沢ざわと違って頭悪いし、これまでずっと一緒にいたのに何にも気付かなかったのに、いきなり分かるようになるわけでもないしね……開き直るわけじゃないんだけど。

　だから──遊矢の口から、聞かせて。あたしが今までしてきた行為が無む駄だだったんなら、そう言って。どうにかして、足りない頭を絞しぼって、ミキや律りつ乃のさんにも一緒に考えてもらってでも良くする方法を探してみせるから……だから、お願い」

　前を見て──遊矢だけを見て、小こ細ざい工くも脚色も彩りもない、思ったことをただ真まっ直すぐに伝える。

　それしか出来ない。自分が器用な人間でないことは雪子自身が一番良く知っていて、ちょっと無い知恵を絞って下手へたな演技をしようとしても、そんなものは遊矢に見抜かれるだろう。

　だから真まっ向こうからの最短距離で、最高速度で。

　余計なものは切り捨てて、恥ずかしいとか怖いとかそんな気持ちも抑え込んで、必要で大切な想いを単純な形で伝えるしかなかった。

　ずっと逸そらさずにいる視界の中で、遊矢は大した変化を見せなかった。

　初めはにこにこと何が楽しいのかと訊ききたくなる笑顔だったのが、雪子が大事な話をすると感じ取ったのか笑みを薄め、今は普段より若じやつ干かんシリアスな表情になり、透すき通るような目で見返している。

　話の間、動揺もちょっとした感情の動きも、雪子には読み取れなかった。相変わらず何を考えているのか分からない。

　もし……もしもその理由が感情欠落による精神状態の悪化というなら、最悪の予想が当たってしまったということに──

「雪ゆきちゃんに出来ることかぁ……」

　遊矢の少し間延びした声に、雪子の背筋が強こわ張ばる。

　対して、緊張とは絶縁状態にある遊矢は、苦笑するように口元と頰ほおを緩ゆるませて、

「特にないかな。あ、悪い意味じゃなくて、今のままで充分っていう意味でだよ？」

「……本当に？　本当にそれで、遊矢の状態がこれ以上悪くなるのを食い止められるの？」

　今までと同じでいいと言うなら、逆に言えば大して悪くなっていないということになる。

　確かに、二週間前にシゼムが告げたのは『一般的な場合』であり、遊矢がそれに当てはまっているかどうかは分からない。具体的にどれくらいの時間が経たてば心が磨ま耗もうしきるのかも聞いていない。ヴィータや玲れいに訊きけば分かるのかもしれないが……怖くて、聞けなかった。

　遊ゆう矢やの態度は昔から変わっていない。だから大丈夫という可能性も充分に在り得ることだ。

　だが、もしもそうでないなら……

「──何か出来ることがあるならハッキリ言って。でないと……何をしてあげればいいか、分からないから」

「本当に、別に大丈夫だよ？」

「それでもよ。元々、あんたには感謝してもし足りないくらい色々と貰もらっているんだもの、大丈夫でも何かしてあげたいの」

　少しムキになってそう言うと、遊矢は少し考えるように首を捻ひねり、

「うーん…………それじゃ、ちょっと動かないでね」

「え、うん……？」

　具体的な内容には触れていない注文に、雪ゆき子こは戸惑いながらも頷うなずいた。

　向かい合った状態から、元々遠くなかった距離をゆったりとした二歩の歩みで埋めた遊矢は、そのまま──

「ぁ……」

　正面から静かに抱き締められて、雪子は僅わずかに身を震わせた。

　肩に乗る、というよりは埋うずめられた顔から温ぬくもりを感じ、息遣づかいが浴衣ゆかた越しに伝わってくる。

　両腕は背中に回されているが、力は込められていない。

　体の前面が密着している状態に、雪子は呼吸と鼓こ動どうが伝わってしまうのではないかと焦あせり、それでも跳はね除のけようという考えは頭になかった。

　形だけ見れば、学園祭前夜と同じような状況だ。しかし内実は違う。

　あの時は訳が分からずに抱き着かれ、恥ずかしさだけが頭を占めて離れようともがいていた。

　今回は、避けることが出来た。遊矢が目の前に来た時、何かをされるのを理解して、それでも動かずにされるがままにした。恥ずかしいのは一緒だが、それを理由にみっともなく暴れたりはしない。

　遊矢が何を考えているのかは分からないが──もしくは何も考えずにやっているのかもしれないが──それでもいい。

　自分で役に立てることがあって、それが自分の正義に反していないものなら、何でも協力してあげたいというのが、雪子の本心だった。

　それに──トクトクと素直な心臓が高鳴っているように、こうしているのは嫌いやじゃない。

　むしろ一度は落ち着いた体の火ほ照てりが心地良く、安心感と充足感が胸を満たしてくれた。

　この状態を一言で表すとしたら、それは『幸せ』という得難いものだと、体はとっくに理解しているようだった。

　遅れて理解を始めた脳は貪欲で、『このまま時間を止めていたい』と思う体とは違い、『このままで終わりたくない』と訴えている。

　もっと、

　もっと、

　もっと──

　だから遊ゆう矢やが顔を上げた時、当然のように『次』があるのだと信じて瞼まぶたを閉じ、



「………………………………ぇ？」

　確かな感触と熱が離れていくことで、自分の想像が外れたと知って気の抜けた声を上げてしまった。

　目を開ければ、一歩下がった位置にいる遊矢はにっこりと微笑ほほえんでいて、

「うん、これで平気。ありがとねー、雪ゆきちゃん」

「……もう、終わり？」

「うん」

「…………本当に？」

「そだよー？」

「……………………あたしは、そのっ、別に…………ぃぃ、けど？」

「そんなぼそぼそ言われても聞こえないよ？　大きな声で言ってくれないと」

「っんなこと大きな声でなんて言えるわけないでしょ！」

　逆ギレ気味の叫び声は庭園に響き、雪ゆき子こは慌あわてて自分の口を押さえた。

　そのまま、少しだけ恨うらめしい想いもあったので遊ゆう矢やのことを睨にらんでやるが、やはりというか遊矢は不思議そうに笑みを浮かべているだけで、怯ひるむことも勘かん付く様子もない。

　せっかくかなりいい雰囲気だったというのに、そんな名残なごりはもうどこにもなく、今から続行するのはむしろ興きよう醒ざめになる。

「ったく……甲か斐い性しようとか空気を読むとかその場の勢いとか、とにかくそういう大事なところが欠けてるんだから……」

　未練を吐はき捨てるようにぶつぶつと呟つぶやいて少しずつすっきりし始めた雪子の理性的な部分が、そろそろ潮しお時どきだと告げていた。

　冬はまだ遠いが秋も深くなってきており、場所によっては紅葉も見られる時期だ。おまけにここは山を降くだって風が吹き込むらしく、かなり寒い。

　雪子の体に限っていえば羞しゆう恥ちによって温かかったが、勝手に自家発電が起きただけなので、それは他者には当てはまらない。現に遊矢の指先は微かすかながら震えており、このままでは風邪かぜを引くのも時間の問題だろう。

「……話は済んだし、もう戻るわよ。かなり寒いでしょ？」

　一方的に気まずくしていた空気を解とかすように軽めの口調で言うと、

「ふえ？　でも、雪ちゃんは全然平気そうだけど？」

　遊矢はきょとんとした顔で、不思議そうに訊きき返して来た。

　──何か、違和感があった。

　しかしその正体は分からず、雪子は少しむっとして、

「あたしは元気だからいいのよっ。問題はあんたで、ほら、手なんか震えて……冷たっ!?」

　何気なく触れた遊矢の手は本当に冷たく、雪子は驚きつつもその手を離さず、逆にギュッと握り込んだ。

「早く中に戻りましょ。明日は帰るのに風邪かぜなんて引いたら……もう、こんなになる前に言ってくれれば良かったのに」

　言って、それから自分がこんな所に連れ出したのだと気付き、雪子は俄にわかに赤面し、

「ほらっ、さっさと行くわよ」

　遊矢の手を握ったまま、来た時同様の早歩きで正面玄関へと向かう。

　ぼんやりと、手が冷たい人は情に厚いという言葉を思い出しつつ、雪子は振り返らずに足を動かす。

　赤くなった顔を見られたくもなければ、いつものように笑っているであろう遊矢の顔を見るのも照れ臭かったのだ。

　徐々に冷たさを感じなくなる手の感触だけ感じられれば、それだけで充分だった。
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　ゼルフィ＝ラインクォードにとって、姉の存在は絶対であり、己の全すべてに近しい程の巨大なものだった。

　だからその姉に突き放された瞬間、視界からは彩りが消え失うせ、耳から入り込む音はノイズ混じりの雑音と化した。

　冷たくされたのは初めてではない。気まぐれな姉は、優しく接してくれることよりは距離を置くような冷たい態度を取ることの方が多かったくらいだ。

　その為、ゼルフィは自分から距離を置くことを覚えた。そうすればうざったくあしらわれることも、付き纏まとって文句を言われることもなかったからだ。自然と会話は少なくなり、特に世間話のような戯たわむれはなくなり、自分から行動を起こすこともなくなり──

　それでも、ゼルフィはどこかで安心していた。

　姉と自分の間には血の繫つながりという確かなものがあったから、同じ家に住んでいられるという喜びがあったから、それに頼ることが出来た。

　しかし──今の姉は、性別が違うことが決定的に示す通り、前の姉とは違う。

　姉と自分にあったはずの血の縁は、今はどこにも存在しない。

　一時的に嫌われても帰る場所は同じという安心も消滅している。

　今、姉と自分を繫いでいるものは…………何もなかった。

　何も考えられぬまま、ただ後を付いて行くだけで遊園地での時間は終わり、旅館に戻ってからは自分の部屋に籠こもり、外に出ることはせず、運ばれて来た夕食にも殆ほとんど手をつけることはなく、ただ時間だけが過ぎていった。

　ゼルフィがようやく部屋から出たのは、日付が変わって三十分近く経たった頃。

　目的は、入浴することだった。いくら気持ちが塞ふさいでいようと汚れたまま寝床に入るのは躊躇ためらわれ、極力誰にも遇あいたくなかったので、掃除する少し前に行けば他ほかの客はいないだろうと踏んだのだが、その予測は当たった。

　脱だつ衣い所じよには誰もおらず、籠かごは全すべて空っぽだった。

　衣服を脱ぎ、下着もちゃんと畳たたんでから籠の中に仕し舞まい、カラカラと音を立てて引き戸を開けて露ろ天てん風ぶ呂ろへと移動する。

　湯煙が夜の闇やみを彩る中、人の姿はどこにも見当たらなかった。

　ただし、人でない者はいた。

「…………」

　岩風呂の中に女悪あく魔まのヴィータ・マギンの姿を見かけても、前回のように固まるようなことはなく、ゼルフィは無視を決め込んで手近な洗い場に座る。

　どうやら彼女に敵意はないようだが、そんなことは関係ない。姉と自分が離れた要因である以上、『あれ』は敵だ。もし彼女が召しよう喚かんされなければ他ほかの悪あく魔まが来ていたのだろうから、結果は変わらないだろう……それはゼルフィにも分かる。

　だが理解したところで、それが逆さか恨うらみと分かっていても、胸にあるこの感情は変化しない。

　かといって、勝てる相手ではない。勝負にすらならない。蟻ありだって数が集まれば虎とらを殺すことが可能だが、灼しやく熱ねつの太陽が相手なら『勝つ』という発想すらないだろう。そういう次元の差が人間と悪魔の間にはあるのだ。

　ゼルフィが出来ることは、少しでも早く髪かみを洗い体を清め、部屋に帰って何も考えずにいられる夢の中へ逃げ込むことだけだ。

　──結果的に、それは叶かなわなかったが。

「そう頑かたくなに意識から排そうとせずとも良いではないか、ラインクォードの末すえ娘むすめ」

　泡あわに塗まみれていた体を桶おけに溜ためた湯で流し終わったところに、その声は聞こえてきた。

　だが、ゼルフィに返す言葉はない。悪魔の気まぐれに付き合うつもりは無い。

　早々にこの場から離れるべく、桶に残っていた僅わずかな湯で足元を洗い流して立ち上がり──

「ふむ……まあ、主ぬしの気持ちは分からぬでもない。大事な姉君を奪う手助けをした我を恨むのも仕方ないことよ──その侘わびという訳ではないが、主の抱えている靄もやを晴らそうか」

　……つい、動作を止めてしまった。

　ヴィータが意外なことを言い出したのも勿もち論ろんだが、自分の心を見み透すかしたように語る声そのものに魔ま法ほうめいた力があり、聞かずにはいられなかったのだ。

　振り向けば、尊大な悪魔は白はく濁だくの湯に胸辺りまで浸つからせ、背と両腕を縁ふちの岩に預けた状態でゼルフィを見ていた。



「気付いているのであろう？　自分の心を何が搔かき乱しているのか、仮にも魔ま術じゆつ師として鍛たん錬れんを積んだ者ならば気付かぬわけがない。直視出来るかどうかは別の資質が問題になる故ゆえ、そこまでは断言出来ぬがの」

「……私は現実を見据えることが可能です。侮あなどるのは拒否します」

「そうかそうか、それなら良い、話が短くて済む。して、訊きこうか？　主の心を惑わせる最大の原因──それは何じゃ？」

　訊たずねられ、ゼルフィは……即答を拒んだ。

　自分が悩む理由など姉以外にない。だから姉がいなくなった後は言われた通り一人前の魔術師になる努力と、一般社会に生きる人間としての力を手に入れる為の勉強に励んだ。ようやくそれが実ろうという時期に父親が不穏な空気を纏まとっていたことに気が付き、盗聴によって大体の思惑を知り、そんなくだらない理由で自分の成果を台無しにされる前に逃げたのだ。

　だが──だからこそ、姉の名前を挙げるのは躊躇ためらわれた。

「言えぬか……だがそれで良い。そうでなければ我がアドバイスをする意味がない」

　沈黙の意味を理解しているような物言いに、ゼルフィは違和感を覚えた。

　自分の心の内は理解しているつもりなのに、今のヴィータの口調はそれを否定する含みがあるように感じられた。

　そんなはずはない──そう言い切りたいが、目の前の悪あく魔まと、己の中にあるもやもやとした蟠わだかまりが、声にさせなかった。

　そんなゼルフィに、ヴィータは目を細めて妖あやしく笑いかける。

「主の心を占めているのが姉というのは我も理解しておる……しかし、ラインクォードの末すえ娘むすめよ。肝かん心じんのレイ＝ラインクォードの心を占めているのは、果たして誰か？」

「…………それは……」

「気付いておるのであろう？　我を以ってして認める傑けつ物ぶつたるあの者が、悪魔という人間を超越した存在の中でも特別たるあの者が、今は一人の人間に心を砕くだいておる。はてさて、それは誰のことかの？」

「……………………」

「レイ＝ラインクォードが悪魔になった要因は確かに我よ。しかして、今あの者が昔とは違う気質になっておる要因は──」

「それ以上は不必要です」

　キッパリと、ゼルフィは褐かつ色しよくの悪魔に告げた。それが単なる拒絶ではないと分かっているのか、ヴィータは口元を歪ゆがめて笑う。

　そう、それ以上の言葉は必要なかった。

　──いや、それ以前にそんな助言自体が必要なかった。

　とっくに気付いていた。あの男の特異性に気付いた時から、彼を見る姉の目に浮かぶそれにも気付いていた。

　自分が見たことのない感情の色に、気付かないはずがなかった。

　だが否定したかったから、それを認めなかった。

　仕方なく認めた上でも、否定していた。

　しかし……それはもう意味を成さない。

　否定の形を変えれば、それは肯定に繫つながると気付いたのだから。

　繫がるのだ──あの男よりも自分が優れていると証明すれば。

　あの男の存在自体を、自らの力で否定すれば。

　その存在を消し去れれば、自分は姉に認めてもらえるのだ。

「……姉ねえ様さま」

　一流の魔ま術じゆつ師になるつもりだった。

　しかしそれには足りないものがあることも分かっている。

　目的を達する為に非情となり、ありとあらゆる手段を使うことを厭いとわない──それが魔術師の本性であり、そうでなければ一流にはなれない。

　姉のように、美学に沿わない行為を排して尚なお一流になれるほどの才は、自分にはない。

　だからこそ、手段など選んでいられない。

　──姉に指摘された、逃げてばかりの、自分から選ぶことをしない弱さ。

　その弱さを塗り潰つぶす為にも、やるしかない。

　そして証明する──




　水みな瀬せ遊ゆう矢やを消すことで。













四章　選択する可能性







　旅行最終日の三日目も朝からいい天気で、天気予報では東日本はほぼ一日中晴れるという発表があり、この段階で雪ゆき子こは旅行の成功を確信していた。

　美み樹き達と三人で朝食に向かう途中に遊ゆう矢やの部屋を訪れてみたものの。もう出た後のようだった。それでも気分の良さは変わらずに、三人でわいわい喋しやべりながら食堂へ行く。

　洋風の食堂は四人掛けのテーブルが十、六人掛けのテーブルが四つあったのだが、遊矢は既すでに六人掛けのテーブルに着いていた。隣に座っていた井い沢ざわ玲れいがいち早く雪子達に気付き、軽く右手を上げる。

　美樹はそれにどう応じていいか迷っていたようだったが、雪子は迷わず無視し、バイキング形式の料理が並ぶテーブルへと向かった。

　和洋両方揃っている料理はどれも美味おいしそうで、空腹が強調される。

　何となく今日は洋食の気分だった雪子は取り皿にサンドイッチを各種二つずつ載のせて、グラスにオレンジジュースを注そそいで、遊矢達のいるテーブルへと向かう。

　その途中、玲れいの妹であるゼルフィが四人掛けのテーブルに一人で座っている姿が目に入った。意外なことに味み噌そ汁しるの入った椀わんが置かれていて、なのに後のメニューはクロワッサンやオムレツという洋風メニューで、なんだか妙みようなバランスになっている。

　彼女がぽつんと一人でいる理由は分からなかったが、昨日の午後から少し様子がおかしい気もした。玲にべったりだった彼女が意図的に距離を置いていると感じられたが、朝食の席でそれがハッキリと分かる形になっている。

　人の兄妹関係に口を出すのはお節せつ介かいなのかもしれないが、それでも雪子は遊矢の向かいに座ると同時に、声を抑えて玲に話しかけた。

「……ちょっと、妹さんが寂しそうなのどうにかしなさいよ。どうせあんたが何かやったんでしょ？　違うって言っても信用しないわよ」

　決め付けての言葉に、隣でぐちゃぬちゃと納豆を搔かき混ぜる遊矢の皿に載のったベーコンエッグにウスターソースをかけてやりながら、玲は素そっ気け無く答えた。

「信用しろとは言わないが……まあ、どうにかする気もねぇし。問題ナシだ」

「なんでよ。遠くから来てこっちに不慣れな妹さんに優しくするくらい出来ないわけ？」

「うちはスパルタが基本だからな。あいつが縋すがってきても払い除のけるのが愛情、恨うらめしげに見られてもさくっと無視するのが愛情──っと遊矢、それもう充分だと思うぞ」

　吞のん気きに醬しよう油ゆの瓶ビンを渡す玲に憤いきどおりを感じた雪子だが、一理ある。やはり他人の家族のことは、こちらが親切のつもりで先走ればありがた迷惑にしかならない。

　むすっとしつつも説得を諦あきらめると、遅れていた美み樹きと律りつ乃のもやって来て席に着いた。律乃は洋食で、美樹は遊ゆう矢やと同じで和食。玲れいはフランクフルトもあれば焼き魚もあり、茶ちや碗わん蒸しもあればオニオンスープもありとごっちゃな選択をしているので、和洋半々といった具合だ。

　面子メンツが揃ったところで早速食べ始めると、

「そういえば」

　律乃が丁てい寧ねいな動作でパンにオレンジのジャムを塗りながら、ちらりと視線を上げて遊矢へと言った。

「先に来ていたけれど、井い沢ざわ君に誘われたの？　どうせならこっちにも一言かけてくれれば良かったのに」

　一瞬、『どうせなら』の辺りで視線を感じた雪ゆき子こは律乃の顔を窺うかがうが、こちらを見ようとしないので事実かどうかは分からなかった。

　だがしかし、

「んー……誘われたというか、昨日の夜から一緒だったよ？」

　遊矢のその一言の破壊力に、そんな些さ細さいなことはどうでも良くなった。

「え？　あ、ぇっと、それはつまり……えぇっ!?」

「……………………………………………………そんなことになっていたなんて……」

　混乱する律乃に、何故なぜか頰ほおを赤く染める美樹。

　そして雪子は口をあんぐりと開けて、手に持っていたサンドイッチをテーブルの上に落としてしまったまま、硬直していた。

　しかしそれが解けた瞬間、

「どっ、どういうことよ!?　ちょっとバカ沢ざわあんた何してくれたわけ?!」

　ガタっとイスを倒しながら立ち上がり、摑つかみかからんばかりの勢いで玲を問い詰める。

　横では、

「…………やっぱり『何か』があったのかしらね」

「……………………、…………………………………………っ、…………………………！」

　友人二人が色々と妄もう想そうを広げているようだったが、今はそれを窘たしなめる余よ裕ゆうもない。

　爆弾発言をした遊矢は何で雪子が慌あわてているのか分からないように微妙な笑顔で首を傾げ、全すべてを理解しているはずの諸悪の根源はくつくつと笑い声を漏もらし、

「いやぁ、やっぱ旅行に来て一線を越えるのは基本だろ？」

「こここ越えたのっ!?」

「オレはトリッキーなプレイが好きだが基本も抑えている男だぜ？」

「プレイッ!?　抑えてぇ」

「雪ちゃん、声が大きいよ？　みんなこっち見てるよ？」

　自分の発言が発端だというのに吞のん気きに注意してくる遊ゆう矢やに、雪ゆき子こは厳しく視線を走らせて、

「元げん凶きようはあんたでしょ！　ああもうっ、あんなことした後でバカ沢ざわと一夜を過ごすだなんて、非常識にも程がある……」

　感情に任せて怒ど鳴なる言葉を言い切る前に、雪子は自分の失態を悟さとって口を噤つぐんだ。

　怒りとは違う理由で顔が熱くなるのを感じつつ、恐る恐る横を見れば、二人の友人はまじまじと雪子の顔を注視して──ぽつりと、呟つぶやいた。

「あんな、こと……？」

「…………した後で？」

　質問攻めの対象が雪子に移ったのは、言うまでもなかった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　なんとか話をうやむやにすることに成功した雪子だったが、おかげで朝食はろくに食べることが出来ずに終わり、部屋に戻ってからも大幅に削けずられた気力は回復せずにぐったりとテーブルに突っ伏した。

「だらしないわね、あれくらいで」

　淡々と言う律りつ乃のだが、顔を見れば微妙に笑っている。

　癪しやくに障さわるが、ここで蒸し返して損をするのは自分だと分かっているので、雪子はテーブルに額ひたいをつけて知らんぷりをする。

「ここを出るまでまだちょっと時間があるけど……美み樹き、眠ねむいならもう少し寝た方がいいわよ。後が辛つらくなるから」

　雪子が話に乗って来なかったからか、律乃の興味は美樹に向いたようだった。雪子もつられて美樹を見ると、確かに眠そうに欠伸あくびをしている。

「でも……最後にお風ふ呂ろ……」

「それもいいけど、あと三時間は余よ裕ゆうがあるのよ？　少し寝て、起きてからお風呂に入って、それから出ればいいじゃない」

「そうね、あたしもそれがいいと思う」

「……………うん………そうしようかな」

　言いながらもずるずると、座った状態から体をずらして横たわる美樹。そのまま寝てしまいそうな雰囲気に、律乃が近くにあった座ざ布ぶ団とんを二つ重ねて彼女の頭の下に敷いてやる。

　そんな様子に雪子は、薄々気付いていたものの、この年上の少し意地悪な少女が意外に世話好きだと思った。

「さてと……」

　ぼんやりとテーブルに上半身を預けたままの雪子が見ている中、律乃はハンガーから上着を取り、浴衣ゆかたの上からそれを羽は織おる。テーブルに置いてあった携帯を摑つかんでポケットの中に仕し舞まうと、雪ゆき子こに向かって、

「それじゃ、わたしはちょっとその辺を散歩してくるわ。三十分くらいで戻るから」

「あー……いってらっしゃい。気を付けてね」

　散歩なら付き合おうかと思ったが、そうすると美み樹きを一人残すことになるので、雪子は軽く手を振って送り出す。

　律りつ乃のが部屋を出て行くと急に静かになり、美樹の穏おだやかな寝息が聞こえるだけとなった。

　早くも寝入った親友の顔をしばし見つめていた雪子だが、喉のどが渇かわいたのでお茶を飲もうと電気ポットとティーバッグ、それから湯のみを用意して、どぼとぼと白さ湯ゆを注そそぐ。

　透明だったお湯が徐々に濃い緑に変わっていくのを眺めながら、雪子はぽつりと呟つぶやいた。

「……昨日は十一時になる前に寝たのにまだ眠いだなんて、ミキってばよっぽど疲れが溜まっていたのねぇ……」

　いい具合の色になったのでティーバッグを取り出して、一口飲む。

　ほど良い渋しぶみと体が内から熱くなる心地良さに、雪子は小さく吐と息いきをついた。
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　やはり効果は抜群だったと、目標に近づきながらゼルフィは思う。

　食事の中、味み噌そ汁しるに混ぜた睡すい眠みん導入剤は少量でも良く効く。水に溶かせば無色透明無味無臭で副作用もなく、入れる場面を見られなければ使用を勘かん付かれることはまずない。

　汁物は味噌汁とオニオンスープの二種類あったが、日本人ならば、という確率に賭かけて味噌汁の方に薬を混入させたのが当たった。まだ姉は来ていなかったが、他ほかに客がいたので、ゼルフィも味噌汁に上手うまい具合に薬を入れて搔かき混ぜた後でそれをよそわなくてはならなかったが、どうやら怪しまれなかったようだった。もしくは興味など持たれなかったか。

　薬は服用後三十分ほどで効果が出るのでそれとなく見張っていれば、自室に戻った水みな瀬せ遊ゆう矢やは服を着替えてから外へと出かけ、林の中へと入っていった。何をしたいのかゼルフィには分からなかったが、散歩の類たぐいだろうと見当をつけた。

　やがて大きな木に持たれかかるように座った彼はすぐに動かなくなり、ゼルフィがわざと近くに落ちていた木の枝を踏み折って音を立てても、俯うつむいたまま沈黙が続いた。

　目覚める心配はない──そもそも目が覚めても大した問題ではない。自分の技術なら大男でも組み伏せて動きを封じることが可能だと自負しているゼルフィにとって、隙すきだらけの水瀬遊矢を始末するのは五秒もいらないくらい簡単なことだ。

　だから、本当ならば昨夜のうちに決行するつもりだった──同室に姉さえいなければ。

　昨夜、どの部屋にいるかを調べた後。中にいることを確認しようと外から窓越しに様子を見た際に、すぐ隣で寝ている姉の姿を目撃した。

　その瞬間、忍び込んでの殺害は断念せざるを得なくなった。殺すどころか、侵入するだけで気付かれるのは明白だからだ。

　だから朝食に薬を混ぜ、自室で寝かせて一人になる機会を増やそうと計画した。

　結果として意図とは違い外で始末することになったが、修正出来る誤差の範囲内だ。ここならば、もし起きて悲鳴を上げられたところで、誰かが駆かけつける前に始末出来る。

　一応は誰にも気付かれずに殺害するのが望ましい。事が済んだ後、姉の前から逃げるわけにはいかない。認めて貰もらう為の行動なのだから、逃げては意味がなくなる。

　だからすぐには騒ぎにならないように、喉のどを切り裂さくか、絞こう殺さつするか、酸素と結合して窒息を引き起こす系統の毒薬を使うか──どうするにしろ、手早く済ませなくてはならない。

　硬い地面に落ちた枯かれ葉はの上を歩きながら、ゼルフィはこれから行う殺しの手段をどれにするかを考え……かかる時間を考慮し、一度足を止めた。

　ワンピースの裾すそを捲めくり上げて右足を太ももまで露あらわにし、ガーターベルト状のホルスターとそこに仕込まれた大振りのナイフを外気に晒さらす。

　手て馴なれた動作で刃渡り二十センチ近いナイフを引き抜くと、葉の間を縫ぬって射し込んだ陽光が無機質な刀身を鈍く照らし──




「それ、どうするつもり？」




　突然背後から聞こえてきた声に、ゼルフィは咄とつ嗟さに振り向いてナイフを構える。

　十数メートル離れた木の影に、久く世ぜ律りつ乃のが立っていた。

「……貴女あなたには無関係です」

　相手が律乃だと分かり、ゼルフィは安あん堵どして構えを解いた。彼女が何をしようと脅きよう威いにはならない。貧弱な体に似合った動作しか出来ないのは把は握あく済み。武器も携帯していない。

　なのに律乃は武器を持ったゼルフィに怯ひるむことなく、冷静な瞳でこちらを見てくる。

「関係ないはずがないでしょう？　彼、わたしの数少ない友達だもの。男友達って意味ではさらに稀き少しようで、雪ゆき子この相手が出来る男っていうのも含めれば、放っておけるはずがないわよ。それより、質問の答えがまだだけど……そんな物ぶつ騒そうな物を出して、どうするつもり？」

「回答の義務は不要です」

「……まあ、見れば分かるって状況だしね。それにしても、散歩のつもりで林に入ったら知り合いの妹が水みな瀬せ君を殺そうとしているなんて、とんでもない場面に出くわしたものだわ」

　肩を竦すくめて、律乃は一歩前に出た。

　近づけば斬きると脅おどそうとしたゼルフィだったが、律乃はそれ以上近寄ろうとはせず、上着に手を突っ込んだまま木を背にして寄りかかった。

「一応だけど、お願いしてみるわね──水みな瀬せ君に危害を加えるの、止よしてくれる？」

「拒否します」

　一言で切って捨てると、律りつ乃のは小さくため息をついた。

「じゃあせめて理由……ああ、やっぱりいいわ。分かったから」

　訊たずねかけて勝手に納得するという律乃の行動に、ゼルフィは微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

「……何を理解ですか」

「ナイフを持って迫るのと同じくらい単純な動機があるんだもの。つまり、あなたは水瀬君に嫉しつ妬としているんでしょう？　再会した『お姉様』を見知らぬ男に取られて」

「否定です、私に嫉妬の要素など皆かい無むです！」

「あらあら、むきになっちゃって。そういうところは歳とし相そう応おうで可愛かわいいわね」

　からかうような口調に、ゼルフィは瞬間的に殺意を覚えた。

　それをわざと視線によって明確に発し、律乃の口を黙らせようとする。感情のままに行動するには時間が危ういと判断するだけの冷静さは残っていた。

　だが、何の力もないはずの律乃は態度を変えなかった。

「中学生相手だと思えばその短気さも容認出来るわ。尤もつとも、ナイフを振り回して凶きよう行こうに出るキレた中学生なんて本当なら相手にしたくないけれど……そうも言ってられない状況だから仕方ないわね」

「……逃避は良策です」

「あら、でもわたしが人を呼びに行ったら困るのはあなたよ？　最近は不ふ祥しよう事じが増えているけど、それでも日本の警察は優秀って知らない？　瞬時の判断はともかく、組織立った行動になると猟りよう犬けん並みに凄すごいわよ？」

「無関係です。その以前に目標を消去可能ならば無問題です」

　例え警察に追われるような事態になったとしても、姉と会うくらいの時間はあるだろう。その結果がどうなろうとも、逃走が必要ならば逃げ切るだけだ。魔ま術じゆつ師にとって隠いん蔽ぺいと逃走は欠かしては生きていけない要素なのだから。

　ゼルフィの自信が伝わったのか、律乃はもう一度肩を竦すくめた。しかし呆あきれたように表情を緩ゆるませるのではなく、むしろ鋭いものに変えて、

「そうね、それ以前の問題よね」

　心の内を見透すかしていると言わんばかりの目でゼルフィを捉とらえ、問いかけてきた。

「でもあなた──人を殺したことなんて無いでしょう？」

「…………」

「ああ、良かった。あるなんて言われたらちょっと引いていたもの……それに、まだブレーキが利くってことだしね」

　その言葉で鎌かまを掛けられたのだと知り、ゼルフィは奥歯を嚙かみ締める。

「……停止する気は皆かい無むです。覚かく悟ごも決意も完了です」

「そう……でも、実際にはどうかしらね？　人を殺すって、凄すごい大変なことなのよ？　法律がどうとか警察がどうとかは大したことではなくて、心の話ね」

「説教など──」

「必要ないって？　聞き流すのは構わないわ。でも、人生の先せん輩ぱいとして言わせてもらうわ」

　遮さえぎっての律りつ乃のの言葉に、ゼルフィは思わず口を噤つぐんでしまった。

　相手が非力なのは間違いない。戦えば一瞬で勝負はつくし、それ以前に戦う必要すらない。

　しかし無視も出来ない。あの妙みように鋭く冷えた瞳から、何故なぜか垣かい間ま見える憂うれいと優しさという混ざり易やすい感情が窺うかがえて、不思議な迫力を感じてしまっている。

「人が傷つくのって、見ているだけでも辛つらいものよ。たとえ自分が直接手を下した訳でなくても、実際に罪の無い人が傷つく原因が自分にあると知って、安あん寧ねいに過ごせる人間なんて殆ほとんどいないわ。罪の意識に押し潰つぶされそうになって、熟睡なんて出来なくなる。もし自分のせいで人が死んでしまうことを想像すると、とても平静ではいられなくなる──第三者に近い立場でもそうなのよ？　実際に加害者になるとしたら、どこまで深い傷になるのか想像も出来ないわ」

「……それは弱者だからです」

「ええ、そうね、そうだと思うわ。強ければ自分の間違いを認めることが出来るし、自分の良さを認めてあげることも出来る──なのに止まれないから弱虫なのよ。本当に強ければ、人を害することで自分の価値を測るような真似まねはしないわ」

「……………………」

　反論は、出来なかった。

　思い浮かばなかったわけではない。日本語で語るのは難しいが、それでもいくつかの言葉が浮かんできた。

　しかし、それらは泡あわのように弾はじけてしまい、形になる前に霧む散さんしてしまった。

　相手の言葉は正論だが、かといって自分の道を進む為に邪じやにも染まる魔ま術じゆつ師を説得するのに善や正道を説くだけでは弱い。そんな、何の力にも結びつかない言葉に揺らされたりはしない。

　だが──久く世ぜ律乃の言葉は、ゼルフィの心を見事なまでに搔かき乱した。

　或いは言葉だけなら反論も出来た。だが、語る彼女が痛々しげに表情を歪ゆがめる姿が視界に入り……自分の言葉に苦しむようなその姿を見てしまっては、借り物の論理を展開するのは自分が矮わい小しような存在に思えてしまい、憚はばかられたのだ。

　身体能力、戦闘技能、知略──そのどれもで律乃を圧倒する自信が、ゼルフィにはある。

　なのに…………今、圧倒されているのはゼルフィの方だった。

　気が付けば、右腕がだるい。ナイフは軽量化したもので数分間振り回しても筋肉が悲鳴を上げることはない程度に鍛えている……だというのに、ずっしりと重く、持ち上げるだけで精神が削けずられそうなイメージがこびり付いている。

　命を奪う為に取り出した武器を重く感じる意味を、ゼルフィは理解している。

　──だが、

「それでも……私は、完遂します」

　強い意志を込めて、告げる。

　他ほかに何か選択肢しが思い浮かんだのなら、別の行動を選べた。しかし水みな瀬せ遊ゆう矢やを消すことで自身の存在を証明する以外、何も思いつかない。

　やるか、止やめるか。

　二択というには余りに酷ひどく、そしてここで止めては何も選べなかったのと変わりない。

　だからゼルフィはナイフの柄えを持つ手に力を込め、もう惑わされないよう律りつ乃のに背を向け、水瀬遊矢を殺すべく──

「……ああ、最後に一つ、いいことを教えてあげるわ」

　それまでとは若じやつ干かんトーンの違う声に、ゼルフィは動けなくなった。

　違う──声だけではない。何か、違う音もする。

　落ち葉や草を踏み、或いは撒まき散らすような……

「っ……!?」

　その可能性に思い当たり振り向けば、久世律乃がゆっくりとポケットに突っ込んでいた手を引き抜いて、掌てのひらサイズの何かをこちらへと向けるところだった。

「最近の日本はね、携帯電話が普及していて、女子高生なら大半は所持しているのよ。本当、いい時代になったわね。こんな山間の林の中でも電波が届くのだから……」

　罠わなにかかった相手を弄いじくる喜びの笑みを浮かべた彼女が携帯電話を操作してポケットに仕し舞まった時──右手の方から、先程より大きく近い音が聞こえてきた。

　振り向けば、白しろ銀がね雪ゆき子この疾しつ駆くする姿がそこにはあり──動揺を抑えるまでの僅わずか五秒足らずで、自分と水瀬遊矢の間に滑すべり込んできた。

「……………………彼女の到着までの遅延行為……」

「そう、正解。だってわたしなんかじゃどうにも出来ないから」

　潔いさぎよく自分の非力を認める律乃だが、ゼルフィはもう彼女に構っている余よ裕ゆうはなかった。

　肩を怒らせているが呼吸の乱れは僅わずか。瞳は一目で分かるほど明瞭な怒りに染まっていて、いつ爆発してもおかしくない。

　ゼルフィは静かにナイフを構えるが、口の中がカラカラに乾いている。心拍数は正常値に戻らない。

　猛もう獣じゆうを目の前にすれば今のような精神状態になってもおかしくない。敵の牙きばが己の命を脅おびやかすには充分だと知り、さらに敵意だけで押し潰つぶされそうな程のプレッシャーがある。

　しかし、雪子はいきなり襲って来るようなことはしなかった。有り余る怒りを感じさせるものの、何故なぜかそれが向けられているのはゼルフィではなく、彼女自身の背後。

　勘かん違いで済ませられない明確な敵意の奔ほん流りゆうに、ゼルフィの胸に疑念と焦しよう燥そうが渦うず巻く。

　そして登場だけで場を支配した雪ゆき子こは、ゆっくりとその口を開いた。

「……いきなり律りつ乃のさんから無言電話があったと思えば、随分と物ぶつ騒そうな状態になってるじゃないの。もうびっくりだわ。正確な場所は分からないし、浴衣ゆかたにスニーカーなんて変な格好だし、おまけに──」

　雪子は、振り向きはしなかった。だが意識を明らかに後方へ向けて、彼女は苛いら立だたしげに声を荒げて、こう言った。

「妹がやらかしてくれてるっていうのに高みの見物なんて何考えてんのよ、バカ沢ざわっ！」

　突然出て来た姉の俗称に、ゼルフィが硬直した瞬間──




　空から、姉が降って来た。




　呆ぼう然ぜんとゼルフィが見つめる中、姉は遊ゆう矢やの前に身軽に着地して、

「前に言わなかったっけか？　ヒロインがピンチに陥おちいり危ういところで、颯さつ爽そうと現れた王子様が救うのが常道だ──ってな」

　楽しげに──本当に、心の底から楽しそうな笑みを見せた。
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　遠目から律乃の姿を見つけた時、雪子はすぐに『その存在』に気が付いた。

　座った遊ゆう矢やが寄りかかるようにしていた大きな木。その頂上付近の枝に座り込み、事の次第を窺うかがっている井い沢ざわ玲れいの姿に。

　ほぼ同時に向こうも雪子に気付いたようで……腹立たしいことに、楽しみが増えたと言わんばかりに笑みを作ったようにも感じられた。

　実際、雪子の後方に降り立った玲は喉のどを鳴らして笑っている。

　この男の軽薄で自分勝手な行動には慣れていたが、そこに遊矢の安否が関わって黙っていられるわけが無い。

「バカだバカだとは思っていたけど、どうしようもないわね。どうせ妹さんを唆そそのかしたのもあんたなんでしょ!?」

「半分正解、半分外れだ。オレの言葉が原因ではあるだろうが、要因は別だろうよ。んでもって、ちゃんと最低限の安全は守っていたぜ？」

「どこがよっ!?」

「昨日はハニーを一人にしなかったし、今だって本当にヤバくなっていたら止めていたぜ。その為にあんな所で張ってたんだからよ」

　こちらの怒りを楽しむような弾はずんだ声に、雪ゆき子こは今すぐ振り返りダッシュで間を詰めて蹴けりの五、六発を見舞いたいのを我慢するのが大変だった。

　ゼルフィは事の成り行きについて来れていないようで、女の子が持つには大きく無ぶ骨こつなナイフを手にしたまま放心している。とりあえず、目を離さなければ今すぐ危険になるようなことはないと思えた。

「……それじゃ、わたしは旅館に戻るから。後は頑がん張ばってね」

　そんな空気を的確に察したようで、律りつ乃のはあっさりと別れの言葉を告げて、雪子達に背を向けた。

「え……っと、律乃さん？」

「あなた達二人がいたら、わたしが必要な場面なんてもう無いでしょう？　美み樹きを一人にしている方が不安だもの。先に戻っているから」

「あー…………うん。連絡、ありがとね」

　振り返らずに手をひらひらさせる律乃の姿を見送り、雪子はもう一度心の中で礼を言った。玲れいはこの場にいたというが、直前まで出て来ないヒーロー気取りなど信用出来ない。だから雪子をこの場に導いてくれた律乃には感謝と、今度パフェかクレープを奢おごろうと決意する。……銀行の残高はかなり不安になるが。

　そしてこの場に残ったのは、雪子と対たい峙じする形のゼルフィと、後ろにいる役立たず、それから眠ねむっているのか動かない遊ゆう矢や。

　山側から林を縫ぬうようにして吹き抜ける風に乗って落ち葉がふわりと舞い、後方に流れていく。かさかさという葉や草が擦こすれ奏かなでる音以外は聞こえない静かな中、沈黙を破ったのは、

「さてと、フィー……ここから、どうするんだ？」

　やはりというか、玲だった。

　さすがに凶きよう器きを持った相手と十メートルと離れず向かい合っているのに背中を見せるような真似まねは出来ず、雪子は苛いら立だちを発散するように怒ど鳴なる。

「どうするもこうするもないでしょっ!?　さっさとあんな物どうにかさせなさいよ！」

「さて、それはどうか。やっぱ身内としてはだ、ようやく一人歩きを始めた妹の第一歩を阻はばむようなことはなるべくしたくねぇしなー」

「ぁんた何考えてんのよ!?　可愛かわいい妹を犯罪者にするつもり?!」

「フィーがそれを選ぶっていうなら、まあそれもいいんじゃね？　やるだけやらせてやろうっつーのが兄心ってヤツだろ」

　正気を疑いたくなることを平然と言われ、怒りを通り越して啞あ然ぜんとする雪子。

　だが、玲の異常な発言はそこで終わらなかった。

「つーことで、とりあえずオレは見物だ。フィー、目的を果たしたいならまずは雪ゆき姫ひめをどうにかしろ」

　──ぶちっときた。

　まるで扇せん動どうするような内容に、通り越したはずの怒りが一回りして戻って来て、雪ゆき子こはもう一刻も早く後ろの男を蹴けり飛ばしたくて仕方なくなった。

　だがその前に、

「──了解しました」

　ゼルフィ＝ラインクォードの凍こおるような声が、一瞬で怒りを凝ぎよう固こさせた。

　ぎょっとした雪子が驚きを抑えきれないままゼルフィに注意を払うと、ほんの少し前まで戸惑い、状況に置いてきぼりを食らっていた少女とは明らかに違う様子でいた。

　細い体は芯しんが通ったように真まっ直すぐ、美しくも毅き然ぜんとした佇たたずまいとなり、瞳にも揺らぎがなくなっている。

　人間らしくあった心の動きを全すべて封じ込めてしまったかのように、今の彼女は熱を感じさせない精せい緻ちな人形と変わらぬ硬質な妖あやしさが備わっていた。

「な……やる気になってる……!?」

　ゼルフィの変へん貌ぼう理由を考えれば、それが一番しっくりくる。

　その要因は玲れいの言葉で、その内容は自分を倒してから遊ゆう矢やを殺すという──

「なんっていう……マニュアル社会の弊へい害がいってヤツ？」

　雪子は頰ほおをひくつかせながら皮肉めいたことを言うが、ゼルフィはにこりともしない。

　すっ──と空から手ての左腕を持ち上げて、肩の位置まで上がったところでピタリと止め、振り払うような動作で腕を薙なぎ、

「では──殲せん滅めつを執行します」

　宣告と共に、前へと駆かける。

　十メートルなんて距離はあっという間に埋まってしまう。雪子は慌あわてて横に跳とび退のくが、ゼルフィはそれを見越したように同じタイミングで左へ跳び、無表情のまま右手に持つナイフを振るった。



「ぅわっ……?!」

　ゆったりとした動きに見えたのに対し、予想以上に鋭く迫ったナイフの切っ先が、あわやという際どいタイミングで耳元を過よぎる。

　雪子は肝きもを冷やしながら後ろへ跳ぼうとしたが、嫌いやな予感が首筋をちりつかせ、反射的にさらに左へと跳んだ。

　それとほぼ同時に、ゼルフィは左腕を先程のように水平に振るう。

　ナイフを持っていたのなら、それでいて雪子と同じ速度で動けていたのならば有効な攻撃になっていただろうが、素す手ででは何の意味もない、隙すきを生むだけの動作となる。

　──素手ならば。

　雪ゆき子この優すぐれた動体視力は、ゼルフィの左手から放たれた銀線を確かに捉とらえていた。それは細長い太めの針で、その軌道は雪子が後ろに跳とんでいたならば喉のどに突き刺さっていたかもしれない位置を高速で飛んでいった。

　その光景にぞっとしながら、雪子は移動先にあった木の陰を楯たてにしながら後ろに跳んで距離を稼かせぎ、改めてゼルフィと対たい峙じする。

　必殺と言っても過言ではない動きを避けられたはずの彼女は、それでも何の表情も浮かべずに立っていた。だが、左手には先程飛んで来た針と同様の物が四本、指と指の間から生えるように握られていた。

　どこから取り出したのか、そもそも取り出す動作があったことにすら気付かなかった雪子は息を吞のみ、注意を逸そらさないまま視界にある木の位置を確認し、戦いの不利にならないよう頭に叩たたき込む。

　人間──しかも年下の女の子が相手だというのに、かなり手て強ごわい。武器を使用した接近戦と中距離での飛び道具、そして何より身体能力の差を埋める程に先読みのセンスが優すぐれている。

　格闘による攻撃しか出来ない雪子とは違い、一手ごとに最適な攻撃が出来るよう計算された動きを身につけていて、しかも躊躇ためらいが全く無い。

「……あのバカ、どんな教育してんのよ」

　毒づいて、ため息をつく。

　それを気の緩ゆるみと取ったのか、ゼルフィが動いた。今度は真まっ直すぐに来るのではなく左から回り込むように走って来る。合わせるようにして風が吹き、林が鳴くように音を立てて揺れて落ち葉が舞う。

　先程と同じ展開になるのは余り好ましくないので、雪ゆき子こはタイミングを見計らって前へ出た。その一歩でゼルフィを射程内に捉とらえると、左のローキックで牽けん制せいと共に動きを止めるべく狙ねらい済まし──空振った。

「えっ……？」

　ゼルフィの右足太ももを打ち据すえるはずの蹴けり。それが避けられたのであれば、雪子は冷静に次の動作へと移れていた。

　だが、スニーカーの爪つま先さきは、特に回避動作を取らなかったにも関わらず、ゼルフィの足に当たることなくその前を吹き抜けていった。

　当たるはずだった攻撃が見事に外れた理由が分からずに、雪子は戦闘中にも関わらず動きを止めてしまう。

　ゼルフィは当然、その隙すきを見逃さなかった。近距離から左手に持っていた針を一いつ斉せいに投げつけ、さらに右手に持っていたナイフまで投げてきた。

　僅わずかな時間差を置いての攻撃は見事だが、避けられない程ではない。常人ならともかく、雪子の身体能力ならば余よ裕ゆうすらある。

　だというのに、

「くっ……!?」

　ほぼ全力で、右に転がるようにして避けたというのに、針の一つが浴衣ゆかたに刺さっていた。

　運良く、体には刺さらずに生き地じだけを突き通す形になっていたが、ほんの少しでも運が傾いていれば、刺さっていた。

　はだけた浴衣を乱暴に整えながら、雪子は次の攻撃に備えてゼルフィを睨にらみ──

　ぐにゃ、と視界が歪ゆがんだ。

「な……ん…………？」

　異常を起こしたのは視界だけではなかった。足の感覚が乏しい。地面を踏んでいる確信が持てない。腕が重い。指先が痺しびれている──

「どうして……っ!?」

　世界が捩よじれたような感覚に、雪子は思わず片膝ひざをついた。しかしそれでもバランスが保てず、右手で地面に触れて、ようやく平へい衡こう感覚が俄にわかに戻る。

「これ…………」

「──神経毒です」

　波打つ視界の中、こちらの状態を確認するように見下ろすゼルフィと目が合う。

　毒、という単語を耳にしたせいか、より一層状態が悪くなったような気がした。

　それでも雪ゆき子こは立ち上がろうとしたが…………力を入れるという動作はどうすればいいのかということすら分からない事実に気付き、愕がく然ぜんとする。

「あー、言い忘れてたが」

　井い沢ざわ玲れいの耳に通る声もぼんやりと聞こえ、耳鳴りのように頭に響く嫌いやな感覚を引き起こす。しかし耳を塞ふさぐという行為すら今の雪子には困難で、無視することも難しい。

　だから否いや応おう無しに玲の声は鼓こ膜まくに響いた。

「魔ま術じゆつ師の歴史はそのまま、敗北と逃走の歴史だ。成功者なんて現れてねぇ。召しよう喚かんに成功した人間ですらある意味じゃ敗残者だからな。まあ重要なのはそいつら極ごく一部じゃない、『神の御み遣つかい』や『従順たる信奉者』に迫害と殺さつ戮りくの限りを尽くされた奴やつ等らのことだ」

　暗い歴史を語っているのだろうが、声は軽い。そう聞こえるのは決して毒のせいではないという確信が雪子にはあるが、悪態をつく余力はない。地面に突っ伏さないようにするだけでも困難なのだ。

「悪あく魔まの召喚なんざ人の領域を超えた行為をしようとする魔術師達は、いつの時代も認められず、見つかれば殺されるのが当たり前だ。現代だってそれに変わりはねぇ。だから魔術師は生き残る術を磨みがくことが第一歩で、それが充分になってからようやくスタートラインに立てる。

　けどな、隠いん蔽ぺいを重ねてこっそりと研究をしていても、見つかる時は見つかる。そうなった場合に逃げる為に必要な強さが磨かれた結果──今の通りだ」

「……だから……毒、を…………」

「おうよ。裏の人間なら誰でも知っていることだぜ。魔術師はいつ襲われても対処出来るように暗あん器きと毒を携帯している、っつーのはな。即効性の毒薬、痺しびれ薬、麻ま酔すい薬、睡眠薬──どれも効果抜群だぜ？　フィーが使うのは昔オレが精製した方法で作った物だからな。事前に解毒剤を服用しておけば話は別だが──ああ、ちなみにフィーに毒は効果ない。クソ親父おやじが折せつ角かくの生いけ贄にえ候補を殺されないよう、オレらを毒漬けして育てたからな。これも魔術師を育てる常識らしいが」

　──本当にろくなことをしない、と怒ど鳴なる代わりに、雪子は奥歯を嚙かみ締めて、立ち上がろうと四し肢しに力を込める。

　ここで倒れるわけにはいかない。倒れることは遊ゆう矢やの危機に直結する。それだけは何としても避けなければならない──

　しかし必死の足あ搔がきは効を奏さず……

　逆に、雪子は地面に崩くずれ落ちた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　白しろ銀がね雪子が倒れ伏せたのを確認し、ゼルフィは踵きびすを返した。

　戦うと決めた瞬間に風上からばら撒まいた神経毒は主に敵の自由を奪うもので、死ぬようなことはまずない。数時間も経たてば自然と回復する。

　空気に溶けそうなくらい微び細さいな粉末の入ったパックや毒を塗った針などは、服の至る所に隠しポケットがあり、そこに仕込んである。相手が完全武装していなければ一個小隊を相手にしても逃げ切れるだけの装備で、ただ人間離れした身体能力を持つだけの雪ゆき子こに勝つには充分なものだった。

　目的を果たす為に手段を選ばないのが魔ま術じゆつ師であり、己の能力を最大限に使い切り敵には何もさせないのが魔術師の戦い方。だから毒を使うのも卑ひ怯きようだとは思わない。

　障害は取り除いた。後は、この手で水みな瀬せ遊ゆう矢やを消すだけだ。

　そう思いながらゼルフィは数歩進み……戸惑いと共に、立ち止まった。

「姉ねえ様さま……その場所から移動して下さい」

　標的の前に腕組みをして立つ姉の姿に、どうしてもそれ以上先には進めなくなる。

　姉は自分の決断を容認してくれた。そして言われた通り、白しろ銀がね雪子は倒した。

　だから目的を果たす邪じや魔まをする存在はいないはずなのに……ゼルフィは嫌いやな感覚が湧わくことを抑え切れない。

「姉様……心境が変化ですか？」

「いんや、変わりないぜ？　力押しが出来るんなら、お前の望む通りにやりゃあいい」

「でしたら──」

「が……遊矢に手を出そうってんなら、オレを倒した後だ」

　愉ゆ悦えつに浸るような笑みを浮かべたままの言葉は、予感通り、ゼルフィをどん底に叩たたき落した。

「意外か？　違うよなぁ。考えないようにしていたかもしれないが、気付かない程ほど頭は悪くないはずだ。フィー……お前の意志は汲くんでやる。だが、オレを倒せるか？」

「…………姉様……」

　そんなことは、出来はしない。

　姉に敵かなう存在は無く、姉に歯向かう者は潰つぶされる──誰よりもゼルフィ自身がそう信じているのだ。人間だった時ですらそうなのだ。

　悪あく魔まになった姉に、人間である自分が敵うわけが無い──

「ああ、それとな……」

　絶望感に苛さいなまれるゼルフィに向けられた言葉は、愉快に弾はずむような声だった。

　とっておきの意地悪を仕掛けた子供のように、楽しくて仕方ないと言わんばかりの姉の声が、更なる衝しよう撃げきを与えた。

「後ろも、まだ終わってないぜ？」

「────?!」

　その言葉の意味を理解する前に振り返ると……白銀雪子が、立ち上がっていた。

　体は傾き、近くの木に寄りかからなければ倒れているだろう。目はどこか焦点が合っておらず、薬の効果が出ているのは間違いない。姉が作り上げた薬の効果は絶大で、数ミリグラムでも吸い込めば忽たちまち手足の自由が利かなくなるはずだった。

　だが、雪ゆき子こは立っている。

　恐らく、気力だけで立ち上がっている。

　驚きよう愕がくすべき現実に、ゼルフィは一歩後ずさり……しかしその一歩で冷静さを取り戻した。

　確かに、立ち上がったのは驚嘆に値する。普通ならまず立っていられない。

　しかし、逆に言えば立てただけだ。動けたとして、老人のような何の障害にも成り得ない動作しか不可能なはずだ。まともに歩けるかどうかも怪しい。

　こんな状態では何も──

「……先……謝っておくわ……」

「………………え？」

　卑ひ怯きようだと罵ののしられるのならまだしも、助命を懇こん願がんするのでもなく、何故なぜか出てきた謝罪の言葉にゼルフィは気を取られ、

「出来ない、みたいだから…………手加減」

　ゆらりと木に支えられていた体を戻した雪子の姿が──消えた。

「ぇ──!?」

　驚きの声をあげて身構えるが、ゼルフィは何が起きたのか分からない。

　だが思考に入る直前、右横から聞こえて来た爆音が、本能的に体に回避行動を取らせた。

　左へと跳とびずさりながら音の正体を探るべく視線を走らせると、そこにはとんでもない光景があった。

　まず目に入ったのは、ゼルフィの腰回り二周分はあるだろう太い木が折れ倒れる様。そして、前蹴げりのような形で足を上げている雪子の姿。

　木の倒れる耳障ざわりな音がする中、雪子はバランスを崩くずしながらもささくれ立った木の断面に足を下ろし、

「……真まっ直すぐならいけるかと思ったけど……上手うまくいかないわね……」

　ぼそりと呟つぶやかれた言葉に、ゼルフィは総そう毛け立だつ程の脅きよう威いを感じて後ずさる。

　間違いなかった。

　あの、大木というにはまだまだだが、それでもチェーンソーを使ってでもすぐには切れない太さのあの木を倒したのは、雪子の蹴り一発だということに。

　あの細い足で、どれだけの脚力があればそんなことが出来るのか、最も早はや理解の範はん疇ちゆうを超えている。

　もし、もし、あんな攻撃が体に当たったら──

「…………じゃ、次ね」

　ふらつきながら、雪ゆき子こはゼルフィの方へと体を向ける。

　来る──、というのが気配で分かる。

　絶対に食らってはいけない攻撃が、毒よりもずっと恐ろしい、必殺の二文字が相応ふさわしい破壊力を内包した何かが来ると、空気を伝って肌で感じる。

　反撃など思い浮かばず、ゼルフィは回避だけを考えて、

「、足が──?!」

　自分の体が動かないという事実に愕がく然ぜんとする。普段は何も考えずに意志に従い動く四し肢しが、指示を飛ばしているのに動いてくれない。

　滅めつ多たに変わらない表情を引きつらせたその時、視界の中で雪子の体がぶれるのが見えた。

　彼女の体は目にも止まらぬという表現が過剰でない程の高速で、

　──斜ななめ前方の地面に、肩から体当たりをするように突っ込んでいった。

　硬直したままゼルフィが目をぱちくりさせていると、ゆっくりと体を起こし始めた。だが腕に上手うまく力が入らないのか、なかなか上体を起こせない。

　その光景に、ゼルフィは薬の効果は出ていることを確信した。同時に、攻撃するなら今しかないと、今なら確実に倒せるということも。

　麻ま痺ひして感覚がおかしくなった体を気力で無理矢理に動かしている……だからさっきや今のように、目標である自分に届かない結果に終わっているのだ。ならばベルトの裏に仕込んである袋に入った毒どく粉ふんを使えば──麻痺や神経異常などでは済まない、数分以内に確実に死が訪れる猛もう毒どくを使えば──きっと倒せる……

　だが…………それも効かないとしたら？

　神経毒による効果は麻痺だけではなく、感覚を狂わせ、嘔おう吐とや呼吸器の異常も引き起こす。それなのにあの程度で済んでいるのは普通じゃない。

　もし…………もし、毒がすぐには効かなかったら？

　効果が出る前に、あの凄すさまじいの一言に尽きる攻撃が当たったとしたら？

　片腕を犠牲にしても、防ぎ切れる攻撃とは思えない。何より、あんな状態ではどんな攻撃が来るのか予測が立てられない。

　ゆっくり……ゆっくりと……雪子の体が、地面から持ち上がる。

　倒すなら『今』しかない。

　だが──『今』はもうすぐ終わってしまう。

　やるならば『今』しかない。『今』を逃せば死に捕まる。だから『今』しか、あと数秒で終わる『今』しか、『今』しか、『今』しか、『今』、『今』、『今』────

「…………ぁ」

　震えた唇くちびるから、声が漏もれた。

『今』が、終わった。

　白しろ銀がね雪ゆき子こはしっかりとは言えないまでも立ち上がり、辛かろうじて前がはだけていない浴衣ゆかたを正すこともせず、どんよりとしているのに強烈な意志を感じさせる瞳をゼルフィへと向けている。

「上手うまくいかないわねー……痛くないのはいいんだけど……」

　ぼやくような声に、ゼルフィはびくりと肩を震わせた。

　圧力を感じさせない声に、それでも反応する体。異常としか言いようがない程、自身を制せい御ぎよ出来なくなっている。

　原因は、もうとっくに分かっている。認めてしまえば心が折れてしまいそうだから否定はするが、それで消え去るほど温ぬるいものではない。

　──恐怖。

　圧倒的な暴力による、恐怖。

「さぁてと……次は、なんか当たりそうな気がするわ……」

　──歯向かうことも、逃げ出すことも封じられる程の恐怖が、

「……ぐにゃぐにゃにも慣れてきた、し……」

　──迫り来る、確実な死という、初めての脅きよう威いが、

「…………終わらせるわよ」

　──動き出した。

　瞬間、ゼルフィの体も動いていた。

　両腕で頭を覆おおうという子供のような反射。肝かん心じんの足は、別の生き物のように震えたまま。

　やけにスローモーションで動く視界の中、ただ一つ、白銀雪子だけは倍速で動き自分へと一直線に駆かけて来る。

　その画えに耐え切れず、ゼルフィはぎゅっと目を瞑つむってしまい、言葉にならない祈るような想いだけを心の中で叫び……




　衝しよう撃げきは、来なかった。

　絶対に当たると思っていた。絶対に死ぬとも思っていた。

　しかし飛び出さんばかりに弾はずむ心臓が生きていることを懸けん命めいに伝え、聴覚は何かの音がすぐ近くでしたことを伝え、触覚はすぐ傍そばに誰かがいる空気を伝えてくる。

　それらの情報に後押しされるように、恐る恐る目を開いたゼルフィが見たものは、

「……………………姉、様……？」

　必殺の左ハイを上段で構えた両腕で止める、最愛の姉の姿だった。

「おー、いってぇ。人間が今の食らったら本気で死ぬぜ、雪ゆき姫ひめぇ」

　よろけるようにして蹴けり足を戻した雪子に言う姉の声は軽く、暗い感情を感じさせない。

　それどころか明るく楽しげに、

「オレの可愛かわいい妹を殺すつもりかよ。危ねぇ女だな」

　──その言葉に気が抜けてしまい、ゼルフィはぺたりと座り込んでしまった。

「……外すつもりだったけど、体がいうこと聞かないのよ」

「ま、そのつもりだったろうがよ。お前に女は倒せないよなぁ」

　相手を怒らせたいのかと思うような言い方に、雪ゆき子こは僅わずかに目つきを剣けん吞のんなものに変える。

　見ていたゼルフィは思わず震えるが、荒れた展開にはならなかった。

　大おお雑ざつ把ぱに着ちやく衣いの乱れを正した雪子は、

「……いいけど、後始末はちゃんとしなさいよ。……あたし、ちょっと休むから……」

「ああ、寝とけ。雪ゆき姫ひめなら五分も寝てれば治るだろ」

「…………そーする」

　言って、ばたりと後ろ向きに倒れた。

　電池が切れたように、と表現するのが正しいのかもしれない。体力ではなく、張り詰めていた精神力が切れたのだろう。

　訪れた安全に、ゼルフィは胸を撫なで下ろす。長続きはしなかったが。

「まあ──二十点ってところだな」

　上から降って来た姉の声に、再び全身が強こわ張ばる。

　躊躇ためらいながら見上げれば、姉は両手を黒皮のパンツのポケットに突っ込み、口くちの端はを吊つり上げて笑っていた。

「雪ゆき姫ひめを倒せりゃ五十点、躊ちゆう躇ちよせずにオレに向かって来れたなら七十点をやっても良かったが……ま、フィーならこんなもんだろ」

「姉ねえ様さま……それは……」

「ああ、気にすんな。分かっていたことだからよ。お前が優やさしい奴やつだってのは、昔からな。どうせ遊ゆう矢やの喉のど元もとに刃やいばを突きつけたところで、お前にはそこから先に進むことなんか出来やしなかっただろうぜ」

　その言葉は聞き流せず、座ったままとはいえ、ゼルフィは毅き然ぜんと答えた。

「そんな事態は否いなです。私は、『やる時は必殺』の女です」

「いやオレが戯たわむれに教えたフレーズはともかく──全然甘あまいってこと、気付いてないだろ？」

　意地悪そうに頰ほおを歪ゆがめて笑う姉に、ゼルフィは返す言葉が見つからなかった。自分は確かに甘いのかもしれないが、今のセリフは『姉』という特別な存在に向かって行けなかったことと白しろ銀がね雪子に勝てなかったことを指しているのではないと、経験則そくで理解したからだ。

　昔と同じく、模も範はん解答が分からずに答えを待っていると、姉の目が不敵に細められた。

「フィー、朝飯の味み噌そ汁しるに睡眠薬を入れたな？」

「……肯定します」

「一流の魔ま術じゆつ師なら、全部の飯に致ち死し確定の毒薬をぶちこむ。即効性だと全員が食う前に死人が出るから、効果が遅く、異常に気付いた時には手の施しようがないってヤツをな」

「…………!?」

　ゼルフィは驚きに目を見開いて、さらりととんでもないことを口にした姉を見るが、

「驚くことはねぇだろ？　一人を殺す為に他ほかの奴やつ等らも巻き込むことになるが、それが確実だっていうんならそうするのが魔ま術じゆつ師だ。穏おん便びんに済まそうとするなら食中毒を装い、弱ったところを仕留める──そんな人種だぜ、魔術師っていうのはよ」

　涼しげに語り、悪びれも全くない。その目の奥にある光は澱よどみなく、今の言葉が冗じよう談だんでもなんでもないと告げている。

　ゼルフィは魔術師を自認していた。

　しかし──魔術師が『そういう人種』だとすれば、そんなことは──

「出来ねぇだろ？　そんなお前じゃ、誰かを殺すなんて大それた事を計画的に出来るかよ。感情の昂たかぶりに任せるならともかく、冷静でいようなんて自制を心がける内は無理だ」

「ですが姉様！　魔術師が自身の精神を抑制するのは──」

「アホ、そこがそもそも間違いだ。自制なんか出来る立派な奴が、自分の欲望の為に他人を犠牲にしなけりゃ成立しない魔術師なんて目指すわけねぇだろーが。いい歳としこいて我わが儘ままばっか振り回すくせに、体面だけはしっかり守りつつ大おお物ものぶるような奴等がなるんだぜ？」

　姉は当たり前のように、これまでゼルフィが抱いていた『魔術師』という概がい念ねんをぶち壊こわしていく。

　目指していたものがまるで別種の、泥どろ水みずに塗まみれるという表現が温ぬるすぎる程の実態に、今まで自分が欲していた物が何か、急にまた見えなくなってしまう。

　自分が魔術師を目指した理由は何か？

　魔術師であろうとした理由は何か？

　それは分かりきっている。姉という偉大な存在に憧れて、姉が魔術師だから自分もそうなろうとしたのだ。

　だから魔術師の本質を理解しきらぬまま、魔術を学び生き抜く技術を知っただけで、魔術師に成れた気でいた……何も知らない、覚かく悟ごもないままで。

　だが──それでも。

『……それでも……私は、姉様のようになりたいです』

　俯うつむいた状態でゼルフィは、拙つたない言葉では正確に伝わらない想いを母国語で話す。

　他所よその国に来て、姉の許可なしに母国語を使うのは初めてのことだった。再会の瞬間にも忘れなかったほど身に付いていた習性を、自分の意志で封印する。

　目的は、まだ果たせていない。

　もう水みな瀬せ遊ゆう矢やの命を奪うことは叶かなわず、奪ったところで何も変わらないだろう。

　だが──本来の目的だけは、絶対に果たしたい。

『姉様のように……いえ、それよりも──私はただ、姉様の傍そばに居たいです。昔のように姉様と暮らしたいです…………駄だ目めだと言われても頷うなずけません』

　本来ならば、自分の力を示してから、姉の後ろにいるくらいの価値はあると認めてもらってから言うはずだった言葉。

　だが結果は自分の未熟さと勘かん違いを露ろ呈ていし、醜みにくい姿を晒さらして終わってしまった。

　それでも──諦あきらめることが出来ない。

　気が付けば目からはボロボロと涙が零こぼれ、声にならない想いが喉のどを鳴らしている。

　みっともないと思う。

　浅ましいとも思う。

　理解していても、溢あふれる感情が声になって、言葉を紡つむぐのは止められなかった。

『私は、姉ねえ様さまと……一緒に居たい、です…………それが駄だ目めなら、いっそ、嫌いやだと言って下されば諦めることが……出来ないかもしれませんが……我が慢まんし──』

　不意に頭に手を置かれ、吐と息いきと共に言葉が止まる。

　そして、

『ぁっ…………ね、姉様……？』

　強めの力で髪の毛をくしゃくしゃとされて、意図は分からず顔を上げることも出来ず、ただ戸惑いの声をあげるゼルフィだったが、視界の中で姉の膝ひざが折れ、その顔が降りて来る。

　にやにやと、楽しくて楽しくて抑え切れないと言わんばかりの笑顔を浮かべ、

「別に構わないぜ。そうまで言うならオレの所に来ればいいだろ」

『…………ぇ？　でも、その……姉様が……』

　突然の許可に動揺していると、

「ん？　嫌なら無しにすっか？」

『い、嫌ではありません！　是ぜが非ひでも姉様と一緒に居ます！』

　意地悪なからかいの言葉だと分かってはいても、ゼルフィは慌あわてて全速で首を横に振った。

　それから惚ほうけたように何も考えられないまま、疑問符だけが頭を占めた状態で目の前にある姉の野性味のある整った顔を注視するしか出来ずにいると、

「どうせあれだろ？　また気まぐれで言ってると思ってんだろ？」

　そうは思っていなかったが、正直それ以外には考えられなかったのも確かなので、ゼルフィは曖あい昧まいに頷うなずいた。

「オレは『お前の居場所はない』とは言ったけどよ、居場所を自分で作れるんなら別だ。ちゃんと自分で考えて自分で決めて、それを言葉に出来るんなら止めやしねぇよ。止める権利自体がねぇしな」

『…………ですが……』

　あれをそんな風に前向きに受け止めろという方が無理だと言いたかったが、その手の強気発言を姉にする度胸などゼルフィにはなく、もじもじしつつ姉の顔色を窺うかがっていると、いやらしく笑みが歪ゆがむのを目撃した。

「いや、お前があんまりに昔に囚とらわれたままだったからよ、つい突きたくなってな。悪気はもちろんあったが、反省はしないぜ？　いつまでもオレのことを姉呼ばわりしているお前も悪いんだからよ」

『ですが、姉様は姉ねえ様さまで……』

「どう見ても男なのに『姉様』はねぇだろ」

　一言で切って捨てて、姉は続ける。

「オレは昔と比べて色々と変わったつもりだ。なのにお前が見ているのは昔のオレだろ。人間から悪あく魔まになろうが性別が変わろうが、フィーがオレの妹ってことに変わりはないが……お前が今のオレを否定しているっつーなら、話は別だ」

　茨いばらのようにくねり巻きつき相手を切り裂さいて傷つけるような言葉ではなく、鋭くはあっても的まとのみを一直線に射る言葉。それで、言葉遊びが好きな姉が、自分へきちんと届き伝わるようにと配慮してくれているのが分かる。

　そしてゼルフィは、自分が気付いていなかった『恐れ』を自覚した。

　元々、蜃しん気き楼ろうのように遠くにしか感じられない存在だった姉が消えてしまい、予期せぬ再会を果たした時には本当に違う存在になっていて……なのに、前よりも近く感じることが出来た。

　それを、心のどこかで恐れてしまっていた。

　成長はしても何も変わっていない自分に対し、変わってしまった姉。以前と同じではないと目に見えて分かるのに、近くに感じるはずの姉との距離は、実際はさらに遠く離れてしまっているのだと、どこかでは気付いていたからだ。

　それで浮き足立ってしまった。冷静でいようと常に心がけていたが、本当の意味で冷静だった時など、姉と再会してから一度もない。零こぼれそうになる自分の感情を制せい御ぎよするのに必死で、その為に、姉の気持ちになって考えるという大事なことを忘れてしまっていた。

　──いや、もう姉ではない。姉と呼ぶ必要もない。ゼルフィが求めていたのは繫つながりであり、性別など関係ないのだから。

「……兄様」

　母方の、日本の性を名乗っていることも考慮して日本語でそう言うと、姉──兄は、笑みで返してくれた。含みのない、純粋に喜んでいると分かる笑顔で。

　ただそれを見る為だけに、ゼルフィは空回りを続けてきた。だがそれも無む駄だではなかったと言い切れる笑顔。それを見て感情が昂たかぶり、熱くなる胸の内を抑えきれなくなり、

「私が魔ま術じゆつ師に適性が無能なのは理解しました。ですが兄様……ならどうやって兄様に認定して貰もらえばいいのですか……？」

　言ってしまった後で、後悔が訪れる。

　また『自分で考えろ』と言われるのが関の山ではないのだろうかと、今喜びに震えたばかりの心が、今度は恐れに震えだす。

「あぁ？　何言ってんだ、お前」

　しかし応じた兄の声は、呆あきれこそあれど冷たくはない、優しくすらあるものだった。

「前に、人間だった頃にオレが言ったこと忘れたのか？」

「兄様が……？」

「言ったはずだぜ？　お前はオレよりも賢いから、オレがいなくても大丈夫だってな」

「…………ぁ」

　その言葉に衝しよう撃げきを受けて声を漏もらすゼルフィに、兄は本当に楽しそうに笑って、言った。

「とっくの昔にフィーのことは認めているぜ。お前はもう少し自分に自信を持てや」

「────────」

　その記憶は確かにあった。

　別れの前……最後に交わした会話の中に、それはあった。

　物心ついた時からずっと求めていたものが、既すでに自分には与えられていたのだと知り、再びゼルフィの目め頭がしらが熱くなる。

　涙の気配に、瞳の潤うるみに、喜びと恥ずかしさとが入り混じってうねり、感激としか表現しようのない昂たかぶりとなって──




　そこで唐とう突とつに、ゼルフィの意識は途切れた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「オレの腕の中で安らかに眠ねむれ、妹よ……ってのはさすがにやばいか？　ぐったりだしな」

　力を失って腕の中に落ちたゼルフィを抱き抱えながら笑う玲れいの姿に、雪ゆき子こは寝転がったままため息をついた。

　一部始終をローアングルから見ていたので、何がどうしてこうなったのか知っている。だからこそ突っ込みを入れずにはいられない。

「あんたねー……自分で気絶させておいて、何寝ぼけたことほざいてるのよ」

　珍しく優しい玲の言葉にゼルフィの肩が震えた次の瞬間、彼女の首筋に手しゆ刀とうが叩たたき込まれていた。やったのは勿もち論ろん玲で、酷ひどい不ふ意い打うちとしか言いようがない。

　非難する雪子の声は当然聞こえただろうが、玲はゼルフィを抱いて立ち上がり、遊ゆう矢やの寝ている大木まで運び、そこにそっと寝かせた。

　疲れたとでも言いたげにわざとらしく肩を回してから玲は振り向き、

「これも兄としての配慮ってヤツだっての。ここから先はまだお子様のフィーには立ち入り禁止区域だからな」

「はぃ？　あんた、熱でもあるの？」

　自分はようやく感覚が落ち着いて正常に戻りつつあるが、玲れいには毒が変な風に作用したのかもしれないと思い、雪ゆき子こは訝いぶかしげに訊たずねた。だがすぐに、玲の変化に気付く。

　玲は乾いた笑いを喉のどから漏もらしていたが、目の色は急速に深みを帯びるように鋭いものとなり、体から発する気配も剣けん吞のんなものと変わりつつある。

「熱はねぇ……が、ちと熱くなっているぜ。オレは陰から物事を操るのは好きだが、やられる側に回るのは大っ嫌いなんでな。つーことで、」

　言葉を区切り、玲はどこともなしに視線を這はわせ、殺気と共に声を発した。




「──出て来いよ、ヴィータ・マギン。いつまでも盗ぬすみ見してんじゃねぇ」




　突然の呼びかけに雪子が戸惑うのよりも速く、




「急くでない、レイ＝ラインクォード。我が怠たい惰だの化け身しんと知っておろうが」




　忽こつ然ぜんと、林の中にヴィータの姿が現れた。

　一昨日おととい現れた時と同様の姿だが幾分機き嫌げんは良さそうで、ふわりと宙に浮いたまま胡坐あぐらを搔かいて雪子と玲を見下ろしている。

　何の予よ兆ちようもなく出現した悪あく魔まに、雪子は驚きながらも慌あわてて身を起こすようなことはしなかった。事の成り行きが摑つかめてない上に、まだ体が完全に良くなったとは言えない状態だからだ。

　一方、全すべてを知っているような素振りの玲はぞっとするようなギラついた目でヴィータを見み据すえ、吐はき捨てるように言う。

「怠なまけ者ならそれらしく怠けていやがれ。てめぇがフィーに余計なことを吹き込んだのはとっくに分かってんだよ」

「ほう、分かるか……いや、そうでなくては主ぬしではないな」

　意味ありげに薄く笑みを浮かべるヴィータだが、玲の殺気は増すばかりだ。

「良くも悪くも、フィーはあんな短時間で誰かの命を奪うような決断を下せる奴やつじゃねぇ。なら一番怪しいのはてめぇだろうが。オレの妹を使って遊ゆう矢やに手を出そうなんざ、舐なめた真似まねしてくれるじゃねぇか」

「それで憤いきどおっているわけか。だが、どうするというのじゃ？　我に勝つ算さん段だんなど無かろう？」

「無いが、それがどうした？　だからってオレが引くと思ってんのか？　このオレが、握にぎり潰つぶしたいほど大事にしている奴に手を出されて、勝ち目がねぇからって我慢するとでも思っていたのかよ。えぇ？　どうなんだ、『昼ひる行あん灯どん』のヴィータ・マギン？」

「弱い犬ほど良く吠ほえおる……と言いたいところじゃが、流石さすがは主よ。散ると理解して尚なお、己の感情のままに行動する──我は主ぬしのそんなところを買っておる。だからこそ余計に残念と言うべきかの……」

　惜せき別べつの言葉をヴィータが紡つむぐ──それと同時に、雪ゆき子こは跳はね起きた。本能がそうさせたと言っても過言ではない。

　ヴィータから発せられた気配は、殺気でも怒ど気きでもない。ただ『力』としか表現出来ない重圧感で、魂たましいごと押し潰つぶされてしまいそうな感覚に襲われたからだ。

　血の気が凍こおるような、絶対零れい度どすら温ぬるいと思わせるだけの圧力を身に受け、雪子は……

「──仕方ないわね」

　軽く手足を動かし、ちゃんと五ご指しまで神経が行き届いていることを確認する。

　その場に留とどまっているだけで吐はき気を催もよおす異い圧あつの中で普段通り動くのならば、かなりマシな状態だといえる。

　小さく「よし」と呟つぶやいて、一度遊ゆう矢やに視線を走らせ……それから、ヴィータと対たい峙じする形となっている玲れいの横に並ぶ。

「気に食わないけど、助すけ太刀だちするわ」

「……無む駄だだぜ？　雪ゆき姫ひめが百人集まろうが、オレが千人いようが、あの化け物に勝てる見込みなんざ発生しねぇ。ゼロはゼロ、やるだけ徒と労ろうっつーか、死ぬだけだ」

　玲の制止を促す発言に、雪子は笑いそうになった。そう言う自分はどうだというのか。

　勝ち目があるとかないとか、そんなことは関係ない──その一点は同意する。

　そしてもう一点で、こちらは自分の方が強い意志を持っていると言い張りたいくらい確固とした、それでいて似た思いもある。

　だから雪子は緩ゆるんでいた浴衣ゆかたの帯を締め直しながら、鋭く言い放つ。

「あたしが、遊矢に手を出されて黙っているわけないでしょ」

　意地を張って死んだりしたらそれこそ遊矢に合わせる顔がないのだが、何故なぜだか不思議と死ぬ予感はない。相手がどれ程の力を持っているかまるで測れないが、でたらめに強大だということだけはハッキリしているというのに。

　粟あわ立つ肌が感じている怖おぞ気けすら、昂たかぶった体には心地良い。

　状況を楽しむ余よ裕ゆうなんてこれっぽっちもないのに、それでもクリアになった頭には次から次へと怒りが込み上げてきて、さっき凍りついたはずの血が沸ふつ騰とうしそうになっている。

　誰にでも譲れない一線はあるだろうが、雪子にとってのそれは、遊矢に危害を与える存在だ。玲はグレーゾーンをうろちょろしているが、あの悪あく魔まは間違いなくレッドゾーンに達している。このまま済ませていいはずがない。

　だから雪子は攻撃的に目を吊つり上げて、宣言する。

「──あたしの遊矢に手を出したらどうなるか、キッチリ教えておかないとね」

　後ろで吞のん気きに眠ねむっている幼おさな馴な染じみの耳には届いていないだろうが、構わない。言い聞かせたのは自分自身にだ。

「ハッ、言うなぁおい。ちなみにお前のじゃなくてオレのだけどな」

　勝てないと言っておきながら楽しげなままの玲れいは、一歩前に出て、握られた左拳こぶしを突き出すように構えた。

　負けじと雪ゆき子こも一歩踏み出し、踵かかとを浮かせてヴィータに跳とびかかる画えを頭に思い描く。

　先日のシゼムとの一戦で、自分が強力な悪あく魔まには手も足も出ないと知らされた。

　だから思い浮かぶ画は、たった一つ。

　真まっ向こうから、最速で最高の一撃を見舞う構図だけだ。

「……愉ゆ快かいよの。叩たたき潰つぶすのが残念でならぬ」

　互いに『勝てない』と口にしながら、それを『関係ない』と言い切る雪子と玲に何を思ったのか、ヴィータは妖よう艶えんな笑みのまま地面に降り立った。

　それだけでプレッシャーが倍加する。何をしたわけでないのに、何かをするというアクションを見ただけで肌がひりつくような感覚が襲って来る。

　雪子は奥歯を強く嚙かんで、生命線である足を踏ん張る。引くつもりは全くなかった。

　玲も同様らしく、殺気が増すのではなく研とぎ澄すまされて細められるような感覚と共に、右手からの危険反応が上昇する。

　やはりヴィータ程ではないが、玲もただの強つわ者ものとは段違いのレベルにいる。それが今は多少頼もしくあるが、それ以上に負けたくないという気持ちが強まる。

　引く気配のない雪子達の様子にヴィータは満足げに頷うなずいた。

　そしてゆるりと右腕を掲げ──

　来る、と思った瞬間、




「そこまでにしておかない？」




　ヴィータの出現と同じくらい突然の声は、後ろからの、すぐに誰か分かるくらい聞き慣れたものだった。

　振り向き様、雪子は姿を視界に捉える前に、叫んだ。

「遊ゆう矢やっ?!」

　いつの間に起きたのか、遊矢はすっくと立ち上がっていた。

　ズボンの尻しりをポンポンと手で払い、それから遊矢はてくてくと、何ら危なげなしに、この場が既すでに中東の危険区域より遙はるかに危険な場所と変わっていることを知らないような足取りで歩み進んで行き、

「おい……！」

「ゆっ……!?」

　止める間もなく雪ゆき子こ達の間をすり抜けるようにして通り、ヴィータと雪子達の中間付近まで行き、ようやく足を止めた。

　自分の横を通り過ぎるまでの間、雪子は目を奪われていた。

　この状況下でも微笑ほほえみを絶やさない遊ゆう矢やの異常さにはもう慣れたつもりでいたが、それでも体を動かせなくなるほどの動揺を与えるだけの力が、そこには含まれていた。

　特に、あの目──黒く濡ぬれた瞳に奥知れぬ深さを感じてしまい、触れてはならないと思ってしまったのだ。

　その結果、遊矢は一番危険な場所に立っている。致命的なミスとしかいえない状況を生んだことに、雪子は悔かい恨こんと共に拳こぶしを強く握り込む。

「ねぇ、ヴィータ。いい加減、この辺りで止やめにしない？」

　雪子の思いもどこ吹く風で、相変わらずの緩ゆるい声で尊大なるオリジナルの悪あく魔まに話しかける遊矢は、

「ハッキリ言うとねー、化ばかし合いはもう飽あきたんだ。だから……」

「だから、なんじゃ？」

「さっさと消えてくれないかな？」



　普段は絶対に口にしない暴言を、涼しげに吐はいた。

　あまりの驚きに、雪子は喉のどに息が詰まるように呼吸を止めた。心臓も、もしかしたら止まっていたかもしれない。コンマ数秒という僅わずかすぎる時間ではあるが、呆あつ気けに取られてしまい、瞬時の判断も利かなくなった。

　そして今の発言で遊ゆう矢やが恐ろしく危険な立場になったと理解した瞬間、猛もう禽きん類のように目を尖とがらせたヴィータが、右腕を一いつ閃せんさせた。

　それだけで、遊矢の立っている周辺に切り刻まれたような痕あとが走り、煽あおりを受けた木が数本、音を立てて倒れる。

「ぃ────っ?!」

　雪ゆき子こは声にならない悲鳴を上げて、遊矢の元へ駆かけ寄ろうとした。隣でも動く気配があったので、玲れいも同じような行動を取ろうとしたのだろう。

　だがそれを見越したように、遊矢は雪子達を制止するように、前を向いたまま半身になって後ろへ手を突き出した。

　強制力など微み塵じんも無いが、雪子はそれだけで動けなくなる。玲も同様らしく、歯嚙がみするような音が聞こえてくる。

　心臓がバクバクと音を立てるのを感じながら、雪子は不安で裂さけそうになる胸を手で押さえ、遊矢の背中を一心に無事を祈りながら見守る。

　何か考えがあるのだろうが……不愉快そうに表情を殺しているヴィータの顔を見れば、とてもではないが楽観など出来なかった。

「さて、小こ僧ぞう。我に何か言うことがあるのではないか？　いかに恐怖心が失われていようとも、その身が細こま切ぎれになるのは嫌いやであろう？」

「ミンチはハンバーグが好きだからいいんだけどねー。パイナップル載のせてオーブンで焼くと美味おいしいし」

　がくりと、胃に穴が開きそうな程に神経を張り詰めている雪子でさえ気抜けする発言に、さすがのヴィータも眉まゆを顰ひそめた。

「……主ぬしはどういう思考をしておるのじゃ？　ミンチになってハンバーグになりたいという希望でもあるのか？」

「あはは、まさかー。でも、半分は正解かな」

　雪子達に向けていた手を下ろした遊矢は、ヴィータと正対する形となって、告げた。

「好きなようにしていいよ？　やれるものなら、ね？」

　気負いも挑発の意志も感じさせない朗ほがらかな遊矢の声に、雪子は背筋がぞっとする感覚が弄はしり抜けるのを感じた。

　あのヴィータという女悪あく魔まは気分屋だというのはもう理解した。尊大な態度が示すように、怠たい惰だな性質が示すように、多少のことならば許してくれるだろうとも思える。

　しかし、『撃てるものなら撃ってみろ』と言われて、それでも笑って済ませるようなタイプには見えなかった。やる時は微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく、あっさりと事を終わらせる──そう思わせるだけの威圧感がある。

　遊ゆう矢やにはそれが感じられないのだろうかと思うと、居ても立ってもいられなくなる。

　自分が危険に立たされるのは構わない。死にそうな目に遭あっても、死ななければ後で笑える自信もある。

　だが、遊矢が死の危険に晒さらされているとなれば話は別だ。身を犠牲にして楯たてになっても、何の効力もないかもしれない。なら、地面に額ひたいを擦こすりつけてでも助命を願うまでだ。遊矢の命に代えられるものなど、何もないのだから。

　──それだけの覚かく悟ごがありながら、雪ゆき子こは動かなかった。

　遊矢は、頼れる幼おさな馴な染じみは、何の算さん段だんもなしに安い挑発をするような性格ではないこと。

　そして自分が危険に飛び込んで行く時、信頼して見送ってくれること。

　この二つが今にも走り出したい雪子の足を縫ぬい止め、極度の不安を無理矢理に押し込め、遊矢の行動を見守らせていた。

　ヴィータの右手がゆっくりと持ち上がり、掌てのひらが遊矢へと向けられても。

　奥歯を強く嚙かみすぎて歯は茎ぐきから出血があったのか、口の中に鉄の味が染み渡っても、雪子はその場から動かずにいた。

「──ならば好きに振る舞わせてもらうが、よもや後悔などせぬな？」

　最後通つう牒ちようを突きつけるヴィータに対し……遊矢は、肩を竦すくめるような動作をみせた。

「いいけど、やれるなら早くやってくれないかな？　じゃないと実験の意味がないから」

「……実験？」

　疑惑に満ちた声を出すのは彼女だけだが、雪子も意味が分からない。

　何の実験なのか、何を実験したいのか、意図が見当たらない。

　だがそれは遊矢の言葉で、一気に解け始めた。




「オリジナルは契約外で生き物を殺せるのかどうか、確かめたいんだよ」




　すぐには、誰も言葉を発しなかった。少なくとも雪子は思考が止まってしまっていた。

　だからなのか、遊矢は続ける。

「疑問だったんだよねー。それだけ強い力を行使出来るのなら、契約中のフルパワーじゃなくても、世界を弄いじるくらい出来るよね。大量虐ぎやく殺さつなんて簡単だし、何より──『自分達を呼び出す使命を帯びた人間』を作り出すか、催さい眠みんにかけるくらいは簡単に出来そうなのに、君達ってば待つだけなんでしょ？　おかしくないかな、って思ってたんだ」

「……随分と飛躍してくれるものよ。我らが怠たい惰だを好むと知っていれば、わざわざ出てくるような真似まねはすまいとわかろうというのに」

　それは尤もつともな意見だった。理屈は通っている。

　しかし、遊ゆう矢やはまるで考える素そ振ぶりもなく、

「鶏にわとりが先か卵が先か──考えれば鶏が先っていうのは分かりきっているよね。君の怠なまけ属性も後からついたものだと思うんだけど、違わないよね？」

「決め付ける気か？　たかだか十数年の生しか培つちかっておらぬ人間風ふ情ぜいが」

「んー……決めつけとは違うよ？　僕は信じているだけだから」

「何を信じるというのじゃ？　机き上じようの空論かえ？」

　嘲ちよう笑しようするような声に、しかし遊矢は応じなかった。

　代わりに、穏おだやかな問いかけで返した。

「──一昨日おとといの夜に割った岩と地面、どうして直したの？」

　その一言に、今度はヴィータが応じない番となった。

　雪ゆき子こには彼女が黙る理由が分からなかった。自分が壊こわしたのだから直した。余計な騒ぎを起こさない為に──ただそれだけで筋は通る説明になるし、雪子はそうだと思っていた。

　なのに、ヴィータ・マギンは喋しやべらない。切れ長の目で遊矢を注視したまま、その麗うるわしい唇くちびるを開こうとしない。

　静かになった林の中を、遊矢の声が浸透する。

「面倒臭いって思う君なら、放置しておけばいいことだよね？　どうしてそうしなかったのか、なんて考えると不思議だけど、これも逆に考えれば納まるよ──ヴィータは直したんじゃなくて、直さざるを得なかった……ってねー」

「直さざるを……得ない？」

　オウムのように聞き返した雪子に、遊矢は前を向いたままだが、頷うなずいて見せた。

「玲れいに聞いたよ。オリジナルの悪あく魔まって、凄すごい能力がある代わりに制約があるんだよねー？　それってつまり、ヴィータ達の自由を奪う為のものだよね。転生も出来ず好きに振る舞うことも出来ず、だから次第に『何もしない』ってことを好む性質になっていったんでしょ？」

「……ふん、よくもそこまで妄もう言げんを吐はけるの」

「『昼ひる行あん灯どん』のヴィータ・マギンだけがそんな性質ならそこまで考えなかったよ。でも玲は、オリジナルは皆そーいう性格だって言っていたからねー。六人しかいない特別が全員似たような性質を持っているなら、そこには必然が埋うまっているはずだよ」

　隙すき間まを塗り固めるような遊矢の言葉に、ヴィータは表情を変えぬまま、再び黙る。

　それに気を良くしたわけではないだろうが、遊矢は両腕を広げ、

「オリジナルは契約外では何も出来ない──力を使って何かをしたら、元に戻さなくちゃいけない。だから庭園は元通りだし、ゼルフィは魔ま法ほうではなくて言葉で操ったんだよね？　違うというなら、証明してくれるかな？

　──僕の体を細こま切ぎれにしていいから」

「っ遊矢、何を──!?」

　何かの確信があって話しているのだとは分かっていても、雪ゆき子こは声を上げてしまった。

　嫌いやな予感がぞわぞわと体を這はう感覚に堪たまらず呼びかけた、と言った方が正しいかもしれない。

　だが、遊ゆう矢やは振り返らない。

「っ……バカ沢ざわ、あんたも何かっ」

　藁わらをも摑つかむ思いで横にいる玲れいに動いて貰もらおうとして……雪子は息を吞のんだ。

　遊矢に気を取られていてまるで気が付かなかったが──先程、ヴィータに向かって行こうとしていた時以上に、玲は殺気めいた剣けん吞のんな雰囲気を纏まとっていた。目はぞっとするほど冷たく輝き、視線が合っただけで寿命を削けずられそうな気さえする。

　遊矢も、そして玲もどうしてしまったのだろうと、眩暈めまいを起こしそうな重圧の中で雪子は思う。いつもの二人とは雰囲気がまるで違う。別人と言われた方が、笑って済ませられてまだマシかもしれなかった。

　……それでも、雪子はありったけの勇気を振り絞しぼって、声を張り上げた。

「遊矢っ！　そんな危険なことしないで、あたしにっ──」

「大丈夫だよ、雪ゆきちゃん。僕だけは大丈夫なはずだから」

　振り向いて、何の根拠も提示しないままに宥なだめるように優しく言う遊矢の声に、雪子は何も言えなくなった。

　こんな状況で、こんなタイトロープを渡りながら、遊矢が楽しそうだったからだ。

　再び前を向き直った遊矢は、静かに語る。

「雪ちゃんはちょっと特殊だけど普通の人間だから、もし殺しても直せるよね。玲は自分のことをイレギュラーな存在だって言っていたから、殺してこの世から消しても平気なのかもしれないね。でも、僕だけは違う。僕だけは、今死んだらリールゥに魂たましいを奪われて、そうしたらさすがのオリジナルも手出し出来なくなって、もう生き返らせることは出来ない──だから僕だけは殺せない」

「──それは、主ぬしが言った通りの制約があるという前提であろう？　予測が外れていれば、何ら問題なく主の命は消えることになるぞ？」

　ヴィータの念を押すような声に、雪子は息を吞む。

　なのに遊矢はまるで躊躇ためらいなく、笑うように言った。

「うん、だから試してみてよ？　遠慮しなくていいから、ばらばら～っとやっちゃってよ」

　──場が、静寂に支配された。

　勿もち論ろん、雪子は静せい穏おんとはかけ離れた精神状態でいたが、今度は何も言わない。沈黙し、ただ願うことしか出来ずにいる。

　……どれだけの時間が経たったのか。

　静けさは、唐とう突とつに崩くずれた。

「ふ……はは、は、ははは……」

　その声が女悪あく魔まの笑い声であると何秒かしてから雪ゆき子こが気付いた時、ヴィータの表情に変化が現れていた。

　目を細め、頰ほおを盛大に吊つり上げ、笑っていた。目め尻じりには涙の粒が浮いていて、その手は腹を抱えるようして置かれ、身をくねる様に捩よじらせて──

「ふははははははははははははははははっ！　愉ゆ快かい、愉快じゃな！　どうしてこうも人間とは愚かしい癖くせに測り知れぬのか！　ほんの十年も経たっておらぬのに立て続けに傑けつ物ぶつが現れ、しかも我と相あい見まみえるというこれこそ奇跡の名に相応ふさわしい!!」

　それまでの威圧感も殺気も全すべてどこかへと消え失うせて、ヴィータ・マギンは笑いの渦か中ちゆうで楽しそうに叫んでいる。

　余あまりの光景に、雪子はぽかんと口を開けて、強こわ張ばっていた全身から力が抜け落ちる。

　そしてどうやら、気を緩ゆるめてもいいようだった。

「ふ、ふふ……なるほど、得とく心しんがいったわ。レイ＝ラインクォード──主ぬしが、主ほどの者が惚ほれ込むのも無理はない。斯か様ような天性を目にして放るなど出来はせぬことよ」

「……つまり、遊ゆう矢やの言う通りってわけだな」

「そうじゃ。我は何も出来ぬ。だからこそ『昼ひる行あん灯どん』よ。明かりがある間にしか光ることは叶かなわず、その光とて何かを照らすことは出来ぬ。生物を傷つけることは叶わず、契約外の力の行使は規定時間内に修復の義務まで在りおる。しかも丸二日という短い時間で強制送還となる。つまりオリジナルとは鞘さやから抜く者がおらねば何の意味も為さぬ、ただの木偶でくよ」

　朗ろう々ろうと語るヴィータの声には最も早はや攻撃の意志は感じられず、むしろ自じ嘲ちようするような響きで、哀あわれですらある。

　彼女が生まれてからどれだけの時間が経過しているのか、雪子には分からない。しかし契約外では何も出来ず、力はあっても意味はなく……そんな生活を今まで、そしてこれからもしていかなければならないというのは、途方もないことに思えた。

「……攻撃出来ない相手を攻撃するなんてこと、出来ないしね……」

　相手は強大な力を持っているから、何のダメージも与えられないだろう。しかしそれでも向こうは攻撃出来ないのだ。そんな一方的で無益なことを行うことはさすがに出来ず、雪子は攻撃の意志を捨てた。

　……結局。遊矢が無事なら、それでいいのだから。

　そう思いながら、雪子はちらりと横にいる玲れいの顔を盗ぬすみ見た。この男も絶対に反撃出来ない相手をいたぶるほど趣味は悪くないだろうが、自分より凶きよう悪あくなのも確かだ。

　案の定じようというか、玲はヴィータに睨にらみを利かしたままだった。

　ヴィータはそんな彼に視線を向けて、意味ありげに微笑ほほえんだ。

「やはり人間は面白いの、レイ＝ラインクォード──いや、『壁かべ越ごしの戯ぎ者しや』とあえて呼ぶとするか」

「なんでオレの名前をさくっと無視しやがる」

「そう言うでないわ。『壁かべ越ごし』の名を主ぬしに与えたのは我じゃ、これで呼ばせよ」

　ちっ、と玲れいは舌打ちをしたが、それ以上の抵抗はしなかった。

　その様子を見て、ヴィータは反抗期の孫まごに接するように柔やわらかく笑み、

「我が主に期待しておるのも、斯か様ような人間の意外性よ。悪あく魔まは確かに魔ま法ほうを使い、知識も豊富に備えておる……じゃが、所しよ詮せんは神に支配されたシステムの中に存在する身。与えられたもの以上の何かなどは出来ぬ──主という例外を除いて、な」

　呟つぶやいたヴィータはうっとりと、羨うらやむような、眩まぶしげなものを見るように目を潤うるませ、

「我との契約により、悪魔の身ながら人間の性質──即ち『可能性』を継続した主以外に、既存の魔法外の、新たな魔法を創つくれる存在はおらぬ。永遠の呪じゆ縛ばくに囚とらわれた我の鎖くさりを切り落とせる可能性は、主にしかない……期待などしておらぬがの」

「……んで、結局あんた何をしに来たんだよ？」

「先に言った通りよ。主を見に、そして主が見込んだ人間がどの程度の器か、吟味しに来た。……なかなか楽しかったぞ。千年は退屈せずに済みそうじゃ」

　雪子が十回転生しても足りなそうな年月をあっさりと口にして、ヴィータは再び笑い始める。先程のようにオーバーなものではなかったが、それでも心の底から楽しんでいると分かる、外面を気にしない天然の魅み力りよくに満ちた笑みで。

　そんな彼女を見ながら……雪子は、思っていた。

　ヴィータが口にした、人間の可能性。

　より優れた存在である悪魔すら持ち合わせないそれこそが、遊ゆう矢やを救う鍵なのではないかと。

　具体的にどうすればいいのかはまだ見えなかったが、それでも──手がかりを摑つかんだ、そんな気がした。

　ふと見れば、遊矢はこちらを見て微笑ほほえんでいる。

　和なごやかに、朗ほがらかに。

　不安などどこにもないと、そう言うかのように──

　だから雪子も、笑みで返した。

　根拠も理屈もない、ただ絶対の自信と決意だけを持って──













エピローグ







　紅葉が舞い散る長く緩ゆるい坂を下っていると、秋の深まりを強く感じる。最近は空気も澄み、冷たくなっている。そろそろ冬物を揃え始めていい時期に来ていた。

　今日の帰りは美み樹きと律りつ乃のを交え、三人で駅前にオープンした洋菓子店に赴おもむいて、今風かざ見み野のの女生徒の間で話題になりつつあるスイートポテトを買い食いする予定だった。

　二人と並んで歩きながらの会話はいつの間にか、数日前の旅行で出会った玲れいの妹の件になっていた。

「……じゃ、ゼルフィさんはドイツに帰ったの？」

　美樹は意外そうに言うと、口の中で「そっかぁ……」と呟つぶやいた。

「うん、なんか一度帰って、向こうで色々と整理してからまた来るみたい。来年以降になるみたいだけど」

　説明しながら雪ゆき子この脳のう裏りに浮かぶのは、自分と遊ゆう矢やに頭を下げるゼルフィ＝ラインクォードの姿だった。

　不ふ承しよう不ぶ承しように、というのならイメージ通りなのだが、ゼルフィはこっちが参ってしまうくらいペコペコと、涙目になって謝罪した。冷静沈着は無理して装っていたらしく、武装を解けばそこにいたのは人見知りがちな、素直で優しい女の子だった。

　可愛かわいかったな……と思いながら、雪子はつい、その後ろでにやついていた玲れいをぶっ飛ばしたくて仕し方かたなかったことまで思い出してしまう。

　慌あわてて嫌いやな顔と怒りを忘れようと頭を左右に振ると、美樹が不思議そうにこちらを覗のぞき込んでいた。

　それに、曖あい昧まいな笑顔で返す。美樹は今回の事態を殆ほとんど知らない。ちょっとした出会いというハプニングのあった、楽しい旅行だとしか認識していない。毒を盛られたなどと教えたら卒そつ倒とうしてしまいそうなので、迂う闊かつに話せないのだ。

　律乃とは特に口くち裏うら合わせをしたわけではないが、そこは理解したもので、彼女も何も言わなかったようだった。

　その律乃は妙みように渋しぶい顔をして、ぼそりと呟つぶやくようにして声を発した。

「今度は、もう少し違う出会いのある旅行がいいわね……男とか男とか男とか」

「律乃さん……そんなに彼氏が欲しかったの？」

　本気を感じ取って訊たずねると、律乃はキッと迂闊な発言をした雪子を睨にらみ、

「うるさいわね、全校生徒公認の相手がいる雪子にはこの寂しさは分からないわよ。ああもう、冬が近くなると人肌が恋しくなるって本当だわ……」

「……もしかして、結構べったり甘あまえるタイプ？」

「何よ、悪い？」

「いや全然悪くないけど……キャラじゃないわよ？」

「言ったわねっ！」

　右手を振り上げる律りつ乃のの姿に、雪ゆき子こはわざとらしい悲鳴を上げて走り出す。

　すぐに後ろから、

「あっ、待ちなさい！」

「ゆっ、ゆっこちゃん待ってぇ……！」

　雪子が友人二人の声に振り返りつつ後ろを向いたまま逃げると、律乃の顔にはいたずらっぽい笑みが、美み樹きの目にも楽しそうな色が浮かぶ。

　楽しいと、偽いつわりなく思える瞬間。

　気が置けない友人達と過ごす、ありふれた、それでいてすぐに逃げてしまう今。




　こんな日がずっと続けばいいと、雪子は思った。

　こんな日をずっと続けていく努力をしようと、強く思った。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「おーおー、元気だねぇ。この寒いのに」

　校門へと続く坂を下る雪子達の姿を見下ろし、わざとらしく肩を震わせた玲れいは、ちっとも寒そうには見えないにやついた笑みを浮かべて振り返り、フェンスに背を預けた。

　それとほぼ同時に、屋上のドアが閉まる大きな音がする。

　現れた人物に軽く手を上げて、その手をきつく握り、素早く右に、正三角形を描くように振るった。

　しかし、何も起きたようには見えない──常人の目には。

　玲の魔ま構こう力りき素そによって構築された体には、屋上を囲うドーム状の薄い光の膜まくが出来るのが見えて、

「これで誰も邪じや魔まはしねぇだろ。ある意味、密室。逢あい引びきには丁ちよう度どいいかもな？」

「それはいいけど、わざわざこんな場所で何の用なの？　雪ゆきちゃんの誘いを断るの、結構大変だったんだよー？」

　気の抜けるような緩ゆるい声に、玲はパタパタと手を横に振り、

「いやいや、サシで話しておきたかったんでな。手遅れになったら意味ねぇし」

　緊張感のない応こたえをして、ズボンのポケットに手を突っ込む。

　屋上の風は地上のそれより冷たい。悪あく魔まの身ではあまり関係ないが、遊ゆう矢やは普通の人間だ。長引けば風邪かぜを引きかねない。

「まあしかしあれだな。この間の旅行では色々あったな？」

「うん、そうだねー」

「混浴タイムがあったっつーのに混浴しねぇっつーのはどうしたもんだか。ま、あの三人じゃ無理だろうけどよ」

「そうだねー。雪ゆきちゃんなんて暴れだしそうだしねー」

　他愛たわいもない思い出話だが、空気はまるで弛し緩かんしない。

　そして玲れいの目は俄にわかに細められ、口くちの端はは意味ありげに吊つり上げられる。




「それにお前、わざわざ殺されようとするしなぁ」




　──その言葉に、遊矢は今までのやり取りのようにすぐには応えなかった。

　きょとんとするように表情を緩ゆるめ、それから取り繕つくろったように笑う。

　が、ふっくらした唇くちびるが何かを言う前に、玲は遮さえぎるように続けた。

「雪ゆき姫ひめはあの夜のことを知らねぇんだよなぁ。オレがフィーの暴走を歯止めする為に遊矢の部屋に泊まった時、何があったのかをよ」

「そうだね、知らないはずだよー」

「何かあった時の為にフィーが使いそうな毒の解げ毒どく剤ざいを事前に飲ませて耐性をつけて、朝食の汁しる物ものには睡眠薬が入っていることも示し唆さしたし。そこまでやった翌朝、わざわざ味み噌そ汁しるを取る辺りがハニーらしいよな」

　くつくつと喉のどを鳴らし、玲は笑ったままの目をウインクするように片方だけ瞑つむる。

「だが、味噌汁はよそっただけで、飲まなかった」

「あれ？　そうだっけ？」

　とぼけた声を出す遊矢だが、顔は意外でもなんでもなさそうに笑っている。

「なのになんでだろうなぁ。わざわざ外に出て行って、あんな所で眠ねむったフリなんてしてよ。フィーの精神状態がアレだったら、あの生なま意い気きなちびっ子が偶たま々たま通りかからなかったら、お前死んでたぜ？」

「でも、僕は玲が居たこと知ってたよ？」

「あぁ、そうだな。だからその件はまあいいや。──問題は、あの役立たずの大たい将しようの時だ」

　ギシ、と音を立ててフェンスが軋きしんだ。

　玲が反動をつけて離れたせいで、そのままゆっくりと遊矢に近づく。顔には変わらず笑みが浮いたまま。

「や、見事だったぜ。あの推理、想像、さすがはハニーだ」

「あはは、ありがと」

「あぁ、ホント、すげぇすげぇ」

　わざとらしく拍手する真似まねまでして、玲れいは言う。




「あんな勝率の悪い賭かけ、普通は出れねぇよ」




　雪ゆき子こが聞いたら青ざめてしまうような言葉に、それでも遊ゆう矢やの顔色は変わらない。

　だが玲の方も予測済みと言わんばかりに頷うなずいて、遊矢まで少しの距離を残し、立ち止まる。

「遊矢には劣るが、オレも一応は天才の名を欲しいままにしていたんでな。オリジナルの制約は思いついていたぜ？　いやマジで」

「なら、どうしてそれに触れずにあんなことしたのかな？」

「良くて五分、悪くて二分の可能性なんて堂々と語れるかっつーの」

　大おお袈げ裟さに肩を竦すくめ、玲は続けた。

「あの説明、確かに[image: 辻]つじ褄つまは合うぜ。けどあんなもん、『気まぐれ』の一言で済んじまうことでしかねぇよ。ヴィータの奴やつが何も言わなかったのはお前の自信と、その裏にある思惑まで悟さとっていたからに過ぎねぇ。結果オーライもいいところだぜ」

「僕の思惑って？」

「もしヴィータの奴やつに縛しばりがなかった場合、まずお前が死ぬ。その瞬間、契約によってお前が存在していたって情報がこの世から封じられる……そうなったら、雪ゆき姫ひめがヴィータと戦う理由なんてなくなる──あの乳デカも戦意のない相手と戦う女じゃないからな、幕まく引びきだ」

「……それは玲の想像が過ぎるんじゃないの？　そんな契約、どうしてあるのかな？」

　尤もつともな意見を言う遊矢だが、やはり表情に変化はなく。

　対する玲も余よ裕ゆうを崩くずさず、

「人間の体っていうのは意識がなくても動いていてな。魔ま法ほうを使えば、自分が気を失っている間に聞いていたことも情報処理出来るんだよ」

「意味が分からないけど？」

「ハッ、見当ついている癖くせに良く言うぜ。オレが悪あく魔まだって認定した時から、初夏に起きたことは大体の想像がついているだろうによ」

「ありゃ～、バレバレなんだねー」

　遊矢はあっさりと認め、頷うなずき、僅わずかに笑みを薄める。

「でも、それを知っているってことは、玲は記憶が元通りなんだね。そこまで僕が分かっていたら、今の話も前提が崩くずれない？」

「いんや。オレはお前の仇かたきを討うつから、そこで滅ぼされる。雪姫に危害は加えられねぇよ──お前の一番の目的は、正まさにそこだからな」

「えー、そうなの？」

　あくまで惚ほうけた態度の遊ゆう矢やだが、指先が少し震えている。

　玲れいはそれに気付いていたが、それを悟さとらせないよう表情も視線も変えない。

　ただ自分の考えを話すことだけが目的のように振ふる舞まう。

「もしヴィータに制約がなければ、雪ゆき姫ひめが危険だった──だからお前はわざわざ前に出た。少し考えれば誰でも分かるぜ？　なんせ、遊矢の言うことが正しいなら、黙って見ていても誰も傷つかないで終わるんだからよ。絶対の自信があったんなら、お前は何もしなかったはずだ。

　確信はなかったが、どう転んでも雪姫の安全だけは確保出来る方法を咄とつ嗟さに取った……いやいやさすがだぜ、本当によ。オレにはあそこまで出来ねぇ」

　頭を振り、それから玲は笑みを引っ込めて遊矢を見つめた。

「なあ、どうやったらそのボロボロな体でそこまで出来るんだ？　感情も殆ほとんどないのに、ルーチンワークだけで日々を対応して、それでいつまで保もつんだ？」

「……やだなー、僕は平気だよ？」

「いんや、どこも平気じゃねぇよ」

　否定の言葉に否定を被かぶせ、玲は困った顔をする遊矢の手を取った。

　冷たい手はかじかんでいるようで、顔色も少し青ざめてきている。なのに遊矢は玲の行動の意味に気付いていないようで、不思議そうに小首を傾げた。

「──やっぱりな、もう感覚を知覚は出来てもリアルに感じとれてねぇ。寒いとか熱いとか痛いとか、そんな状態は理解していても脳がそれを危険だって認識出来てない、いい証拠だぜ。こんなに手が冷てぇのに、オレの手で温めているのに、それも上手うまく感じ取れないだろ？」

「……変だなぁ。いつ気が付いたの？」

「あの夜、雪姫と逢あい引びきしているのを窓から見ていたんだよ。お前、雪姫の体にも何の反応を示さないって自覚したんだろ？」

「覗のぞきは良くないよ？　……うん、さすがにちょっとびっくりしたかな」

　笑顔に戻って肯定する遊矢に、玲はため息をついた。

「あのシゼムって詐さ欺ぎ師野や郎ろうがデタラメなことを言ったのに何も言わなかったのも、タイムリミットを感じていたからだな？」

　にこにことして何も応こたえない遊矢に、玲は続ける。

「このままだとお前は確実に死ぬ。既すでにボロボロで普通に生活が出来るだけで奇き跡せきとしか言いようがない状態、ってのはお前が一番理解しているはずだ。なのに近い将来、雪姫が自分の為に悪あく魔まと契約をするかもしれないって聞かされて、それで尚なおどうにもしようとしないのは、あの方法は使えないことを理解していたから──そうだな？」

「うん、そうだよー。契約を満たした僕が死んで、それからまた召しよう喚かんしてー、なんてことやろうと思っても、実際は無理だからねー」

「契約満了してもしばらくの間は保険が効いた状態になるからな。すぐに死んだら、魂たましいはあの小こ娘むすめのモノになる。ちょっと考えればそれくらいの想像はつきそうだってのに、雪ゆき姫ひめの奴やつは気付かねぇしよ」

「無理無理、そんなの気付かせないもん。それにリールゥが僕に関する記き憶おくと痕こん跡せきを消してくれれば、自分が何をしようとしていたかなんて覚えてないしねー」

　手品の種たねを明かすように語る遊ゆう矢やに、暗い陰はどこにもない。

　後ろめたいという感情などもう持ちえようがない、というせいもあるだろうが、自分の信じる最良の未来の為に相手を騙だますことを、別に悪いとは思っていないからだろう。

「……やれやれだな」

　玲は再びため息を吐ついた。

　自分の考察は殆ほとんど当たりだと思っていたが、相手に認められると出口が狭せばまるような感覚に襲われる。まだ肝かん心じんのギブアップの言葉は出ていないが、この分だとそれは時間の問題だ。

　水みな瀬せ遊矢に残された時間は少ない。

　そしてまた、解決する方法も少ない。




　──だから玲れいは、質問から攻撃に移ることにした。




「話はもう終わり？　あ、他ほかの人にバラしたりしたら、その場でショック死しちゃうかもしれないから止やめてね？」

「あぁ、そんなことはしねぇ──が、ちょっと待て。まだ愛の告白が終わってねぇ」

「ふぇ？　こくはく？」

　踵きびすを返そうとしていた遊矢は不思議そうに聞き返し、その場に留とどまる。

　玲はまだ握ったままだった手を離すと、一歩後ろに引く。

　結けつ界かいを張ったのは、今からの言葉をただ一人だけに伝える為だ。

　訪れた本題を告げる時間に、胸に僅わずかな昂たかまりが生まれる。

　それを心地良く思いながら、玲は言葉を紡つむいだ。

「──人間だった頃のオレは、自分が誰よりも優れていると思っていた。自分より下の奴やつには殆ほとんど興味なんて無かったし、妹のフィーですらどうでもいい存在に近かった……いやまあ、今考えると傲ごう慢まんにも程があるがな」

「そだねー」

「悪あく魔まになってこっちに来た時、別に目的があったわけじゃねぇ。とりあえず欲しいものは手に入れたから、ちょっくら遊んでみようと思ってここに入り、お前を見つけた。正直、初めは変わった玩具おもちやがある程度にしか思っていなかったぜ。好ましくはあったが、それだけだ。むしろ雪ゆき姫ひめへの興味の方が強かったくらいだからな。

　──だが、お前の本性を理解したあの事件で、認識は一変した」

　気が付けば拳こぶしは強く握られ、偽にせ物ものの心臓は鼓こ動どうを増し、感じる熱は上昇を続けている。

　それでも、あの時の──六月末に受けた衝しよう撃げきの後に比べれば、低血圧の人間の寝起きくらい低く、温い。

「知力だけじゃねぇ……魔ま術じゆつ師の苦労と歴史を嘲あざ笑わらうようなお前の体質と、それを活いかすだけの気質。深遠の中でもがきながら、それでも誰よりも高みにいるっていうのはどういうことだ？　初めてだったんだぜ？　オレより優れている人間に会ったのはよ」

「それ、大げさだよ」

「そんな訳あるかよ。ヴィータの奴やつはあぁ言っていたが、オレは人間に限界を感じて違う進化を求めた。だが、遊ゆう矢や──お前はオレより、悪あく魔まになったオレよりも高みにいた。戦いながら、ボロクズみたいになりながら、オレがどれだけ喜んでいたか……こればっかりはさすがのお前にも理解出来ねぇよ」

　それ以前に覚えていないはずだが、と続けて、玲れいは笑った。

　いつものように人を虚こ仮けにするような笑みではなく、ずっと手に入れたがっていた念願の玩具おもちやを手にした子供のような、純粋な笑みで。

　だがそれは数瞬で悪魔らしい、何かを企むような笑みへと変わる。

「お前はオレの夢だ。人間の限界が本当はどこにあるのか、本当はどこまでいけたのか、それを教えてくれる唯一の人間だ──だから、そうあっさり死なせてたまるかよ」

「へぇー……でも、どうするの？　元に戻る方法なんてないのに」

「とぼけるなよ。オレに分かっていることがお前に分からないはずがねぇだろ？　もうとっくにどうすればいいか知っていやがるのに、どうして『それ』をしない？　一発勝負なのは認めるが、お前なら出来るはずだぜ？」

「あはは、やっぱり玲は僕のこと買い被かぶっているよ」

　朗ほがらかに否定する遊矢を見れば、普通の人ならば信じてしまうだろう。雪ゆき子こですら信じかねない。それほど遊矢の仮面は頑がん丈じようで、外はずれにくい。

　だが、玲の狙ねらいはそんなところにはない。結果的に外すことにはなるだろうが、それは些さ細さいなことに過ぎない。

　今すべき目的は──

「……なぁ遊矢。このまま何もせずにいれば、近い将来に心は壊こわれ、それに伴って体が機能を止めるのは理解しているよな？」

「一応ねー」

「それで困らないってことは、つまりだ……自分が死ねば、雪ゆき姫ひめ達の記き憶おくから自分のことが消えるから──いや、そうでなくても、雪姫なら自分が居なくても平気だと思うから、そんな風に悠ゆう然ぜんと構えていやがるんだろ？」

「そうだよ、って言ったら、どうなるのかな？」

「オレは以前、リールゥの記憶操作を解いている。得意なんだよ、あぁいうのは。だから、少し時間はかかるだろうが──」




「──他ほかの人間の記憶操作だって解けるぜ？」




　その言葉に。

　初めて、遊ゆう矢やの表情が消え失うせた。

　能面を外はずしたように──絶望でも驚きよう愕がくでもなく、全すべての感情の色と表現が消え失せた。

　それをたっぷりと眺めながら、玲れいは続ける。

「召しよう喚かんに関する知識も豊富にあるオレが協力すれば、雪ゆき姫ひめの奴やつでも召喚は可能だ。その時、お前の魂たましいは囚とらわれて、もう悪あく魔まになっているだろうよ。蘇そ生せいは不可能だ。だが──悪魔になったお前を呼び出し、召喚者の魂を代だい償しように復活させることなら、可能だ」

「……………………」

「ま、雪姫ならこの誘いに乗ると思うぜ？　お前の為なら、自分の魂すら賭かけてくれるだろうからよ」

「……………………」

「さぁて、どうするよ水みな瀬せ遊矢？　お前の完かん璧ぺきプランは崩くずれだしたぜ？　日和ひより見みなんていつまでしていられるか、見物だなぁ？」

「……………………」

「くくっ……とりあえず、オレが言いたいことはこれだけだ。後はお前の判断に任せるが……なんにせよ、手遅れになる前にどうにかしろよ？」

「……………………」

「じゃあな、ハニー。また明日、学校でな」

　色を無くしたまま立ち尽くす遊矢に軽く手を振り、玲はその横を歩いて過ぎる。

　一通り、言いたいことは言った。無論、言えないことは残してある。化ばかし合いになった時にカードが切れていては意味が無い。

　これからのことを考えると楽しみで仕方がない。興奮を抑えながら、玲は屋上を後にするべくドアを開けて──

「ねぇ、一ついいかな？」

　声に振り向けば、そこにはいつもの遊矢がいた。

　柔やわらかな微笑ほほえみと共に、冷たい風が吹く中をふわりと浮くような声が、玲の耳に届く。




「それってつまり──玲れいを倒せばいいってことかな？」




　予測された内の最高に値する問いに、玲は獰どう猛もうな笑みで応こたえ……屋上を去った。









あとがき







　どうも、三ヶ月振りになります、上こう月づき司つかさです。と言ってもこれを書いているのはゴールデンウィークの真っ最中なので、少し前に三巻が出てもう四巻のあとがきという現状に少し混乱しています。

　何はともあれ、皆さまのおかげで四巻が出せました！　ありがとうございます！

　…………えーと、出てますよね、これ……？




　今回は温泉旅行ということですが、上月はここ数年温泉に行ってません。確か去年、仲間内で「温泉いこうぜ！」みたいな話があったのですが、現在まで凍結中。なんとか今年中に行きたいです。

　むしろ一人でも『取材旅行』と称してどっか行けば良かった、とプチ後悔しています。正月に旅館へ行くと、場所によっては百人一首やカルタの大会が開かれたり餅もちつきが出来たりするので、かなり楽しく過ごせるので。

　経験したのは小学生の時ですが、かなり楽しかったです。曇どん天てん下かの海で凧たこ上あげとか。誰もいない灰色の浜辺を寒さに震えながら走ると、虚むなしさが一回りして、大爆笑です。笑ってないとやっていられないというのもありますけど。

　それと、混浴はドラマと二次元の中だけで充分だと思います。現実に混浴に遭そう遇ぐうした場合、絶対に躊ちゆう躇ちよして入れません。内うち風ぶ呂ろで終わる悲しい旅行になるのは確実です。

　でもやっぱり、温泉旅行には行きたいですねー。楽しく、卓球なんかやりたいです。




　話は変わりますが、この間、上月の所にファンレターが届きました！　大事件です。筆舌し難がたいくらい嬉うれしかったです。

　一文一文、丁てい寧ねいに読ませて頂きました。テスト勉強の時でもあそこまで真ま面じ目めに文字を読んだことはないくらい、真剣に。

　とても申し訳ないのですが返信の手紙は書けないので、この場を借りてお礼を言いたいと思います。本当にありがとうございました。これからも頑がん張ばります！







　ここから少しネタバレを含みますが、いよいよというか、このシリーズも佳境に入りました。

　次か、その次くらいがラストになる予定です。

　雪ゆき子こにはこれから試練が待っています。今まで以上の強さと想いを求められます。

　遊ゆう矢やは思考と決断を迫られます。タイムリミットはあと僅わずか。

　玲れいとリールゥの曲くせ者もの悪あく魔まコンビがどう動くかも重要になります。

　季節は秋から冬に移り、雪の気配を感じさせる時期に、何が起こるか？

　それらをきちんと、これまで読んで下さった方々に伝えられるよう、上こう月づきはより一層頑がん張ばるつもりです。具体的には、今年中に次の本を出せるように。

　…………とか言っておきながら、この本は本当に本屋に出ているのだろーか……？（振り出しに戻る）




　そんな不安が渦うず巻く中、ＢＵＮＢＵＮさん、担当さんを始めとする関係者の方にありがとうございましたとお礼を言いつつ、お別れしたいと思います。

　それではまた、次巻でー。
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上こう月づき 司つかさ

１９８２年生まれの横浜市民。現在絶賛引きこもり中。なんか上月の将来に不安を感じている母の陰謀で、女性看護師と見合い結婚の案が浮上。姉の友人の桂って人が看護師なので、マジにセッティングとかされかねない空気が漂う我が家。早くここから脱出しないと……！
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イラスト／ＢＵＮＢＵＮ

この前友人の子供（８歳♀と７歳♂）に「あの夜の事が忘れられないの……」と言われました。……いや、半年ほど前に僕が仕込んだネタなんですが。子供の記憶力侮りがたし。
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